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〈読どく者しゃのみんなへ〉

お話はなしのなかに「＊」が付ついているところには、説せつ明めいがあります。このマーク「＊」を選えらんで、説せつ明めいを読よんでください。




〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: １　マーレイの幽霊]

　　　　スクルージとマーレイの会かい計けい事じ務む所しょ







　はじめにいっておくよ。マーレイはまちがいなく死しんでいるんだ。教きょう会かいの人ひとだって、役やく場ばの人ひとだって、お葬そう式しきをした人ひとだって、みんながみんな、マーレイは死しにましたと、書しょ類るいにサインしてるんだから。お葬そう式しきに出でたスクルージだってそうだよ。この人ひとのサインは、お金かねのやりとりをする場ば面めんでは、ぜったいまちがいがない。だからマーレイは、ドアに打うちつけた釘くぎみたいに、きっぱり死しんでいるといっていい。

　なんでここに、ドアの釘くぎが出でてくるかって？　たしかにへんだよね。同おなじ釘くぎなら、棺かんおけのふたを打うちつける釘くぎのほうが、ぴったりだ。でもこれは、むかしから伝つたわる国くにの言こと葉ばだから、ぼくがかってに変かえるわけにはいかない。国こく語ごがおかしくなったら、国くにはおしまいだからね。

　スクルージはマーレイが死しんだのを、ちゃんとわかっているかって？　もちろんさ。ずっとふたりで仕し事ごとをしてきたんだ。ほかに友ともだちはひとりもいなかったから、マーレイの遺ゆい言ごんも、遺い産さんも、スクルージが受うけとるしかない。そういう友ともだちが死しんだら、どれだけ悲かなしいだろう。でもスクルージは意い外がいとそうでもなくて、てきぱきとお葬そう式しきの手て配はいをして、できるだけお金かねをつかわずにすませたんだ。

　スクルージのことはひとまずおいておこう。とにかくマーレイは死しんでいる。それだけはきっちりおぼえていてほしい。でないとこれからのお話はなしは、少すこしもおもしろくないからね。ほら、ハムレットっていうお芝しば居いがあるだろう。あのお芝しば居いのはじめに、ハムレットのお父とうさんは死しんでいるってことをちゃんとわかっていないと、そのあとがぜんぜんおもしろくないのといっしょだ。お父とうさんが夜よなかに東ひがしの風かぜに吹ふかれながら城しろのてっぺんをさまよっているのを見みたって、遅おそい時じ間かんに散さん歩ぽに出でて、まいごになったんだろう、ぐらいにしか思おもわない。ほんとうは幽ゆう霊れいになって、おくびょうな息むす子こをおどかしに来きたっていうのにね。

　マーレイが死しんでも〝スクルージとマーレイの会かい計けい事じ務む所しょ〟という店みせのなまえを、スクルージはそのままにしておいた。それで知しらない人ひとから、「マーレイさん」と声こえをかけられることもあって、そんなときスクルージは、「はい、なんでしょう」とへいきでこたえる。なまえなんか、どうでもいいようだった。

　このスクルージが、ものすごいケチなんだ。石いしうすで粉こなをひいたら、だれだってぜんぶ集あつめるけれど、スクルージは、それだけじゃすまない。うすに少すこしでもついた粉こなをこそぎおとし、すみに入はいりこんだ粉こなをほじくりだし、外そとにこぼれた粉こなは、指ゆびにつばをつけてだって集あつめてまわる。なんだってそこまでするのかと、あきれるほどのドケチなんだ。

　おまけにがんこで、いつもぴりぴりしているから、火ひうち石いしみたいだっていう人ひともいる。でも、なにを打うちつけたって、火ひ花ばなひとつ出だしちゃくれない。他た人にんのことなんて関かん係けいないって顔かおで、牡か蛎きみたいにからをぴしゃりとしめて知しらん顔かおだ。

　つめたい人ひとだってことは、外がい見けんからもわかる。つららのようにつんととがった鼻はなで、ほっぺはしゅんとしなびている。そうして全ぜん身しんこおりついてしまったように、ぎくしゃくと歩あるくんだ。目めはいつも真まっ赤かで、くちびるは真まっ青さお、口くちから出でたそばから声こえもこおってしまうみたいで、いつもしゃがれ声ごえでどなっている。まゆにも、とがったあごにも、びっしり白しろいものがついているのは、ひょっとして、しらがじゃなくて霜しもじゃないかって、スクルージの場ば合あいは、そう見みえてしまうんだ。

　からだじゅうからつめたい空くう気きを流ながしているのか、真ま夏なつのあついさかりにも、スクルージの事じ務む所しょはこおりそうなさむさで、クリスマスになっても、きんきんにひえた室しつ温おんは一度どだってあがらない。外そとがあつくても、さむくても、スクルージにはどうってことなかった。どんなにあつい日ひでもスクルージはあつくならないし、真ま冬ふゆのさむい日ひでもひえない。どんな悪あく天てん候こうが、しゃかりきになってスクルージにむかっていっても、びくともしない。それでもたったひとつだけ、豪ごう雨うや豪ごう雪せつや霰あられや霙みぞれが勝かてることがある。それは空そらからじゃんじゃん「気きまえよく」ふること。スクルージが「気きまえよく」ふるまうなんて、まずありえない話はなしだったからね。

　道みちでスクルージと出でくわしても、

「やあ、スクルージ、元げん気きかい？　こんどいつ会あえるかな？」

　なんて、うれしそうに声こえをかけてくる人ひとはひとりもいない。「少すこしでいいので、お恵めぐみを」と、ねだってくる物ものごいもいないし、「いま何なん時じですか」と、きいてくる子こどももいない。だいたいスクルージは、人ひとから道みちをきかれたことだって一いち度どもないんだ。盲もう導どう犬けんでさえスクルージのことは知しっているらしく、うっかり出でくわすと、目めの見みえない主しゅ人じんを物ものかげにひきこむか、路ろ地じの先さきへひっぱっていってから、しっぽをふる。

「あんないじわるい目めで世よのなかを見みるなら、目めが見みえないほうがよっぽどいいですよ」と、犬いぬは主しゅ人じんにそういっているのかもしれない。

　だけど、スクルージは気きにしない。さけてもらって、かえってありがたいと思おもうんだ。だれもじゃまをせんでくれ、ほっといてくれ、というのがスクルージの生いき方かたで、みんなから〝かわり者もの〟とよばれていた。
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　　　　クリスマスなんてばからしい！







　一年ねんに一度どしかないクリスマス・イブであるこの日ひも、スクルージじいさんは会かい計けい事じ務む所しょでせっせと仕し事ごとをしていた。

　さむいし暗くらいし、まったくうんざりする天てん気きで、霧きりもふかかった。路ろ地じをいきかう人ひと々びとは白しろい息いきをはあはあ吐はきながら、両りょう手てで胸むねをたたいたり、舗ほ道どうの敷しき石いしの上うえで足あしをふみならしたりして、からだをあたためている。そういう音おとがスクルージの耳みみにまで聞きこえてくる。

　街まちの時と計けいは午ご後ご三時じを知しらせたばかりだというのに、あたりはもうすっかり暗くらくなっていた。といっても、朝あさから日ひはほとんどさしていない。空くう気きがどんよりにごっているので、近きん所じょの窓まどでゆらめくろうそくの火ひが、茶ちゃ色いろの紙かみににじんだ赤あかいしみのように見みえる。あらゆるすきまや鍵かぎ穴あなをねらって室しつ内ないに入はいってくる霧きりは、外そとに出でればいっそう濃こく、もうもうとたちこめていて、ほそい路ろ地じをはさんで目めと鼻はなの先さきにある家いえ々いえが、この世よのものではないように、ぼうっとかすんでいる。空そらにはどんよりした雲くもがたれこめて、いまになにもかもすっぽりおおいかくしてしまいそうだった。すぐ近ちかくで雲くもをつくっている神かみさまが、うっかりして大たい量りょうの雲くもを流ながしてしまったのかもしれない。

　スクルージの会かい計けい事じ務む所しょでは、奥おくのへやをスクルージがみはっていた。せまく暗くらい水すいそうのようなへやで、そこにこもって、スクルージにやとわれた事じ務む員いんが手て紙がみを書かきうつしている。スクルージのへやにも石せき炭たんはほんの少すこししか燃もえていないけれど、そのへやは、まるでひとつぶの石せき炭たんしか燃もえていないようにひえきっていた。それでも石せき炭たんをたせないのは、石せき炭たん箱ばこがスクルージのへやにおいてあるからだった。事じ務む員いんが石せき炭たんをもらおうと、シャベルを持もって入はいっていくと、きまってスクルージはいう。

「やっぱりこの事じ務む所しょはひとりでやっていくしかないかな──」

　それで事じ務む員いんはしかたなく、マフラーをぐるぐるまきにしてろうそくの火ひにむかい、なんとか「あったかい」と思おもいこもうとする。だけど、やっぱりそれはむりだった。




「おじさん、クリスマスおめでとう！　神かみさまの祝しゅく福ふくがありますように！」

　元げん気きいっぱいの声こえが、会かい計けい事じ務む所しょに明あかるくひびいた。スクルージの甥おいっ子こだ。いきなりやってきて、このあいさつ。

「けっ、ばからしい！」

　甥おいっ子こは霧きりと霜しものなかを急いそいでやってきたので、からだがぽかぽかあったまっている。ハンサムな顔かおにぽっと赤あかみがさし、目めもきらきらしていて、どこから見みても輝かがやいていた。白しろい息いきを吐はきながら甥おいっ子こがいう。
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「クリスマスが、ばからしいなんて！　まさか本ほん気きじゃないでしょ？」

「本ほん気きだ。クリスマスおめでとうだと？　いったいなにに、うかれてる？　おまえにめでたいことなどなかろう。そんなにまずしくて」

「それをいうなら」

　甥おいっ子こがニヤっとしていいかえす。

「いったいなにに、ぶすっとしてるんです？　おじさんに、いやなことなんてないでしょう。そんなにお金かね持もちなんだから」

　スクルージはまた言こと葉ばにつまる。

「けっ」といってから、「ばからしい」と、けっきょく同おなじ言こと葉ばに落おちついた。

「おじさん、なにをそんなにイライラしてるんだよ！」

「イライラもするだろ！　そろいもそろってこうもバカばっかりの世よの中なかにいちゃあ！　クリスマスのどこがめでたい。クリスマスですから、お支し払はらいをと、金かねもないのにせっつかれる。クリスマスがすぎれば、ひとつ年としがふえるのに、金かねはひとつもふえない。ちょうど年としの終おわりだからと帳ちょう簿ぼの整せい理りをすれば、どの月つきも損そんばかりしているとわかる。〝クリスマスおめでとう〟なんて、のんきなことをいってまわるバカどもは、ひとりのこらずこなごなにきざんで、プディングの材ざい料りょうにしろ。ゆであがったら土つちに埋うめて、墓はか石いしがわりにヒイラギの枝えだをさしてやれ」

「おじさん！」

「なんだ甥おいっ子こ！」

　やりかえしたあとで、きっぱりいいはなつ。

「おまえはおまえのやり方かたでクリスマスを祝いわえばいい。だから、わたしのやり方かたにも、もんくはつけんでくれ」

「やり方かた！　やり方かたもなにも、おじさんはクリスマスを祝いわわないじゃないか」

「じゃあ、ほっといてくれ。おまえにはさぞいいことがあるだろうよ！　これまでとおなじにな」

「べつにお金かねはもうからなくても、すばらしいことはいっぱいあるよ。クリスマスだって、そのひとつなんじゃないかな。毎まい年としこの時じ季きになると、クリスマスってすばらしいなとつくづく思おもうんだ──クリスマスの由ゆ来らいとか、神かみさまのこととか、ぜんぶ切きりはなして考かんがえてもそうだよ。だってみんなが親しん切せつになって、人ひとをゆるして、こまっている人ひとを助たすけるんだから。長ながい一年ねんのなかで、この時じ季きばかりはみんなが心こころをひらいて、だれとでもわけへだてなくつきあう。どっちが上うえで、どっちが下したとか考かんがえないで、最さい後ごにはだれでも死しんでしまう、みな同おなじ生いき物ものだって思おもえるときなんだ。だから、ポケットに金きん貨かや銀ぎん貨かが一枚まいでも入はいってくるわけじゃないけど、ぼくはもうそれだけで幸しあわせだし、これからも幸しあわせに生いきていけると思おもう。神かみさまが守まもってくださるんだから！」

　奥おくのへやの事じ務む員いんが思おもわず手てをたたいた。そうしたあとで、すぐにまずいと気きづき、あわてて火ひをつっついて、わずかに燃もえていた弱よわ々よわしい炎ほのおをすっかり消けしてしまった。

「いまみたいな音おとが、もう一度どこっちにきこえてきたら、クリスマスを職しょくにあぶれてすごすものと思おもったほうがいい」

　スクルージは事じ務む員いんにいってから、甥おいっ子このほうへむきなおる。

「たいしたもんだ。それだけ口くちが達たっ者しゃなら、国こっ会かい議ぎ員いんになれるぞ」

「ひにくはやめてよ、おじさん。あした、ぼくらといっしょに食しょく事じをしよう」

　スクルージはそれから、ああだこうだとへりくつをならべて食しょく事じのさそいをことわった。それでも最さい後ごには、甥おいっ子ことまた会あうことを約やく束そくした──わかった、会あってやるよ。あの世よでな。

「だけどおじさん、どうして来きたくないの？」

　甥おいっ子こが泣なきそうな声こえでいう。

「どうしておまえは結けっ婚こんした？」

「相あい手てを好すきになったから」

「好すきになったから、結けっ婚こんしただと!?」

　スクルージは吐はきだすようにいった。そんなことは、クリスマスを祝いわう以い上じょうにばかげているとでもいうように。

「はい、それじゃあ、さようなら〜！」

「待まってよ、おじさん、結けっ婚こんするまえだって、一いち度ども遊あそびにこなかったじゃないか。どうしてそれが、いまこない理り由ゆうになるの？」

「はい、さようなら」

「べつにおじさんに、なにかくれってねだってるわけじゃないし、なにかしてほしいとたのんでもいない。それなのに、どうしてぼくたちはなかよくなれない？」

「さようなら」

「残ざん念ねんだよ。おじさんがそんなにがんこで、ほんとうに残ざん念ねんだ。ぼくら、けんかは一いち度どもしたことない。クリスマスなんだから、なおさらけんかなんかしたくない。だからおじさん、やっぱりぼくはいうよ、クリスマスおめでとう！」

「さようなら」

「よい新しん年ねんを！」

「さようなら」

　こんなあつかいを受うけても、甥おいっ子こはにくまれ口ぐちひとつたたかず帰かえりじたくをした。玄げん関かん口ぐちで足あしをとめて、事じ務む員いんにクリスマスのあいさつをする。事じ務む員いんはさむくてたまらないはずだが、心こころをこめてあいさつをかえしたところをみると、スクルージよりも、あたたかい人にん間げんらしい。

「ここにもまたひとり、バカがいた」

　ふたりのやりとりをきいていたスクルージがいう。

「うちの事じ務む員いんは週しゅうに十五シリングの安やすい給きゅう料りょうで妻つまと家か族ぞくを養やしないながら、それでもクリスマスがめでたいという。まったくもって、この世よはバカばっかり」

　甥おいっ子こを帰かえしたあと、スクルージはまたべつの客きゃくをふたりむかえることになった。見みるからにりっぱな紳しん士しで、ぼうしをぬいで立たち、手てに本ほんと書しょ類るいを持もって、スクルージにおじぎをした。

「こちらはスクルージとマーレイの会かい計けい事じ務む所しょですね？」

　かたほうの紳しん士しが書しょ類るいに目めを落おとしてきく。

「マーレイなら、七年ねんまえに死しにましたよ。ちょうど七年ねんまえの今こん夜や」

「それではマーレイさんとお気き持もちをひとつにしていた、スクルージさんにお願ねがいしましょう。マーレイさんと同おなじように、気まえよく寄き付ふをはずんでくださいますね」

　そういうと、紳しん士しはじぶんたちがあやしい者ものではないことをしめす身み分ぶん証しょうを見みせてきた。

　たしかにマーレイとは気きの合あう仲なかだったが、〝気きまえよく〟というひとことにスクルージはぞっとした。険けわしい顔かおで首くびを横よこにふり、身み分ぶん証しょうをつきかえす。

「スクルージさん、こういうおめでたいときにこそ、まずしい人ひと々びとのために、少すこしでも食たべ物ものをさしあげられたらと思おもいましてね」

　紳しん士しのひとりがペンをとりあげていう。

「こうしているあいだにも、人ひと々びとは苦くるしんでいます。少すこしでもいいからあたたまりたい、食たべ物ものを口くちに入いれたいと思おもっています。ごくふつうの生せい活かつができない人ひとが、何なん千ぜん、何なん万まんといるんです」

「他た人にんを苦くるしめる人にん間げんを入いれる監かん獄ごくは？　なくなったのかね？」

　スクルージがきく。

「監かん獄ごくならいくらでもあります」

　紳しん士しがいって、またペンをおく。

「まずしい人ひと々びとをすくう救きゅう貧ひん院いんは？　なくなったのかね？」

「いいえ、まだあります。といっても、そこではまずしい人ひと々びとが、あまりすくわれてはいないようです」

「じゃあ、悪あく人にんへの刑けい罰ばつや、びんぼう人にんを守まもる法ほう律りつは？　なくなったのかね？」

「どちらもちゃんとありますよ」

「そうか！　そいつはよかった。さっきおたくらが、あんなことをいったもんだから、ぜんぶなくなったのかと思おもったよ。いやいや、それをきいて、心こころから安あん心しんした」

「ですが、そういったものがあっても、おおぜいのまずしい人ひと々びとには、なんのたしにもなっていないようなのです。それでわたしたちは、まずしい人ひと々びとに食たべ物ものと飲のみ物ものを買かってあげられるよう、寄き付ふを集あつめることにしたんです。それにはこのクリスマスの時じ季きがいちばんいい。恵めぐまれない人ひと々びとのつらさが痛いたいほどわかって、じぶんが恵めぐまれていることに感かん謝しゃするときですから。寄き付ふの金きん額がくはいくらと書かきましょうか？」

「書かかなくていい！」

「おなまえを書かかずに、匿とく名めいでご寄き付ふを？」

「寄き付ふはしないということだ。クリスマスだからといって、わたしはうかれちゃいない。なまけ者ものをうかれさせるために、出だすような金かねはない。金かねなら、さっきいったような施し設せつがやっていけるよう、ちゃんと税ぜい金きんをはらっている──それで十じゅう分ぶんだろう。食くえないやつがいるなら、施し設せつへ入はいればいい」

「入はいりたがらない人ひとがおおぜいいるんです。死しんだほうがましだって」

「死しんだほうがまし、ときたか。じゃあそうすればいい。よけいな人じん口こうがへってありがたい。とにかくわたしの知しったことじゃない」

「知しらずにはすまされませんよ」

「わたしには関かん係けいない。じぶんの仕し事ごとだけで精せいいっぱいで、他た人にんのことまでかかずらっちゃいられんのだよ。こっちは毎まい日にち仕し事ごとに追おわれてるんだ。はい、さようなら！」

　それ以い上じょういってもむだだとわかって、ふたりの紳しん士しは帰かえっていった。そのあとスクルージは、いまいったことはうそじゃないとばかりに、ふだん以い上じょうにはりきってバリバリ働はたらいた。




　外そとは霧きりがいっそう濃こくたちこめ、めっきりと暗くらくなった。たいまつのあかりを手てに走はしりまわって、馬ば車しゃの乗のり口ぐちまで人ひとを案あん内ないする商しょう売ばいがおおはやりだった。

　いつもなら古ふるい教きょう会かいの塔とうにつるされたドラ声ごえの古ふる鐘がねが、古ふるめかしい窓まどからスクルージのようすをこっそり見みているのだけど、今日きょうは霧きりにかくれてしまっている。その霧きりの奥おくから十五分ふんおきにきこえてくる鐘かねの音おとは、ゴーンと鳴なったあとに、こまかい振しん動どうがいつまでもつづく。まるで鐘かねがさむさに歯はをカタカタかみならしているようだった。あれだけ高たかいところにいればさむいはずだろう。

　とにかく今日きょうはなみの寒さむさではなかった。路ろ地じのすみから大おお通どおりへ出でるあたりで、ガス管かんの修しゅう理りをしている人ひとたちがいて、金きん属ぞく製せいの火ひ鉢ばちに火ひがあかあかと燃もえている。そのまわりにみすぼらしいかっこうの男おとこや子こどもが集あつまって火ひに手てをかざし、飛とんでくる灰はいが目めに入はいるのか、ときどき目めをぱちぱちしている。ほっぽりっぱなしにされた消しょう火か栓せんからあふれた水みずがこおっていて、これはもう見みているだけで気きがめいる。それでも目めをあげれば、どの店みせの窓まどもまぶしいほどに明あかるくて、ヒイラギの赤あかい実みが、ランプの熱ねつではじけそうなほどつやめき、いきかう人ひと々びとの青あおざめた顔かおも、ほんのり赤あからんで見みえる。

　鳥とり肉にくを売うる店みせや食しょく料りょう品ひん店てんは、いつになく大おおにぎわいで、大おお安やす売うりなんかしなくても、客きゃくがおおぜい集あつまるのだから、笑わらいがとまらない。ロンドン市し長ちょうの暮くらす大おお屋や敷しきでは、五十人にんの料りょう理り人にんと執しつ事じが、市し長ちょうの家いえにふさわしいクリスマスのお祝いわいをするよう、市し長ちょうから念ねん入いりに言いいつけられたところだ。この市し長ちょうに、まえの月げつ曜よう日び、通とおりでよっぱらって乱らん暴ぼうを働はたらいたとして、五シリングの罰ばっ金きんを科かされた仕し立たて屋やがいる。そういうしがない男おとこでさえ、やせほそった奥おくさんが子こどもと牛ぎゅう肉にくを買かいにいっているあいだ、翌よく日じつに食たべるプディングのタネを屋や根ね裏うらべやでかきまわしていた。

　霧きりはどんどん濃こくなっていき、さむさはますますきびしくなる。さすような寒かん気きが、からだのすみずみまで入はいりこんできて、むやみやたらにかみついてくる。聖せいダンスタン＊が悪あく霊りょうをやっつけるのに、焼やけたやっとこじゃなく、こういう寒かん気きで鼻はなをはさんでいれば、敵てきはあっというまに退たい散さんしただろう。

　さて、こちらは悪あく霊りょうでなく、もとから鼻はなペちゃのふつうの若わか者もの。それでも寒さむさはようしゃなく襲おそいかかり、犬いぬが骨ほねをぐしゃぐしゃにかむように、さむさにかまれ、もみくちゃにされている。

　若わか者ものはスクルージを喜よろこばせようと、事じ務む所しょの鍵かぎ穴あなから、クリスマスを祝いわう賛さん美び歌か、クリスマス・キャロルをうたってやる──。


「みなさまに、神かみのお恵めぐみを

　悲かなしいことがおこりませんように」



　ところが、わずかそれだけ耳みみにしたところで、スクルージがいきりたって、ものさしを力ちからいっぱいつかんだものだから、若わか者ものはぎょっとして逃にげだした。

　すると鍵かぎ穴あなには、賛さん美び歌かよりもずっとスクルージにお似に合あいの、冷つめたい霧きりと霜しもが吹ふきこんでいった。




　とうとう事じ務む所しょをしめる時じ間かんがやってきた。スクルージはむしゃくしゃしながら丸まるいすをおり、水すいそうのような小こべやで帰かえり時じ間かんを待まちわびていた事じ務む員いんに、もういいぞと目めで知しらせた。事じ務む員いんはすぐにろうそくの火ひを消けして、ぼうしをかぶった。

「あしたは、丸まる一日にち休やすみをとるんだな？」

　スクルージがいう。

「はい、さしつかえがなければ」

「さしつかえはあるさ。だっておかしいじゃないか。休やすむなら給きゅう料りょうから半はんクラウンをさしひく、といえば、ひどい人ひとだといわれる」

　事じ務む員いんはおずおずと笑わらった。

[image: ]

「それでいて、仕し事ごともしないで一日にちぶんの給きゅう料りょうを

　かっさらっていくおまえは、ひどい人ひとだとはいわれない」

　一年ねんに一回かいのことですからと、事じ務む員いんはいう。

「そんないいわけがとおるもんか。毎まい年とし十二月がつ二十五日にちに、人ひとのポケットから金かねをくすねていくんだぞ！」

　スクルージは、ぶあついコートのボタンをあごの下したまでびっしりとめた。

「あすはまるまる一日にち休やすむんだから、あさってはいつもより早はやく来こい」

　しっかり約やく束そくをとりつけてから、ふんっ、といって出でていった。

　事じ務む員いんは事じ務む所しょを手て早ばやくしめた。スクルージとはちがって、ぶあついコートは持もっていないので、マフラーのすそを腰こしまでたらした。コーンヒルの坂さか道みちへむかうと、こおった坂さかをすべりおりようという子こどもたちが一列れつにならんでいる。それを見みて、事じ務む員いんもうしろにならび、今日きょうはおめでたいクリスマス・イブだからと二十回かいもならびなおして、すべりにすべった。それからカムデン・タウンにある自じ宅たくめざして全ぜん速そく力りょくで駆かけだした。帰かえったら、目めかくし鬼おにをして遊あそぶつもりだった。






＊聖せいダンスタン…10世せい紀き頃ごろ、今いまのイギリスにあたる地ちで大だい司し教きょう（カトリック教きょう会かいの聖せい職しょくの一つ）だった人ひと。やっとこ（鉄てつ製せいの工こう具ぐ）で悪あく霊りょうを倒たおしたという伝でん説せつがある。











　　　　マーレイの幽ゆう霊れい







　スクルージのほうは、いつものわびしい食しょく堂どうで、いつものわびしい夕ゆう食しょくをとった。店みせにある新しん聞ぶんをぜんぶ読よんでしまうと、ひまつぶしに預よ金きん通つう帳ちょうをながめ、それにもあきてしまうと、あとはもう帰かえって寝ねるだけだった。

　スクルージが住すんでいるのは、死しんだマーレイの家いえだ。中なか庭にわをぐるりとかこむ、さみしそうな家いえで、まわりにはお店みせもなくて、がらんとしている。かくれんぼをしていて置おいてけぼりを食くった子こどもみたいに、この家いえも、ここにかくれたまま置おきざりにされたようだった。それからずいぶんな年ねん月げつがたって、いまではすっかり年とし老おいてしまい、住じゅう人にんはスクルージひとりで、あきべやはぜんぶ、知しらない会かい社しゃの事じ務む所しょになっている。

　中なか庭にわはもうまっくらで、どこになにがあるかわかりきっているスクルージでも、手てでさぐりながらでないと先さきへ進すすめなかった。古ふるびた黒くろい玄げん関かんのまえには霜しもがおりて、霧きりも重おもくたちこめている。まるでそこに天てん気きの神かみさまがあぐらをかいてすわり、うなだれているようだった。

　ドアのノッカーは、ものすごく大おおきいというだけで、ふつうのものと変かわりない。ここに住すんでから、スクルージも朝あさ晩ばん目めにしている。

　頭あたまのかたい人ひとによくあることだけれど、スクルージは子こどものときから、お化ばけや魔ま法ほうは信しんじなかった。それに、寄き付ふ金きん集あつめに来きた紳しん士しに、ちょうど七年ねんまえに死しんだといったきり、マーレイのことなんてもう頭あたまになかった。だから、どうしてこんなことがおこるのか、ほんとうにふしぎだった。ノッカーにはなんの仕し掛かけもないはずなのに、スクルージがドアの錠じょう前まえに鍵かぎをさしこんだとたん、ノッカーがマーレイの顔かおに変かわったんだ！

　中なか庭にわにおいてあるものはすべて闇やみのなかにしずんでいる。それなのにマーレイの顔かおだけ、うすきみわるい光ひかりのなかにぼうっとうかんでいた。暗くらい倉そう庫こにおいてあるロブスターのかごに、一匹ぴきだけくさったのがいて、そこだけなんとなく光ひかっている。そう、あんな感かんじだった。顔かおはおこってもいないし、うらみがましくもない。ただぼうっとかすんでいて、生いきていたときと同おなじように、おでこの上うえに眼鏡めがねを持もちあげて、スクルージをじっと見みている。
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　吐はく息いきのせいなのか、それとも熱ねっ風ぷうにでも吹ふかれているのか、髪かみの毛けがゆらゆら動うごいている。それなのに、大おおきく見みひらいた目めはぴたっとかたまってしまったように、まったく動うごかない。顔かお色いろは死し人にんそのもの。どこを見みてもぞっとするけれど、いまここにマーレイの顔かおがあるということがなによりもおそろしかった。

　スクルージが身み動うごきひとつせずにじっと見みていると、マーレイの顔かおがすっと消きえて、ノッカーに変かわった。

　おどろかなかった、といえばうそになる。スクルージは生うまれてはじめて、血ちがぞわぞわとあわだつような恐きょう怖ふを感かんじていた。一度ど手てをはなした鍵かぎに、もう一度ど手てをかける。落おちついて鍵かぎをまわし、ドアを押おしてなかへ入はいってから、すぐろうそくに火ひをともした。

　ドアをしめようとして、待まてよと思おもい、よくたしかめてみる。ひょっとしてドアの裏うらがわに、うしろでたばねているマーレイの髪かみが、ひょろんと飛とびだしているかもしれない。おそるおそる目めをこらしてみたけれど、ドアの裏うらにはノッカーをとめつけているねじ釘くぎがあるだけで、ほかにはなにもなかった。

「けっ、ばからしい！」

　スクルージはドアをらんぼうにしめた。

　まるで雷かみなりでも落おちてきたように、ものすごい音おとが炸さく裂れつした。上うえの階かいにならぶへやのひとつひとつに、地ち下かの酒さか蔵ぐらにならぶワインだるのひとつひとつに、その音おとがぶつかって、わんわんと反はん響きょうしている。

　スクルージはべつにおどろくこともなく、ドアをしっかりしめなおした。玄げん関かんホールを進すすんでいって階かい段だんをあがる。一歩ぽ、また一歩ぽとゆっくりあがっていきながら、ろうそくの節せつ約やくにも気きをつかい、炎ほのおが大おおきくなりすぎないよう芯しんを切きりとるほどの落おちつきようだ。

　と、つぎの瞬しゅん間かん、引ひく馬うまもいない霊れい柩きゅう馬ば車しゃがスクルージの目めのまえを走はしりぬけていった。

　たしかにその階かい段だんは、馬ば車しゃでもよゆうであがっていける、なんてよくいわれた、むかしふうのすごく大おおきな階かい段だんだ。だからといって、ほんとうに家いえのなかを馬ば車しゃが走はしりぬけるなんてことがあるだろうか？　外そとには街がい灯とうもぽつぽつともっていたけれど、ここにはその光ひかりもほとんどとどかない。まっくらな階かい段だんで、ろうそくの火ひまで節せつ約やくしているから、そんなまぼろしが見みえたのかもしれない。

　スクルージは気きにしなかった。ろうそく代だいがうくとなれば、暗くら闇やみだって居いごこちがいい。重おもたいドアをしめるまえに、なにか変かわったことはないか、いちおう見みてまわることにする。マーレイのあんな顔かおを見みたあとでは、そうせずにはいられなかった。

　居い間ま、寝しん室しつ、がらくたべや。どこも問もん題だいなし。テーブルの下したにも、ソファの下したにも、だれもいなかった。暖だん炉ろには小ちいさく火ひがともっているし、スプーンとボウル皿ざらもすぐつかえるようになっている。炉ろだなの上うえに、うすいおかゆを入いれた小ちいさな鍋なべがかかっているのは、スクルージがちょっと風邪かぜぎみだからだ。ベッドの下したにもだれもいないし、たんすのなかにもいない。すその長ながいへや着ぎが壁かべにかかっていて、そのかげになにかひそんでいる気きもしたけれど、やっぱりなにもいなかった。がらくたべやにも変かわったことはない。暖だん炉ろのまえにおいた古ふるい火ひ格ごう子しも、古ふるぐつも、魚さかなを入いれるかごふたつも、三本ぼん脚あしの洗せん面めん台だいも、暖だん炉ろの火ひかき棒ぼうも、すべていつもどおり。

　よし、だいじょうぶだと安あん心しんすると、ドアをしめて、今日きょうばかりは用よう心じんのために内うちがわから鍵かぎを二重じゅうにかけておく。さあもうなにも心しん配ぱいすることはない。スクルージはマフラーをはずしてへや着ぎに着きがえ、スリッパをはき、寝ねるとき用ようのぼうしをかぶると、暖だん炉ろのまえに腰こしをおろして、おかゆを食たべだした。

　暖だん炉ろの火ひは、ほんのちょろちょろとしか燃もえていない。こんなさむい夜よるに、それでは気き休やすめにもならないだろうに、スクルージは暖だん炉ろにぎりぎりまで近ちかづいてまえかがみになり、ちょっとでも、あたたかくなればそれでいいみたいだった。暖だん炉ろは古ふるく、オランダの商しょう人にんがずいぶんむかしにつくらせたものだった。オランダ製せいの古こ風ふうなタイルが全ぜん面めんにはってあって、そのひとつひとつに聖せい書しょに出でてくる場ば面めんが描えがかれている。カインとアベル、ファラオの娘むすめ、シバの女じょ王おう、羽はねぶとんみたいな雲くもにのっておりてくる天てんのつかい、アブラハム、ベルシャザール、バター入いれのような舟ふねにのって海うみへ出でていく十じゅう二に使し徒と。そういったものが、ひとつずつではなく、いくつもいくつも描えがいてある。

　それをじっと見みていたら、ふつうはその場ば面めんが登とう場じょうする物もの語がたりが頭あたまにうかぶだろう。けれどこのときスクルージの頭あたまにうかんだのは、七年ねんまえに死しんだマーレイの顔かおだった。まるで魔ま法ほうのつえがふられたように、マーレイの顔かおがいきなり目めのまえに飛とびだしてきて、あとの絵えは一いっ気きに消きえてしまった。もしタイルにふしぎな力ちからがあって、スクルージの頭あたまのなかにあるものをひとつずつ絵えにして焼やきつけたなら、暖だん炉ろにはいま、マーレイの顔かおが無む数すうにはりついていることだろう。

「ばかばかしい！」

　スクルージはへやのむこうへずかずか歩あるいていった。

　へやのなかを行いってはもどり、行いってはもどりをくりかえしたあとで、また腰こしをおろす。いすの上うえで頭あたまをがくんとのけぞらせたとき、へやにつりさげてあったベルに目めがとまった。むかしはそれで最さい上じょう階かいのへやと連れん絡らくをとっていたらしいけど、スクルージはつかっていない。

　ところが見みていると、ふしぎなことに、そのベルがかってにゆれだした！

　最さい初しょはほとんど音おとらしい音おとも出ださずに、かすかにゆれているだけだったのが、まもなく、カーン、カーンとけたたましい音おとをひびかせ、それを合あい図ずに、上じょう階かいから下か階かいまで、ベルというベルがいっせいに鳴なりだしたものだから、ぎょっとせずにはいられない。

　鳴なっていたのは三十秒びょうか、一分ぷんほどだったけれど、スクルージには一時じ間かんにも思おもえた。

　それから、鳴なりだしたときと同おなじように、ベルはとつぜん鳴なりやんだ。するとこんどは、じゃらり、じゃらん、じゃらり、じゃらんと、重おもたげな音おとがずっと下したのほうからきこえてきた。まるでだれかが重おもたい鎖くさりをひきずって、地ち下かのワインだるの上うえを乗のりこえていくような音おとだった。スクルージはそこではたと思おもいだした。

　──幽ゆう霊れいというのは、たしか鎖くさりをひきずっていなかったか。

　地ち下か室しつのドアを勢いきおいよくあける音おとがした。するとさっきよりはっきりと、鎖くさりの音おとがきこえてきた。地ち下か室しつからはじまって、階かい段だんをあがってくる。あがりきると、こんどはスクルージのへやへまっすぐむかって──。

「ばかばかしいといってるじゃないか！　だれが信しんじるものか」

　つぎの瞬しゅん間かん、スクルージの顔かお色いろが変かわった。重おもたいドアをつきぬけて音おとの主ぬしがへやにあらわれ、スクルージの目めのまえに立たったんだ。


「見みて、マーレイの幽ゆう霊れいだよ！」



　スクルージに向むかってそう叫さけんだかのように、消きえかけていた火ひが一いっ瞬しゅんとびあがって大おおきくなり、それからまた小ちいさくなった。

　生いきているときと同おなじ顔かおで、なにも変かわっていなかった。うしろでむすんだ髪かみも、チョッキにタイツにブーツという、お決きまりのかっこうもマーレイそのものだった。ブーツの房ふさかざりが、空くう中ちゅうにはねあがり、うしろでむすんだ髪かみの先さきもはねあがっている。コートのすそもまくれあがり、頭あたまの毛けは、さかだっていた。胴どうにぐるりとまかれた鎖くさりは、しっぽのようにどこまでものびていて、よく見みるとそれは、金きん庫こ、鍵かぎたば、錠じょう前まえ、帳ちょう簿ぼ、契けい約やく書しょ、鋼こう鉄てつ製せいの重おもい財さい布ふが、いくつもいくつもつながってできていた。

　からだはすきとおっていたから、おなかをつきぬけて、着きているコートの背せにボタンがふたつついているのまで見みえた。はらわたには人ひとを思おもいやる心こころが宿やどっているといわれていて、だからじぶんのことしか考かんがえないマーレイはよく、「あいつには、はらわたがないんだ」と、かげ口ぐちをたたかれていた。でも、まさかほんとうにないなんて、いまのいままで、スクルージは信しんじていなかった。いや、いまだって信しんじられない。これがマーレイであるはずがないと思おもうのだけれど、目めのまえに立たっている相あい手てからどうしても目めがはなせない。何なん度ど見みてもからだは透とう明めいで、死し人にんのようなつめたい目めで見みつめられると、全ぜん身しんがぞくぞくしてくる。頭あたまからあごをしばりつけるようにまいてあるスカーフは、はじめて見みるものだった。こんなものは信しんじられない、じぶんの目めがおかしくなったのだと、スクルージは必ひっ死しでじぶんに言いい聞きかせた。

「なんだって出でてきた！」

　いつものように、つめたい声こえで、手てきびしくいった。

「なんの用ようだ!?」

「いろいろだ！」

[image: ]

　マーレイの声こえにまちがいなかった。

「おまえはだれだ？」

「おまえはだれだった、ときいて欲ほしいね」

「じゃあ、おまえはだれだった？」

　スクルージは声こえをはりあげていった。

「ふん、こまかいことにこだわりおって──」

〝くたばっちまえ〟とつづけるつもりが、いや相手はすでにくたばっていると気づいた。

「──幽ゆう霊れいのくせに」

「生いきているときは、あんたといっしょに会かい計けい事じ務む所しょをやっていたジェイコブ・マーレイだ」

「ちょっと待まて──おまえ、すわれるか？」

　むりだろうという顔かおでスクルージがいった。

「ああ」

「じゃあ、すわってみろ」
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　幽ゆう霊れいみたいにスケスケなやつが、いすにすわれるはずはなく、すわれなければ、相あい手てはまごつくばかりだろう。それがスクルージのねらいだった。ところがマーレイは、そんなことはいつもやっているというように、スクルージのむかいがわに、すっと腰こしをおろした。

「信しんじてないんだろう」

　マーレイがいった。

「そりゃそうだ」

「ちゃんと見みえて、きこえているのに、それでもまだ信しんじられないか？」

「まあそうだ」

「じぶんの目めや耳みみがどうして信しんじられない？」

「そんなもんは、ちょっとしたことですぐおかしくなるからさ。腹はらのぐあいでも悪わるかったりすると、ふだんは見みえないものが見みえたりする。腹はらでこなれていない牛ぎゅう肉にくのかけらか、カラシのかたまりか、チーズのくずか、生なま焼やけのジャガイモか。そんなもんが悪わるさをして、おかしなものが見みえるってわけだ。おまえの正しょう体たいは、バケモノじゃなく、タベモノだ」

　スクルージは冗じょう談だんなんかいわない人にん間げんだし、こんな場ば面めんではなおさら、そんな気きになれない。それでもふざけてみたのは、じぶんの気きをまぎらわせたかったからだ。そうでもしないと、おそろしくてたまらない。相あい手ての声こえに、骨ほねの髄ずいまでふるえていた。

　焼やいた魚さかなの目めのように、白しろくにごって動うごかない目め。それをじっと見みながらすわっているだけで、もう全ぜん身しんがぐずぐずにとけていくような気きがする。おまけにマーレイのまわりには、地じ獄ごくの妖よう気きのようなものがただよっているらしい。本ほん人にんはじっとすわっているというのに、髪かみの毛け、服ふくのすそ、ブーツの房ふさかざりが、かまどの熱ねっ気きにあおられているみたいに、さかだっていた。

「この、つまようじが見みえるかい？」

　スクルージはいま思おもいついたばかりの作さく戦せんに出でた。うまくいけば、ほんのわずかのあいだでも、あのおそろしい目めをじぶんからそらすことができる。そうなってほしいと願ねがっていた。

「見みえる」

　幽ゆう霊れいがこたえた。

「見みえているようには、見みえない」

　スクルージがいう。

「そうかもしれないが、見みえている」

「ふん！　じゃあ、こいつを飲のみこむとするか。腹はらをおかしくして、バケモノの大たい軍ぐんに死しぬまでつきまとわれようじゃないか。じぶんのつくったまぼろしにな。ああ、ばかばかしい、ばかばかしい！」

　これをきいたとたん、マーレイはおそろしい叫さけび声ごえをあげ、猛もう烈れつな勢いきおいで鎖くさりをガチャガチャふるわせた。スクルージはいまにも失しっ神しんしそうで、転ころげおちないよう、いすのへりをぎゅっとつかんで耐たえた。しかし、ほんとうにおそろしいのはそのあとだった。まるでこのへやはあついとばかりに、マーレイは頭あたまからあごにかけて巻まいているスカーフをさっとはずした。そのとたん、下したあごがパカッとはずれて胸むねに落おちた！

　スクルージは床ゆかにドンとひざをつき、顔かおのまえで両りょう手てを組くみ合あわせた。

「やめてくれ！　おそろしい幽ゆう霊れいよ、どうしてわたしを苦くるしめるのだ？」

「うたぐりぶかい人にん間げんよ、どうしてわたしを信しんじないのだ？」

「信しんじるよ。信しんじないわけにはいかない。だがどうして、この世よにあらわれ、わたしのところへやってきた？」

「生いきているときに、やりのこしたことがある。人にん間げんはいろんなところに出でていって、他た人にんと幸しあわせをわかちあわなきゃいけない。じぶんさえよければいいと、からにとじこもっていちゃいけないとわかった。生いきているときにそれができなかった者ものは、死しんでからやるしかない。世せ界かいじゅうをくまなくさまよいながら。それがどれだけくやしいことか、あんたにはわかるまい！　ほんとうは生いきているときにできたはずなんだ！」

　そこでまた幽ゆう霊れいは叫さけび声ごえをあげ、鎖くさりをガチャガチャさせて、白しろいけむりのような手てを、いらいらともみしだいた。

「どうして鎖くさりでしばられている？」

　スクルージがふるえながらきいた。

「これは生いきているときにじぶんでつくった鎖くさりだ。ひとつずつ、つないでいるうちに、どんどん長ながくなった。他た人にんからしばられていたわけじゃない。じぶんでじぶんをしばってきた。そういわれれば、あんただって、思おもいあたるふしがあるんじゃないか？」

　スクルージはますますふるえた。マーレイはさらにいう。

「あんたが巻まいている鎖くさりの重おもさと長ながさを知しりたくないか？　七年ねんまえのクリスマス・イブの日ひには、これと同おなじぐらい重おもくて、長ながかった。きっとあれからさらにがんばって、どんどんつないだことだろう。重おもくて、やっかいな、鎖くさりをな！」

　スクルージはじぶんの足あしもとにさっと目めを走はしらせた。床ゆかの上うえに鉄てつの鎖くさりが長なが々ながと横よこたわっていると思おもったけれど、なにもなかった。

「ジェイコブ、ああ、わが友ともジェイコブ・マーレイよ。たのむから、わたしの不ふ安あんをふきはらっておくれ！」

「むりだよ、エビニーザー・スクルージ。すくいの手ては、べつの世せ界かいからさしのべられる。人にん間げんではない者ものからな。わたしがこの先さきどうなるかだって、あんたに話はなせない。わたしのできることは、ほんのわずかだ。休やすむことはできないし、ひとところにとどまることもできない、どんな場ば所しょにも長ながくはいられない。生いきているとき、わたしの心こころはあの会かい計けい事じ務む所しょの外そとへは一歩ぽも出でなかった。いいか、よくきけ！　金かね勘かん定じょうしかすることのない穴あなぐらにずっととじこもっていると、あとになって、うんざりするばかりの長なが旅たびをしなきゃならんのだぞ！」

　じっくりものを考かんがえるとき、スクルージはズボンのポケットに手てをつっこむくせがあった。幽ゆう霊れいの言こと葉ばについて考かんがえているいまも、やっぱりポケットに手てを入いれていたけれど、目めはあげず、ひざも床ゆかについたままだった。

「しかしジェイコブ、いまになっても、まだこのへんをうろついているというのは、ずいぶん歩あゆみが遅おそいと思おもわれるが、どうだろう」

　あからさまな質しつ問もんだったけれど、失しつ礼れいのないよう、いい方かたには十じゅう分ぶん気きをつけた。

「遅おそいだと！」マーレイがいう。

「死しんでから七年ねん」スクルージは考かんがえる。「それだけ長ながいこと旅たびをしていれば、もっと遠とおくへ行いけたんじゃないか」

「そのあいだ、身みも心こころも、少すこしも休やすまることがなかった。来くる日ひも来くる日ひも後こう悔かいに苦くるしんでいた」

「どうやって旅たびを？」

「風かぜの翼つばさにのっていく」

「それじゃあなおさら、七年ねんもあれば、どこへでも好すきなところへ行いけたはずだが」

　これをきいてマーレイは、またすさまじい声こえでわめきだし、ものすごい勢いきおいで鎖くさりをガチャガチャやりだした。夜よまわりの人にん間げんがいたら、うるさいともんくをいってきたことだろう。

「どこへ行いこうが、こんな鎖くさりでがんじがらめになって、なにができる！」

　泣なきだしそうな声こえでいう。

「神かみ々がみが休やすみなく働はたらかれても、この世よの人にん間げんすべてを幸しあわせにするには、永えい遠えんとも思おもえる時じ間かんがかかるのだ。神かみの心こころを受うけついだ人にん間げんが、せめてじぶんの身みのまわりの人ひとたちと、幸しあわせをわかちあいたいと考かんがえる。それでも生うまれてから死しぬまでの時じ間かんじゃ、とてもたりないと気きづく。それなのに、このわたしときたら、生いきているときの時じ間かんをまったくむだについやしてしまったのだ！」

「しかし、仕し事ごとはいつだってきちんとやったじゃないか、ジェイコブ」

　いつのまにかスクルージは、相あい手ての話はなしをじぶんにあてはめてきいていた。

「仕し事ごとだと！」

　幽ゆう霊れいはまたいらいらと両りょう手てをもみしだいた。

「わたしの仕し事ごとは、人にん間げんとして生いきることだ。みんなが幸しあわせになるよう、こまっている者ものを助たすけ、人ひとの失しっ敗ぱいはゆるし、がまんをする。みんなが幸しあわせに生いきられるようつとめることが、わたしの仕し事ごとだ。会かい計けいなんぞ、そのとてつもなく大おおきな仕し事ごとの、ほんの一いち部ぶでしかない！」

　マーレイはそういうと、腕うでをのばして、鎖くさりをぐいっとひっぱってみせる。じぶんがこうなったのはすべて、こいつのせいだというように、手てにした鎖くさりをまた床ゆかに思おもいっきりたたきつけた。

「毎まい年としこの時じ季きがめぐってくると、つらくてかなわない」

　マーレイはいう。

「ちょっとまわりを見みれば、この世よをともに生いきる仲なか間まがおおぜいいるとわかるのに、どうしてわたしはずっと下したばかり見みて生いきていたのか。目めをあげれば、クリスマスに三人にんの賢けん人じんたちを導みちびいたというあの星ほしが、わたしをまずしい人ひとたちの家いえへと導みちびいてくれただろうに。そうでなくとも、まずしい家いえにともるあかりを見みて、そちらへ足あしをむけただろうに！」

　こういう話はなしをきいていて、ますますスクルージは人ひとごととは思おもえなくなる。おそろしさにふるえがとまらなくなってきた。

「よくきいてくれ！　わたしの時じ間かんはもうのこり少すくない」

　マーレイはいう。

「きくよ。だが、もう少すこしお手てやわらかにたのみたい。まわりくどいいい方かたもやめてほしい。たのむよ、ジェイコブ！」

「それにしてもふしぎだ。なんだって急きゅうに、あんたはわたしのすがたが見みえるようになったんだろう。もうずっとまえから、そばにすわっていたのに」

　それは気き持もちのいい考かんがえじゃなかった。スクルージはぞっとして、おでこにしたたる汗あせをぬぐった。

「まあいい。これもまた、罪つみのつぐないのひとつだろう。今こん夜ややってきたのは警けい告こくのためだ。いまならまだまにあう。あんたにはチャンスと希き望ぼうがある。わたしと同おなじ運うん命めいをたどってくれるな。あんたにはまだ、わたしのできなかったことができるんだよ、エビニーザー」

「おまえはいつでも、いい友ともだちだった。ありがとうよ、ジェイコブ」

「これからあんたのところに、三人にんの精せい霊れいがやってくる」

　これをきいて、スクルージの表ひょう情じょうが幽ゆう霊れいと同おなじぐらい暗くらくなった。

「それが、チャンスと希き望ぼう？」

「そうだ」

「なら──わたしはえんりょしておきたい」

「それがいやなら、あんたはわたしと同おなじ運うん命めいから、のがれることはできない。最さい初しょのひとりは、明日あす一時じの鐘かねが鳴なったらやってくる」

「三人にんいっぺんにすませるわけにはいかないかね？」

「ふたりめは、そのつぎの夜よるの同おなじ時じ間かんだ。三人にん目めは、その翌よく晩ばん、十二時じの最さい後ごの鐘かねが鳴なりやんだとき。もうわたしと会あえるとは思おもわないでくれ。あんたのためにも、こうしてふたりですごしたひとときをおぼえておいてくれ！」

　マーレイはテーブルからスカーフをとりあげ、まえと同おなじように頭あたまからあごにぐるりと巻まきつけてしばった。目めをふせていたスクルージにどうしてそれがわかったかというと、歯はのぶつかる音おとがしたからだ。スカーフで上じょう下げのあごがとじたのだろう。勇ゆう気きをふるいおこして目めをあげると、マーレイの幽ゆう霊れいは目めのまえにまっすぐ立たっていた。からだと腕うでに鎖くさりを巻まきつけて。

　マーレイはあとずさりのかっこうでスクルージからはなれていく。一歩ぽあとずさるごとに、窓まどが少すこしあいていき、窓まどべに立たったときには、大おおきくひらいていた。こっちへおいでとマーレイが手てまねきをするので、スクルージは近ちかづいていった。あと二歩ほという距きょ離りまで近ちかづいたとき、マーレイは片かた手てをあげて、これ以い上じょうそばによるなと命めいじる。スクルージはとまった。

　べつに命めい令れいにしたがったんじゃなく、ぎょっとして足あしがとまったのだ。マーレイが片かた手てをあげた瞬しゅん間かん、窓まどのむこうがざわざわしているのに気きづいた。いっていることはよくわからないけれど、たくさんの泣なき声ごえやなみだ声ごえがわんわんひびいて、それぞれに悲かなしみや後こう悔かいをうったえているようだった。なかには悲かなしみを言こと葉ばにできず、ひたすら甲かん高だかく泣ないて、じぶんを責せめているような声こえもあった。

　マーレイの幽ゆう霊れいは、しばらくその声こえに耳みみをかたむけていたが、やがてじぶんも悲かなしい合がっ唱しょうにくわわって、さむざむしい夜よるの闇やみのなかへ飛とびたった。

　いったい外そとでなにが起おきているのか、スクルージは知しりたくなって窓まどべによった。見みれば、空そら一いち面めんをうようよと幽ゆう霊れいがうめつくしていた。あっちの空そらからこっちの空そらへ、なにを急いそぐのか、みんなびゅんびゅん飛とびかいながら、悲かなしげな歌うたをうたっている。ひとりのこらず、マーレイの幽ゆう霊れいと同おなじように鎖くさりをからだにまいていた。なかには、鎖くさりと鎖くさりがつながっている幽ゆう霊れいもいて（同おなじ役やく所しょの役やく人にんどうしだろう）、よく見みれば、みんな生いきていたときにスクルージとつきあいのあった人にん間げんだった。白しろいチョッキを着きて、ばかでかい鉄てつの金きん庫こを足あし首くびに結むすびつけている老ろう人じんは特とくによくおぼえている。それがいま、高たかい空そらから下したを見みおろし、家いえの戸と口ぐちに幼おさない子こどもを抱だいて立たつ、まずしい女おんなを助たすけてやれないのが悲かなしいといって、さめざめと泣ないていた。

　どうしてみんな悲かなしんでいるのか、これはもうはっきりしていた。同おなじ人にん間げんとして、仲なか間まを助たすけてやりたいのに、もうそんな力ちからは永えい久きゅうになくしてしまったからだ。幽ゆう霊れいたちが霧きりのなかにとけていくのか、それとも霧きりが幽ゆう霊れいたちを包つつみかくしてしまうのか。どちらかわからないけれど、とにかく幽ゆう霊れいもその声こえも、だんだんに消きえていって、やがて夜よ空ぞらは、スクルージが家いえに歩あるいて帰かえってきたときと同おなじ夜よ空ぞらにもどっていた。

　スクルージは窓まどをしめ、マーレイの幽ゆう霊れいが入はいってきたドアをたしかめる。じぶんの手てで二重じゅうにかけた鍵かぎはそのままだったし、かんぬきもささったままだった。ばかばかしい！　といおうとして、「ば──」で、口くちをとざした。

　さすがに疲つかれていた。一日にちの疲つかれが出でただけじゃない。のぞけるはずのない世せ界かいをのぞいてしまい、幽ゆう霊れいとあんなしんどい話はなしをしてしまった。それに時じ間かんももう遅おそかった。スクルージはまっすぐベッドにむかい、服ふくも着きがえないで、あっというまに眠ねむりに落おちてしまった。
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　　　　〈過か去このクリスマス〉の精せい霊れい







　スクルージが目めをさましたとき、あたりはまっくらで、ベッドから外そとをのぞいても、ガラス窓まどと壁かべの見み分わけがつかないほどだった。目めをこらして闇やみを見みすかそうとすると、近ちかくの教きょう会かいが十五分ふんごとに鳴ならす鐘かねが、ちょうど四回かい鳴なった。つぎは一時じ間かんにいっぺん鳴なる大おお鐘がねがきこえてきて、いまの時じ間かんがわかるはずだった。

　スクルージが耳みみをすましていると、大おお鐘がねは六つ、七つ、八つとつづき、十二回かい鳴ならしたところでようやくとまった。ということは……十二時じ!?　いったいどうしたことだろう！　寝しんについたときは午ご前ぜん二時じをすぎていた。まさか時じ間かんが逆ぎゃくもどりしたのか。いや教きょう会かいの時と計けいがまちがっているんだ。きっとつららでも入はいって、故こ障しょうしたにちがいない。

　あのトンチンカンな時と計けいに正ただしい時じ間かんを教おしえてやろうと、スクルージは、暗くらがりでも振しん動どうで時じ間かんがわかる時と計けいをふところから取とりだし、バネを押おした。小ちいさな振しん動どうが十二回かいつづいて、とまった。

「そんなばかな！　丸まる一日にち寝ねすごしてつぎの夜よるになっちまうなんて。太たい陽ようを速はやく動うごかすなんてできるはずがない。これはきっと昼ひるの十二時じだな」

　しかしそれはそれで大たい変へんだ。スクルージは転ころげるようにしてベッドから出でて、手てさぐりで窓まどべまで行いった。へや着ぎのそでで窓まどガラスにおりた霜しもをふきとったけれど、外そとのようすはほとんどわからない。わかるのは、まだ霧きりがふかく、ものすごくさむいということだけで、人ひと々びとがあわてふためいて通とおりを走はしりまわっているような物もの音おとはきこえない。闇やみが太たい陽ようをかき消けして、世せ界かいをじぶんのものにしてしまったのなら、外そとは大たい変へんなさわぎになっているはずだった。

　そうでないとわかってスクルージは心こころからほっとした。もし昼ひるがもう二に度どとやって来こないようなことになったら、一日にちの境さかい目めがなくなってしまって、「三みっ日か以い内ないにエビニーザー・スクルージにお金かねを支し払はらいます」と書かいた契けい約やく書しょなんかは、ぜんぶ無む効こうになってしまっただろう。

　スクルージはまたベッドにもどり、あれこれ考かんがえる。何なん度ど考かんがえても、まったくわけがわからない。もう考かんがえるのはよそうと思おもうと、かえって考かんがえてしまうのだから、いやになる。マーレイの幽ゆう霊れいが頭あたまにしつこくとりついていてはなれない。ああだこうだと長ながいこと考かんがえて、やっぱりこれはぜんぶ夢ゆめだ、はい、おしまい──と思おもっても、どこまでものばしていったバネが手てをはなしたとたん、いきなりもどってくるように、また一いちから考かんがえ直なおしになる。

「夢ゆめなのか？　現げん実じつなのか？」

　もやもやした状じょう態たいでスクルージは横よこになっている。十五分ふんごとに鳴なる鐘かねがさっき三回かい鳴なっていたから、今いまは十二時じ四十五分ふん……。

　とそこでふいに、マーレイがいったことを思おもいだした。

　──一時じの鐘かねが鳴なったら、精せい霊れいがやってくる。

　よし、こうなったらその時じ間かんがくるまで眠ねむらずに、ずっと目めをあけていようと決けっ心しんした。まあ、そうするしかなかったんだろう。だってこのときのスクルージには、眠ねむるなんて、天てん国ごくへ行いくのと同おなじぐらい、難むずかしかったんだから。

　ところがそれからの十五分ふんがとても長ながい。知しらないあいだにうとうとして、鐘かねの音おとをききのがしたのじゃないかと思おもえてくる。それでもようやく、待まちに待まった音おとがスクルージの耳みみにきこえてきた。


「キン・コン！」



「よしひとつめ、十五分ふん」スクルージは数かぞえていく。


「キン・コン！」



「ふたつめ、三十分ぷん」


「キン・コン！」



「みっつめ、四十五分ふん」


「キン・コン！」



「よっつめが鳴なった！　なにも起おきなかった！」

　スクルージは勝かちほこったようにいう。

　しかしそのすぐ後あと、大おお鐘がねがボーンと一回かい、暗くらい音ね色いろをうつろにひびかせたとたん、へやのなかに閃せん光こうが飛とびちった！　そしてつぎの瞬しゅん間かん、ベッドのまわりをぐるりとおおっているカーテンがさっとひらいた。足あしもとのカーテンでもなく、せなか側がわのカーテンでもない。いきなり手てが飛とびだしてきて、顔かおのまんまえのカーテンをあけはなったものだから、スクルージは横よこになったままとびあがった。すぐ目めのまえにこの世よのものとは思おもえない顔かおがある。カーテンをあけはなった人じん物ぶつはスクルージのひじにくっつきそうなほどせまっていた。

　な、なんだこれは？　子こどもみたいに小ちいさい顔かおなのに、目め鼻はな立だちは大人おとな。なにかふしぎなフィルムごしに見みているかのようで、すぐそばにいるかと思おもえば、目めのまえからすうっと遠とおざかっていく。子こどものように小ちいさな顔かおに見みえるのはそのせいかもしれなかった。髪かみの毛けは首くびをすぎて、せなかまでたれていて、老ろう人じんのように真まっ白しろだけれど、顔かおにはしわひとつなく、健けん康こうそうにつやつやしている。腕うでは長ながく、たくましく、指ゆびの先さきまでぱんとはっていて、なにかふしぎな力ちからがみちているようだった。むきだしになったすねと足あしもすらりと美うつくしい。

　着きているのはそでなしの白しろいチュニックで、腰こしにきらきらした光ひかる帯おびをまいていて、その輝かがやきがとても美うつくしい。片かた手てには冬ふゆらしく、緑みどりのヒイラギの枝えだを持もっているのに、衣い服ふくのへりは夏なつの花はなでかざっていて、これはまったく季き節せつはずれだった。
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　しかしそんなことよりもっとふしぎなのは、頭あたまのてっぺんから噴ふきだしているまぶしい光ひかりだった。その光ひかりがあるから、暗くらがりのなかでもこんなふうにはっきり見みえる。これはきっと暗くらいところでつかうもので、つかわないときは、いま脇わきにかかえているぼうしをかぶって消けすのかもしれない。

　スクルージのほうもだんだんに落おちつきをとりもどして、冷れい静せいな目めで相あい手てのすがたをじっくり見みられるようになった。すると、もっとふしぎなことがわかってきた。

　帯おびの光ひかる位い置ちが変かわる。あちらでぱっと光ひかったかと思おもうと、そちらでぱっと光ひかる。暗くらかった部ぶ分ぶんが明あかるくなり、明あかるかった部ぶ分ぶんが暗くらくなる。それを見みつづけていると、全ぜん体たいの姿すがたがあいまいになってくる。

　あれ、腕うでが一本ぽん、足あしが一本ぽんになった、と思おもっていると、つぎは足あしが二十本ぽんになる。いや足あしは二本ほんだと思おもったら、こんどは頭あたまがない。いや頭あたまはあると思おもえば、こんどは頭あたま以い外がいになにもない。光ひかりのかげんで見みえかくれしているだけなら、輪りん郭かくぐらいはぼんやり見みえてもよさそうなのに、真まっ暗くら闇やみのなかにとけてしまったかのように、そっくり消きえてしまう。そしてなによりもふしぎなのは、そんなにあやふやだったからだが、最さい後ごにはまたくっきりと、ゆるぎない姿すがたにもどったことだった。

「あなたが精せい霊れいさまでしょうか。わたしのところへいらっしゃることになっていた」

　スクルージはきいた。

「ああ、そうだよ」

　やさしい声こえで、そっという。その声こえがふしぎと小ちいさく、すぐそばにいるのに、声こえだけ遠とおくからきこえてくるような感かんじがする。

「いったいどういう方かたで」

　スクルージがきく。

「わたしは〈過か去このクリスマス〉の精せい霊れいだ」

「過か去こというと、遠とおいむかし？」

　目めのまえからすうっと遠とおざかっていくかのような、精せい霊れいのこぢんまりしたすがたを見みながら、スクルージはきいた。

「いいや、おまえの過か去こだ」

　なんだってそんなことを思おもったか、スクルージ自じ身しんもわからないのだけど、そのときどういうわけか、精せい霊れいにぼうしをかぶってほしくなった。それでお願ねがいをしてみたら──。

「なんと！　わたしの光ひかりをもう消けしたいというのかね。人にん間げんってやつは、どうしてこうなんだ。そんなものは見みたくないと、みなやっきになってぼうしをかぶせてくる。そのおかげで、おでこまですっぽりぼうしをかぶって、もう何なん年ねんもすごしてきたのだよ。このうえさらに、かぶれというのかね」

　いや、おこらせるつもりじゃなかったんです、とスクルージはあやまる。あなたのような方かたに、むりやりぼうしをかぶらせるなんて、そんな失しつ礼れいなことは一いち度どだってしたことはありません。うやうやしく、そういっておいてから、思おもいきってきいてみる。で、今日きょうはなんのご用ようでこちらにいらしたのですか。

「おまえのためを思おもってだよ」

　精せい霊れいがそういうので、それはまた、ありがたいことですとスクルージはお礼れいをいった。でも心こころのなかでは、寝ねているところを起おこさないでくれたほうが、よっぽどこっちのためになると、そんなことを思おもっていた。その考かんがえは、そのまま精せい霊れいに見みすかされていた。

「ならば、心こころを入いれかえさせに来きたといおう。わかったかな」

　そういいながら、たくましい腕うでをのばして、スクルージの腕うでをやさしくつかんだ。

「立たちなさい。わたしといっしょに歩あるくんだ」

　こんな時じ間かんに散さん歩ぽをするのは、いい考かんがえには思おもえませんと、スクルージはいいたかった。気き温おんはとっくに氷ひょう点てん下かで、ベッドに入はいっていたほうがあたたかいです、それに見みてください、このうす着ぎを──へや着ぎにスリッパをつっかけ、寝ねるときのぼうしをかぶっているだけ、それにこのところちょっと風邪かぜぎみで……と、スクルージがいくらいったところでだめだったろう。精せい霊れいは女おんなの人ひとのようにそっと腕うでをつかんでいるだけなのに、スクルージを思おもうままにあやつれるようだった。スクルージは立たちあがったけれど、窓まどの外そとに連つれていかれるとわかると、祈いのるような気き持もちで精せい霊れいの着きているものをつかんだ。

「わたしは人にん間げんです。落おちてしまいます」

「ならばここにわたしの手てを、そっとおいてみよう」

　精せい霊れいがいって、スクルージの胸むねに手てをおいた。

「これで落おちることはない」

　つぎの瞬しゅん間かんには、ふたりそろって壁かべをつきぬけ、広ひろ々びろとした田舎いなか道みちに立たっていた。







　　　　少しょう年ねん時じ代だいのスクルージ







　右みぎ手てにも左ひだり手てにも雪ゆきにおおわれた畑はたけが広ひろがっている。どうしたことか街まちはすっかりなくなって、闇やみと霧きりも消きえてしまった。さむい冬ふゆの日ひに変かわりはないけれど、空くう気きは街まちなかよりもすがすがしい。

「なんてことだ！」

　スクルージは胸むねのまえで両りょう手てをむすび、あたりをきょろきょろながめる。

「ここ、わたしが生うまれたところですよ。少しょう年ねん時じ代だいをすごしたんです」

　精せい霊れいはやさしいまなざしでスクルージを見みつめている。ほんの一いっ瞬しゅん、それも、かすかにふれられただけなのに、まだスクルージの胸むねには精せい霊れいのやさしい手ての感かん触しょくが残のこっている気きがした。空くう気きをかいだら、さまざまなにおいがいっぺんに鼻はなにとびこんできた。においのひとつひとつから、希き望ぼう、よろこび、悲かなしみといった、ずっとわすれていた遠とおい日ひの思おもい出でがよみがえってくる。

「くちびるがふるえているね」精せい霊れいがいう。「ほっぺたのそれは、なんだろう」

　スクルージは口くちごもった。いつになく声こえをつまらせて、これはふきでものです、といいわけし、早はやいところ目もく的てきの場ば所しょへ連つれていってくださいと精せい霊れいにたのむ。

「道みちはおまえがおぼえているだろう」

「わすれるものですか」スクルージは力ちからをこめていう。「目めかくしをしていたって歩あるけます」

「それはへんだな。もう長ながいあいだ、まったく思おもいださなかったのに。じゃあ、行いこうか」

　ふたりは道みちを歩あるいていく。門もん、ポスト、木き、どれもこれも、スクルージには見み覚おぼえがあった。やがて遠とおくに小ちいさな町まちが見みえてきた。そこにかかる橋はしも、教きょう会かいも、曲まがりくねった川かわもスクルージはぜんぶ知しっている。

　ぼさぼさの毛けのポニーが数すう頭とう、男おとこの子こを背せにのせてむこうからトコトコ駆かけてくる。そこへ田舎いなかの馬ば車しゃと荷に馬ば車しゃもやってきた。こちらにも男おとこの子こたちがのっていて、みんなウキウキした顔かおで呼よびかけあい、元げん気きのいい声こえをはりあげている。やがて広ひろい畑はたけいっぱいに陽よう気きな音おん楽がくがひびきわたり、きりりとした空くう気きまでが、それをきいて笑わらっているようだった。

「いま見みえているのは、過か去こにあったもののかげでしかない。だからむこうは、だれもこっちには気きづかないよ」

　精せい霊れいがスクルージに教おしえた。

　男おとこの子こたちをのせたポニーと馬ば車しゃの陽よう気きな一いち団だんがすぐ近ちかくまでやってきた。そばで見みたら、どれも知しっている顔かおで、スクルージには全ぜん員いんのなまえがわかった。みんなの顔かおを見みただけで、どうしてこんなにうれしいんだろう。すれちがいざまになみだがにじんで、心こころがおどるのはなぜだろう。

　交こう差さ点てんや小こ道みちの入いり口ぐちで、みんながみんな、クリスマスおめでとう、といいあってから、それぞれの家いえに帰かえる。そのやりとりを耳みみにしただけで、どうしてこんなに胸むねが熱あつくなるのか。クリスマスがめでたかったころが、このじぶんにもあったのか。どんなめでたいことがあったというのか。スクルージは考かんがえる。

「学がっ校こうは、からっぽになったわけじゃない」

　精せい霊れいがいう。

「みんなに置おいてきぼりにされた子こどもが、まだひとり残のこっているんだ」

　スクルージは知しっていた。だからなみだがこぼれた。

　ふたりは本ほん街かい道どうを出でて、スクルージがよくおぼえている路ろ地じへと入はいった。まもなく暗くらい赤あかレンガでできた大おおきな館やかたが見みえてきた。屋や根ねの上うえに、小ちいさな丸まる屋や根ねの塔とうがあり、そのなかに鐘かねがつりさがっていて、てっぺんに風かざ見み鶏どりがついている。

　とても大おおきな館やかただけれど、とうの昔むかしに落おちぶれてしまって、いくつもある広ひろいへやはほとんどつかわれていないようだった。壁かべは湿しめってコケが生はえているし、窓まどのガラスは割われたままだし、門もんはくさっていた。ニワトリがコッコと鳴ないて、馬うま小ご屋やのなかを胸むねをそっくりかえらせて歩あるいている。馬ば車しゃ置おき場ばと納な屋やは草くさぼうぼうだ。むかしのおもかげは、もうどこにも見みられない。

　うらさびしい玄げん関かんホールに入はいっていくと、その先さきにずらりとへやがならんでいる。ひらいているドアのすきまから、なかのようすがちらりと見みえたけれど、どこもめぼしい家か具ぐはぜんぶ取とりはらわれたようで、がらんとしたへやがよけいに広ひろく見みえる。空くう気きには土つちのにおいがまじり、むきだしの床ゆかや壁かべがいかにもさむざむしい。食たべるものなどないのに、ろうそくばかりがたくさんともっているテーブルのようだ。

　スクルージと精せい霊れいは、玄げん関かんホールをつっきって館やかたのつきあたりにあるへやにむかった。目めのまえでドアがひらき、奥おくへ細ほそ長ながくのびるへやが見みえた。がらんとしている上うえに、そっけないマツ材ざいのベンチと机つくえがずらりとならんでいるせいで、よけいわびしかった。ベンチのひとつに男おとこの子こがひとり、ぽつねんとすわり、いまにも消きえそうな火ひのそばで本ほんを読よんでいる。スクルージもベンチに腰こしをおろした。もうずっとわすれていたむかしのかわいそうなじぶんを見みて、なみだがこぼれてきた。

　館やかたのどこかで、だれかの声こえがこだましている。羽は目め板いたの裏うらをネズミがはいまわって鳴なき、さみしい裏うら庭にわのこおりかけた雨あまどいが、水みずをぽたぽたしたたらせている。あれは元げん気きをなくしたポプラが、葉はの落おちた枝えだを風かぜにそよがせている音おとだろうか。からっぽの倉そう庫このドアが半はんびらきになっているのか、ドアがあいたりしまったりする音おともして、暖だん炉ろでは火ひがパチパチはぜている。つぎからつぎへ、なつかしい音おとをきいているうちに、スクルージのかたくこおった心こころがみるみるとけていく。そうなると、もうなみだがとまらない。

　精せい霊れいはスクルージの腕うでにそっとふれ、夢む中ちゅうになって本ほんを読よんでいる幼おさない日ひのスクルージを指ゆびさした。するとふいに窓まどの外そとに、場ばちがいなかっこうをした男おとこがすっとあらわれた。現げん実じつの人にん間げんではないと、ひとめでわかる──腰こしのベルトに斧おのを差さし、薪まきを背せ負おったロバに手た綱づなをつけて引ひいている。
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「なんと、アリ・ババだ」スクルージが、うっとりした声こえをあげる。「わたしが大だい好すきだった、正しょう直じき者もののアリ・ババ。そうだよ、そうだよ。クリスマスだというのに、ここにひとり取とりのこされ、さみしい思おもいをしていたときに、まっさきにやってきてくれたんだ。かわいそうな少しょう年ねんのために。それからヴァレンタイン。その荒あらっぽい弟おとうとオルソンも。おっと、ふたりとも行いっちまった。それからあれはなんというなまえだったか。パンツ一枚まいでおいてかれて、ダマスカスの門もんで眠ねむりこけた男おとこ──うーん思おもいだせない。それにスルタンの家いえにむこに入はいった男おとこ。魔ま神じんに逆さかさまにされて、頭あたまで歩あるくようになった。ざまあみろってんだ。いい気き味みだよ。だいたいなんで、あんなやつがお姫ひめさまと結けっ婚こんできたんだ」

　物もの語がたりに出でてくる人じん物ぶつについて、ここまで熱ねっ中ちゅうして話はなすなんて、ふだんのスクルージからはとても考かんがえられないことだった。興こう奮ふんして目めをきらきらさせているいまの顔かおを街まちの仕し事ごと仲なか間まが見みたら、きっとおどろいたにちがいない。

「あっ、オウムだ！」スクルージが大おお声ごえをあげた。「黄き色いろいからだに、緑みどりの尾おばね。頭あたまのてっぺんにレタスみたいな羽はねを生はやしてる。あいつが飛とんできて、かわいそうなロビン・クルーソーってよぶんだ。ロビンソンが島しまをぐるっとまわって、また家いえに帰かえってきたときだ。かわいそうなロビン・クルーソー、どこに行いってたんだい、ロビン・クルーソーって。だけどロビンソンのほうじゃあ、夢ゆめを見みているんだと思おもってた。ところがそうじゃない。あのオウムなんだよ。ほら、フライデーが走はしってる。命いのちからがら小ちいさな入いり江えへ逃にげた。いいぞ、よくやった」

　それからがらにもなく、いきなりしゅんとなった。むかしのじぶんを見みて、「かわいそうに」とつぶやき、それからまた泣なきだした。

「そうだ──」

　スクルージはつぶやき、ポケットに片かた手てをつっこんで、まわりにきょろきょろ目めをやる。なみだはもう服ふくのそで口ぐちでふきとっていた。

「もう、遅おそいか」

「どうしたのかな」精せい霊れいがきく。

「いえ、べつに。なんでもないんです。ゆうべ、事じ務む所しょの戸と口ぐちでクリスマス・キャロルをうたっていた若わか者ものがいて。なにかやればよかったなと──そう思おもっただけで」

　精せい霊れいはなにか思おもうところがあるように、にっこり笑わらった。それから手てをさっとはらっていう。

「じゃあ、べつのクリスマスを見みにいこう」







　　　　スクルージの妹いもうと







　そういったが早はやいか、少しょう年ねんのスクルージがぐんと大おおきくなり、へやはさっきよりも少すこし暗くらく、うす汚よごれた感かんじになった。壁かべの羽は目め板いたがちぢみ、窓まどにひびが入はいり、天てん井じょうからしっくいがぱらぱらと落おちて屋や根ねの下した地じが見みえた。どうしてそんなことが起おきたのか、スクルージにはわからない。いやスクルージだけじゃなく、だれにもわからない。それでもスクルージは、これとまったく同おなじ光こう景けいが過か去こにあったのをおぼえていた。そのときもやっぱりひとりぼっちだった。ほかのみんなは楽たのしいクリスマスをすごすために家いえに帰かえってしまった。

　こんどのスクルージは本ほんは読よんでいなくて、ふさぎこんだ顔かおでへやのなかをいったりきたりしている。

　老ろうスクルージは精せい霊れいの顔かおを見みると、うなだれて首くびを横よこにふった。不ふ安あんな目めでドアのほうをちらっと見みる。

　ドアがひらいた。少しょう年ねんのスクルージよりずっと幼おさない女おんなの子こが矢やのようにとびこんできて、スクルージの首くびに抱だきついた。キスの雨あめをふらしながら、「おにいちゃん、おにいちゃん」といっている。
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「おむかえにきました」

　そういって小ちいさな両りょう手てを目めのまえでパンッと打うちあわせ、おかしそうに笑わらいだした。

「おうちに帰かえるのよ。お・う・ち！」

「どういうことだい、ファン」

「だから、おうちにかえるんだってば」うれしくてたまらないという顔かおでいう。「ずっとよ、ずーっと。パパったらね、もうぜんぜんこわくないの。おうちのなかは天てん国ごくみたい。おやすみなさいのまえにね、パパがすごくやさしかったから、あたし思おもいきって、もういっかいだけきいてみたんだ。おにいちゃんは家いえに帰かえってこないのって。そしたらパパ、そうだな、帰かえってきたほうがいいかもなっていって、じゃあ、おまえがむかえに行いってこいって、馬ば車しゃで送おくりだしてくれた。だからおにいちゃん、これからは、しっかりしなくちゃだめだからね！」

　小ちいさなファンは、目めをくりくりさせていう。

「もうこんなところに入いれられないように。だけどまずはクリスマスだよ。みんなでいっぱいいっぱい、お祝いわいしようね。世せ界かいでいちばん楽たのしいクリスマスにしようね」

「おどろいたな、ファン。ちっちゃいくせに、すごいや！」

　兄あににいわれて、ファンはうれしそうに手てをたたき、はじけるように笑わらった。そうしておにいちゃんの頭あたまをなでてやろうとするけれど、背せが届とどかない。それもおかしくってまた笑わらい、めいっぱい背せ伸のびをして、スクルージにわっと抱だきついた。それから、早はやく早はやくと、兄あにをドアのほうへひっぱっていく。スクルージもそれをぜんぜんいやがらず、うれしそうだ。

　そのとき、ろうかから、ガラガラ声ごえがひびいてきた。

「スクルージくんのトランクをこっちへ運はこんできなさい」

　校こう長ちょう先せん生せいじきじきにろうかへ出でてきた。これから家いえへ帰かえる生せい徒とを手て厚あつく送おくりだそうというのだろう。しかしその顔かおがあまりにコワイ。おまけに握あく手しゅまでされたものだから、スクルージはどぎまぎしてしまう。校こう長ちょう先せん生せいはスクルージとファンを最さい上じょう等とうの応おう接せつ間まに案あん内ないした。といっても、そんなへやがあったのかとおどろくような、思おもいっきり古ふるい井い戸どみたいな場ば所しょで、壁かべにずらりとはられた地ち図ずと窓まどべにならぶ天てん球きゅう儀ぎと地ち球きゅう儀ぎが、こごえたように白しろっぽくなっている。

　校こう長ちょう先せん生せいはビンに入はいった水みずみたいにうすいワインと、胃いにもたれそうなあまったるいケーキを用よう意いしていて、このごちそうをふたりにとりわけてくれた。ついでに、やせほそった使し用よう人にんをよんで、郵ゆう便びん屋やさんにも一杯ぱいおあげなさいといって、ワインをグラスにそそいで渡わたした。郵ゆう便びん屋やさんはお礼れいをいいながらも、ひょっとしてこれはまえの年としにいただいたのと同おなじものではないですか、だとしたら今こ年としはえんりょいたしますといってことわった。

　このときにはもう、スクルージのトランクは馬ば車しゃのいちばんいい場ば所しょにくくりつけられていた。兄あにと妹いもうとは大おおよろこびで校こう長ちょう先せん生せいにさよならをいい、馬ば車しゃに乗のりこんだ。馬ば車しゃはゆるやかな曲きょく線せんを描えがく庭にわの道みちをいかにも楽たのしげに走はしっていき、スピードをあげる車しゃ輪りんの勢いきおいに、すれちがう常じょう緑りょく樹じゅの濃こい緑みどりの葉はっぱが、白しろい霜しもや雪ゆきをしぶきのようにまきちらした。

「あの娘こはずっとちっちゃかった。そよ風かぜにあたってもしおれそうなほど、はかなかった」精せい霊れいがいう。「だが、心こころは大おおきかった」

「そうですとも」スクルージはなみだをこぼした。「ほんとうにそうでした。ちがうといったら、バチがあたります」

「死しぬまでやさしかった」精せい霊れいがいう。「たしか子こどもがいたと思おもったが」

「ええ、ひとり」

「そうだそうだ、きみの甥おいっ子こだ」

　スクルージはそわそわしてきたようで、短みじかくこたえた。

「はい」







　　　　スクルージの恩おん人じん







　さっきまで学がっ校こうにいたと思おもったら、いつのまにかスクルージと精せい霊れいは、街まちのさわがしい大おお通どおりに立たっていた。おおぜいの通つう行こう人にんが行いき来きし、荷に車ぐるまや馬ば車しゃが先さきを争あらそって目めのまえを通とおっていく。本ほん物ものの街まちの通とおりと少すこしも変かわらないようだけれど、もちろんこれは過か去このまぼろしだ。かざりたてた店みせ先さきを見みればわかるとおり、ここもまたクリスマスだった。夕ゆうぐれなので、通とおりぞいの店みせはどこもあかりをともしている。

　精せい霊れいが、ある大おおきな商しょう店てんのまえで足あしをとめ、この店みせを知しっているかとスクルージにきく。

「知しってますとも。わたしが見み習ならいに入はいった店みせなんですから」

　ふたりは店みせのなかに入はいっていった。ずいぶんと背せの高たかい机つくえをまえに年ねん配ぱいの紳しん士しがすわっている。あと五センチほど座ざ高こうが高たかかったら、おしゃれな毛け糸いとのかつらをかぶった頭あたまが、天てん井じょうにくっつきそうだ。スクルージは興こう奮ふんして声こえをはりあげた。

「なんと、フェジウィッグさんじゃないか。生いきてまた会あえるとは思おもわなかった」

　フェジウィッグはペンをおき、時と計けいを見みあげる。七時じぴったりだ。よしよしと両りょう手てをこすりあわせ、おなかのつきでたチョッキのまえをしっかりあわせると、うれしくてたまらないというように、グフフと笑わらう。見みてくれはもちろん、中なか身みにも、善ぜん意いがぎっしりつまった根ねっから人ひとのいい紳しん士しは、なんともいえない、つややかで、のびやかな声こえを陽よう気きにはりあげた。

「さあ、はじめるぞ！　エビニーザー！　ディック！」

　若わかい男おとこがきびきびとやってきた。もちろんこれが若わかき日ひのエビニーザー・スクルージ。そのあとから、いっしょに仕し事ごとをしている若わか者ものがついてくる。

「あっ、ディック・ウィルキンズです、まちがいありません」

　スクルージが精せい霊れいに教おしえる。

「おどろいた。本ほん物ものだ。ディックはいつもわたしにくっついていたっけ。それが、それが……かわいそうに」

「よし、そろったな」フェジウィッグがいう。「今こん夜やの仕し事ごとはこれにて終しゅう了りょう。クリスマス・イブだぞ、ディック。クリスマスのお祝いわいをはじめようじゃないか、エビニーザー。さあシャッターをぜんぶしめておしまい」そういって手てを勢いきおいよく打うちならしたとたん、めまぐるしく準じゅん備びがはじまった。

　ふたりの若わか者ものが、どうやってこの仕し事ごとを終おえたか、信しんじられないだろうがきいてほしい。一、二、三と数かぞえるあいだに、通とおりに走はしっていって外そとからシャッターをバッと引ひきおろし、四、五、六で、かんぬきをさしこんで留とめ金がねをはめていき、七、八、九と数かぞえるときにはもう店みせのなかへ走はしっていって、十二といわないうちにもどってきて、競きょう走そう馬ばのようにはあはあ息いきを切きらしている。

「よし、よくやった！」フェジウィッグはもうやる気きまんまんで、高たかい机つくえのまえからスキップで下したにおりた。「さあ、ぜんぶどかしてくれ。へやをがらがらにして広ひろくあけるんだ。そらそら、ディック、エビニーザー！」

　きれいさっぱりかたづけろ。かたづけちゃいけないものはなにひとつない。なんでもかんでもどけてしまえとばかりに、フェジウィッグはあちこちに目めを光ひからせる。

　一分ぷんでかたづいた。動うごかせるものはぜんぶまとめて場ば所しょを移い動どうし、もう永えい遠えんに人ひとの目めにはふれないところへやられてしまったかのようだ。床ゆかをきれいにはき、水みずを流ながし、ランプの火ひを調ちょう節せつし、暖だん炉ろに薪まきを山やまと積つみあげる。店みせはたちまち居いごこちのよい場ば所しょに変かわった。あたたかくて、さっぱりかわいていて、ダンスホールさながらにまぶしい。冬ふゆの夜よるを楽たのしむには、もってこいだ。

　バイオリン弾ひきがひとり、楽がく譜ふを手てに入はいってきた。高たか々だかとそびえる机つくえの上うえにあがり、そこを舞ぶ台たいに「ひとりオーケストラ」の準じゅん備びをする。調ちょう弦げんをはじめたのはいいけれど、これがひどい音おとで、胃いのいたい人ひとが五十人にんも集あつまって、ウーウーうめいているようだった。

　フェジウィッグ夫ふ人じんも入はいってきて、心こころの底そこからうれしそうに笑わらっている。フェジウィッグ家けの三姉し妹まいも、美うつくしい笑え顔がおを見みせて入はいってきた。姉し妹まいにあこがれながら、まったくふりむいてもらえない若わかい男おとこ五人にんもそのあとからやってくる。店みせで働はたらく若わかい男だん女じょもみんな入はいってきた。ハウスメイドは、いとこのパン屋やさんを連つれてきて、コック＊は弟おとうとの親しん友ゆうで牛ぎゅう乳にゅう配はい達たつをしている男おとこを連つれてきた。

　通とおりのむこうからやってきた男おとこの子こは、主しゅ人じんからろくに食たべさせてもらっていないといううわさのある子こだ。その子こはとなりの家いえからやってきた女おんなの子このかげにかくれようとしているが、その女おんなの子こというのも、じつは女おんな主しゅ人じんからよく耳みみをひっぱられて叱しかられているなんてことがあとでわかったりする。

　それからも、ぞくぞくと人ひとが入はいってきた。はずかしそうに入はいってくる人ひと、胸むねをはってどうどうと入はいってくる人ひと、おしとやかに入はいってくる人ひと、ぶざまに押おし合あいへし合あいして入はいってくる人ひと、みんないろいろだったけれど、とにかく全ぜん員いん、なかに収おさまった。

　二十組くみのカップルが手てに手てをとっておどる。へやをぐるっと半はん周しゅうすると、またむきをかえてぐるっともどってくる。何なん度ども何なん度どもそれをくりかえすのが、楽たのしくてたまらないようで、みんながみんな思おもい思おもいにおどっている。先せん頭とうにいる年ねん配ぱいのカップルはいつもおかしなところで曲まがってしまい、新あたらしく先せん頭とうになったカップルがまたやりなおすのだけれど、そのうちに先せん頭とうもうしろも、わけがわからなくなってくる。

　そうなるとフェジウィッグのだんなさんがぱんぱんと手てをたたき、ダンスはいっとき終しゅう了りょうだ。「みんなうまかったぞ」と大おおきな声こえでほめる。

　バイオリン弾ひきは待まち構かまえていたように、大だいジョッキの黒くろビールを、ほてった顔かおでがぶ飲のみする。けれどもこのバイオリン弾ひきは、休やすむなんてとんでもないと思おもっているらしく、もうだれもおどっていないのに、また机つくえの上うえにあがって、生うまれ変かわったように元げん気きに演えん奏そうをはじめる。まるでさっきのバイオリン弾ひきはへばってしまい、戸と板いたにのせられて家いえに帰かえされたので、あとはじぶんがもっとうまい演えん奏そうをして、死しぬまでがんばるぞという感かんじだった。

　そのあともまたダンスあり、罰ばつゲームありで、にぎやかこのうえない。あいまにケーキも出でてきて、ワインに砂さ糖とうやレモンをくわえたニーガス酒しゅも出でてくる。大おおきな肉にくのかたまりは、こんがり焼やいたり、さっぱりゆでたりしたあとで、冷ひやして大おお皿ざらにもられている。ひき肉にくにいろんなドライフルーツやお酒さけをまぜこんで焼やいたミンスパイはもちろん、ビールもたっぷり用よう意いしてあった。

　そしていよいよ今こん夜やのクライマックス。バイオリン弾ひきが、なかなか気きの利きいた男おとこで、むかしながらのダンス曲きょく、サー・ロジャー・ド・カヴァリーを弾ひきだしたのを合あい図ずに、この店みせの主しゅ人じんフェジウィッグと奥おくさんが登とう場じょうする。これがなかなか手てごわい曲きょくで、先せん頭とうをつとめるのはきんちょうする。フェジウィッグ夫ふ妻さいのあとにカップルが三組くみ、四組くみ、いや十二組くみもついていくのだけど、さすがにここに出でてくるのは上じょう級きゅうの人ひとばかりで、歩あるくなんてことは考かんがえず、折おり目め正ただしいステップを踏ふんでいく。

　けれどこの人ひとたちが、その二倍ばい、いや四倍ばいの数かずでついてきても、フェジウィッグのだんなさんがやっぱりピカ一いち。奥おくさんだってそうだ。ほんとうにこのふたり、息いきがぴったりあっている（もっとほめたいのだけれど、うまい言こと葉ばが見みつからない。知しっていたら教おしえてほしい）。まるでだんなさんのふくらはぎから明あかるい光ひかりがさしているみたいで、それがあとについておどるみんなを月つきの光ひかりのように導みちびくんだ。
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　どれだけ考かんがえても、このふたりがつぎにどんな動うごきに出でるか、ぜったいにわからない。もうかなり年ねん配ぱいの夫ふう婦ふなのに、ダンスのあいだずっと手てをとりあって、きびきび動うごいている。まえへ進すすんでは、うしろへさがり、頭あたまをひょいっとさげたかと思おもうと、つぎはひざをふかく曲まげておじぎをする。おたがいのからだをくるくるまわしたり、みんなが手てをむすんでつくったアーチの下したを次つぎ々つぎとくぐっていったりしながら、最さい後ごはぴたりと、もとの場ば所しょにもどっているのだから、たいしたものだった。とりわけすごいのは最さい後ごだ──だんなさんはぱっととびあがって宙ちゅうで両りょう足あしを交こう差ささせたあと、少すこしもぐらつかず、みごとに着ちゃく地ちした。まるで足あしでウィンクをしてみせるような、あざやかな最さい後ごだった。

　時と計けいが十一時じを知しらせると、家か族ぞくぐるみの舞ぶ踏とう会かいはおひらきになった。フェジウィッグ夫ふ妻さいはドアの両りょう側がわに立たち、帰かえる人ひとの手てをひとりひとりにぎって、クリスマスおめでとうといってから送おくりだす。全ぜん員いんが帰かえると、最さい後ごに残のこったふたりの見み習ならいの手ても同おなじようににぎり、おめでとうという。あんなににぎやかだったへやがしんと静しずまりかえると、見み習ならいふたりは倉そう庫こにしている、となりの店みせにむかった。そこのカウンターの下したがふたりの寝ね床どこだった。

　この光こう景けいを見みている老ろうスクルージのほうは、このあいだずっと、たましいをぬかれたような顔かおで立たっていた。まるで目めのまえにいる若わかいじぶんのなかにそっくり入はいってしまって、このクリスマスの夜よるをじかに体たい験けんしているようだった。なにもかもがなつかしく、どれもこれもがきのうのことのようで、ひとつひとつの瞬しゅん間かんを楽たのしみながら、胸むねにふしぎな興こう奮ふんがわきたっていた。

　かつてのじぶんとディックがこちらにせなかをむけたところで、スクルージはようやくわれにかえった。気きがつけば、精せい霊れいがこちらをじっと見みていた。頭あたまから噴ふきだす光ひかりが幻げん灯とうのようにくっきりしている。

「たいしたことをしてやったわけでもあるまいに」精せい霊れいがいう。「ああいうおばかさんたちは、感かん謝しゃの気き持もちでいっぱいになる」

「たいしたことではない、ですか」スクルージはいう。

　ほら、あのふたりの見み習ならいが、なんていっているかきいてごらんと、精せい霊れいはしぐさでしめす。きけばふたりは、フェジウィッグさんって、ほんとうにいい人ひとだ、なんてありがたいんだろうと、ありったけの言こと葉ばで感かん謝しゃしあっていた。精せい霊れいがつづけていう。

「おどろくだろう。あそこまでいうことはない。この世よの金かねなんてものを、ほんのちょっぴり出だしただけ──おそらく三ポンドか、四ポンドだろう。たったそれだけで、あそこまで感かん謝しゃされることはないだろう」

「そうじゃありません」スクルージが、かっとなっていった。精せい霊れいの言こと葉ばにカチンときたらしいけれど、その口くちぶりは、いまの老ろうスクルージではなく、若わかいときのスクルージのようだった。「そういうことじゃないんです。あの人ひとは、じぶんの下したで働はたらく人ひと々びとを、幸しあわせにも不ふ幸こうにもできる。仕し事ごとがつらくなるのも、楽たのしくなるのも、あの人ひとしだいなんです。やさしい言こと葉ばのひとつでもかけてくれて、にこにこ笑わらってくれていたら、下したの者ものたちはほんとうに気き持もちよく働はたらける。そういったことは、とても小ちいさなことに思おもえるかもしれないし、お金かねにも換かん算さんできない。でもそれは、ひと財ざい産さんを投なげだすぐらい、価か値ちのあることなんですから」

　じぶんを見みる精せい霊れいの目めがきらっと光ひかったのを見みて、スクルージは口くちをとざした。

「どうしたのかね？」

「いえ、べつにたいしたことじゃありません」

「たいしたことだと思おもうがね」

「いえ、ちがうんです。ただうちの事じ務む員いんにいま、ひとことか、ふたこと、言こと葉ばをかけてやれたらと、そう思おもっただけです」

　若わかいスクルージがランプの火ひを消けして、お祈いのりの言こと葉ばをつぶやいたつぎの瞬しゅん間かん、老ろうスクルージと精せい霊れいはふたたび吹ふきさらしの屋おく外がいにならんで立たっていた。

「わたしの時じ間かんはもうのこり少すくない。急いそがねば」

　精せい霊れいがだれにともなくそういった瞬しゅん間かん、スクルージの目めのまえに、またべつのじぶんがあらわれた。






＊コック…キッチンで働はたらくスタッフのリーダー。ほとんどが女じょ性せい。











　　　　スクルージの恋こい







　もうりっぱな一いち人にん前まえで、男おとこざかりといっていい年としになっている。顔かおつきはいまのように険けわしくはなく、ふかいしわもない。それでも目めは、なんだか物もの欲ほしげで、ぎらぎらと落おちつかない。早はやくもスクルージのなかに強ごう欲よくの樹きが根ねづいているんだろう。やがてそれがすくすく成せい長ちょうして葉はを茂しげらせ、本ほん人にんを一いっ生しょう悩なやますかげを落おとすことになる。

　となりに、若わかくてきれいな娘むすめが喪も服ふくを着きてすわっている。目めにうかんだなみだが、精せい霊れいの放はなつ光ひかりを反はん射しゃしてきらきら光ひかる。

「どうでもいいことね」娘むすめがそっという。

「あなたにとっては、まったく。わたしなんかより、もっと夢む中ちゅうになれるものを見みつけたんですもの。もうわたしが励はげましたり、なぐさめたりしなくてもだいじょうぶなんだって、そう考かんがえれば、べつに悲かなしむようなことじゃない」

「きみより夢む中ちゅうになれるもの？」スクルージがようやく口くちをひらいた。

「金きん色いろのもの」

「金かねのなにがいけない。これがあるから、世よのなかが公こう平へいにまわっていくんじゃないか。びんぼうほどつらいものはないんだ。金かねを追おいかけちゃいけないなんて、責せめられるいわれはないよ」

「あなたは、生いきることにおくびょうすぎるのね」娘むすめがやさしくいう。「いつ大たい変へんな目めに遭あうかわからない、だからそのときのためにお金かねだけはたくさん貯ためておこうって。お金かねさえあれば、ほかにはなにも望のぞまない人ひとになってしまった。むかしはもっと気け高だかい野や心しんがいくらでもあった。でもそれがひとつひとつしぼんで、しまいにはお金かねのことしか考かんがえなくなった。そうじゃないかしら」

「だから、どうだっていうんだ。むかしより世よのなかがよく見みえてきただけで、きみへの気き持もちはなにも変かわっていない」

　女おんなは首くびを横よこにふる。
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「変かわってないよ」

「ふたりが結けっ婚こんの約やく束そくをしたのは、ずっとむかしでしょ。まだどちらもまずしくて、でもそれでいいと思おもっていた。一いっ生しょう懸けん命めい働はたらいていれば、いつかきっと生せい活かつも楽らくになる、そのときまではこれでいいんだって。それからあなたは変かわった。お金かねができたとたん、別べつ人じんになってしまった」

「むかしは子こどもだったというだけだ」スクルージはいらいらしていう。

「変かわったって、じぶんでもはっきりわかってるじゃない。わたしは変かわらないわ。結けっ婚こんの約やく束そくは、まだふたりの気き持もちがひとつだったときにかわした。あなたの気き持もちが変かわってしまったいまは、そんな約やく束そくも悲かなしいだけ。そんなことはないって考かんがえたこともあったけど、もういいの。考かんがえに考かんがえてきめた、そういえば十じゅう分ぶんでしょう。別わかれてあげる」

「別わかれてほしいなんて、だれがいった？」

「いってないわ。ええ、言こと葉ばでは一いち度ども」

「言こと葉ばじゃなかったら、なに？」

「態たい度どで。言こと葉ばにしなくても、あなたの態たい度どを見みればわかる。わたしなんかより、もっと大だい事じなものがあるのが、いまのあなたの生いき方かたを見みているだけでわかるの。もしわたしたちのあいだに、結けっ婚こんの約やく束そくがなかったら──」やさしい、けれどしっかりしたまなざしでスクルージの顔かおを見みる。「いまでもあなたは、わたしに結けっ婚こんを申もうしこむかしら。そんなことはしないでしょう」

　すっかり見みぬかれていた。それでもスクルージは、あっさりそのとおりだとはいえない。「きみはそんなふうに考かんがえていたのか」

「そんなふうに考かんがえずにいられたら、どれだけよかったか。でもね、わかってるの。一いち度どお金かねの魔ま力りょくにとりつかれたら、もうあらがえない。これまでそういう人ひとをたくさん見みてきたもの。婚こん約やくをしていなかったら、あなたは持じ参さん金きんのない娘むすめとなんか結けっ婚こんしない。一いっ瞬しゅんの気きの迷まよいで結けっ婚こんしたとしても、きっとあとでくやむのが目めに見みえている。だから、婚こん約やくはなかったことにしてあげる。わたしが愛あいしていたのは、いまのあなたじゃなく、むかしのあなただから」

　スクルージがなにかいおうとすると、娘むすめはくるっとせなかをむけて、また先さきをつづけた。

「あなただって、最さい初しょはきっとつらい。ふたりでずっといっしょにすごしてきたんですもの、せめてそう思おもいたいわ。でも、それってほんのわずかのあいだよ。すぐにあなたはむかしのことなんかわすれる。そんな思おもい出でを大だい事じにかかえていたって、なんの得とくにもならないからって、あっさり捨すててしまう。そして、くだらない夢ゆめから早はやく目めがさめてよかったと思おもう。だから、ごじぶんの選えらんだ人じん生せいを、どうぞ幸しあわせに歩あゆんでいってちょうだい」

　それだけいうと娘むすめは去さり、これがふたりの別わかれになった。

「精せい霊れいさま」スクルージはいった。「もうこれ以い上じょうはたくさんです。家いえに帰かえしてください。わたしをいじめて、なにが楽たのしいんですか」

「あともうひとつ」精せい霊れいがいう。

「もうけっこう」スクルージが声こえをはりあげる。「もうこれ以い上じょうは見みたくない。お願ねがいです」

　けれども精せい霊れいはスクルージの両りょう腕うでをおさえつけて、むりやりつぎの場ば面めんを見みせた。

　ふたりはまたべつの場ば所しょにいた──こんどはへやのなかだ。それほど広ひろくもないし、きちんとかたづいてもいない。それでもとても居いごこちがよさそうだった。季き節せつは冬ふゆで、火ひをたいた暖だん炉ろのそばに、若わかく美うつくしい女おんながすわっている。さっき出でてきた娘むすめとそっくりなので、また出でてきたかとスクルージは思おもったが、そうじゃなかった。むかいにすわっている、落おちついた年ねん配ぱいの女じょ性せいのほうがさっきの人ひとで、若わかいほうはその娘むすめだった。

　それにしてもなんとさわがしいへやだろう。ものすごい数かずの子こどもでわきかえっている。面めん食くらっているスクルージには、何なん人にんいるのか数かぞえようもない。詩しに出でてくる「四十頭とういても一頭とうのようにまとまって、しずかに草くさを食はむ牛うしの群むれ」というのとは正せい反はん対たいで、ひとりが四十人にんぶんさわいでいて、もうやかましいといったらない。

　それでもそこにいるだれひとり、うるさいとは思おもっていないようで、母はは親おやも娘むすめも、心こころの底そこからうれしそうに笑わらい、ゆかいでたまらないようだった。やがて娘むすめは、たばになってかかってきたいたずらっ子こたちに、悪わるさのかぎりをつくされる。きれいに編あんでいる髪かみをほどいて、ぐしゃぐしゃにされ、おしゃれな靴くつを乱らん暴ぼうにぬがされたりするものだから、とても見みちゃいられない。ふざけてウエストの寸すん法ぽうをはかろうと腰こしに腕うでをまわすやつまでいる。そんなことをしたらバチが当あたって一いっ生しょう腕うでが曲まがったままになりそうで、ぼくにはとてもまねはできない。

　でもできるなら、あの子こたちにまじって、くちびるにちょっとさわってみたいし、なにか質しつ問もんをしてみて、口くちがひらくのも見みたい。顔かおを赤あからめさせることなく、まつげごしに、ふし目めがちの目めをそっと見みおろしてみたいとも思おもう。あのウェーブのかかった髪かみを数すうセンチでも切きりとっていいなら、金きん庫こに入いれて大だい事じにしまっておく。いい大人おとながなにをいうと笑わらわれそうだけど、そのぐらいすてきな子こなんだ。

　と、そこへドアをノックする音おとがひびきわたり、とたんにみんなのようすが一いっ変ぺんした。大おお笑わらいしていた子こどもたちも、ワンピースをもみくちゃにされた娘むすめも、ドアのほうへすっとんでいき、みんなひとかたまりになって父ちち親おやをむかえた。父ちち親おやのとなりには、クリスマスのおもちゃやプレゼントを山やまほどかかえた男おとこが立たっている。

　わーっと歓かん声せいがあがり、みんながわれ先さきに男おとこへ突とっ進しんしていく。はしごのかわりにいすにのぼって男おとこにとびつき、ポケットのなかに次つぎ々つぎと手てをつっこみ、小こ包づつみをうばって茶ちゃ色いろい包ほう装そう紙しをびりびりやぶく。ネクタイをひっぱる子こもいれば、首くびにかじりつく子こもいて、子こどもたちはもう、うれしくってうれしくってたまらない。そんな子こどもたちに、せなかをたたかれ、足あしにケリを入いれられても、両りょう手てのふさがっている男おとこはされるままになっている。

　プレゼントがあけられて、中なか身みがわかるたびにびっくりする声こえや、大おおよろこびする声こえがあがる。そのうち、赤あかんぼうが人にん形ぎょう遊あそびのフライパンを口くちに入いれているのがわかり、ひょっとすると木きの皿さらにのりでくっつけてあった、つくりものの七しち面めん鳥ちょうも飲のみこんでしまったかもしれないと、大おおさわぎになった。そうじゃなかったとわかると、みんなは大おおきく胸むねをなでおろした。

　とにかくだれもがうれしくて、ありがたくて、うっとりしている。このひとときのすばらしさは言こと葉ばではいいつくせない。やがて満まん足ぞくしきった子こどもたちは、うれしい気き持もちをかかえたまま客きゃく間まを出でて、階かい段だんを一段だんずつあがって、家いえの最さい上じょう階かいに行いく。みんながベッドに入はいってしまうと、あたりはしんと静しずまった。

　気きがつくと老ろうスクルージは、これまで以い上じょうに真しん剣けんな目めで、ある場ば面めんを食くい入いるように見みていた。視し線せんの先さきには、暖だん炉ろのまえに腰こしをおろす、この家いえの主しゅ人じんがいる。父ちち親おやの肩かたに娘むすめがよりかかり、妻つまが夫おっとによりそうようにすわっている。将しょう来らいが楽たのしみな、ああいう美うつくしい娘むすめに、パパとよばれるのはどんな気き持もちだろうとスクルージは思おもう。わびしい冬ふゆのようだったじぶんの人じん生せいも、きっと春はるのように輝かがやいただろうに。そう思おもうにつけ、目めのまえがなみだでぼやけてきた。

「なあ、ベル」夫おっとがにこやかにふりかえって妻つまにいう。「今日きょうの午ご後ご、きみのむかしの友ともだちに会あったよ」

「だれ？」

「あててごらん」

「わかるわけないでしょ！」そういったそばから、妻つまも同おなじようにコロコロ笑わらう。「わかった、スクルージさんね」

「ああ、あのスクルージさんだよ。会かい計けい事じ務む所しょのまえを通とおりかかったんだ。窓まどがしまっていなかったんで、ついなかに目めがいってしまってね。そうしたら、ろうそく一本ぽんのあかりのなかに、あの人ひとがいるのがぼんやり見みえた。人ひとからきいたんだが、共きょう同どう経けい営えい者しゃが明日あすをも知しれぬ命いのちだそうだよ。だからひとりですわっていたんだね。スクルージさん、世せ界かいでたったひとりのような顔かおをしていた」

「精せい霊れいさま」スクルージは声こえをつまらせていう。「いつまでわたしをいじめれば気きがすむんですか」

「いったはずだよ。ここにあるのは、かつて起おきたことのかげだって」精せい霊れいがいう。「じっさいにあったことなんだから、わたしを責せめないでおくれ」

「もういい！　連つれてかえってくれ！」

　スクルージは精せい霊れいをふりかえった。精せい霊れいの顔かおには、これまで見みたいろんな顔かおがまじりあい、やいのやいのと押おし合あいへし合あいしていた。

「へやにもどして、これ以い上じょうつきまとわないでくれ」

　スクルージがなにをいおうと精せい霊れいはへいきな顔かお。よく見みれば精せい霊れいの頭あたまから噴ふきだす光ひかりが、まぶしいばかりにこうこうと輝かがやいている。きっとこの光ひかりがいけないんだとスクルージは思おもい、つぎの瞬しゅん間かん、精せい霊れいからさっとぼうしをうばって相あい手ての頭あたまにかぶせ、力ちからまかせにおさえつけた。

　精せい霊れいはたおれて、ぼうしのなかにすっぽり入はいってしまった。ところが、スクルージが力ちからいっぱいおさえつけているというのに、光ひかりだけはおかまいなしに、ぼうしの下したからこんこんとあふれでて地じ面めんの上うえに広ひろがっていく。

　スクルージは急きゅうに疲つかれをおぼえ、たまらない眠ねむ気けに襲おそわれた。はっと思おもってよく見みれば、そこはじぶんの寝しん室しつ。まだ手ての下したにあったぼうしを、これで完かん全ぜんにおさらばだとばかりに、ひねりつぶそうとするものの、その手てにも力ちからが入はいらない。ベッドにたおれこむが早はやいか、スクルージはふかい眠ねむりに落おちていった。
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　　　　〈現げん在ざいのクリスマス〉の精せい霊れい







　とどろくような大おおいびきをかいていたスクルージがとつぜん目めをさまし、ベッドの上うえでからだを起おこした。もうすぐ一時じの鐘かねが鳴なるよと、だれかに教おしえられたわけでもないのに、マーレイの予よ告こくした、ふたりめの精せい霊れいをむかえるのに、ちょうどいい時じ間かんだった。

　さてこんどの精せい霊れいは、どこのカーテンをあけて顔かおを出だすのだろう。そんなことを考かんがえたら、急きゅうに気き味みが悪わるくなって、からだがぞくぞくしてきた。

　だったらこうしてやれと、じぶんの手てでベッドまわりのカーテンをぜんぶあけはなった。それからまたベッドの上うえに横よこになり、さあ、どこからでもやってくるがいいと、全ぜん方ほう向こうに目めを光ひからせる。こんどはもう、ふいをつかれてとりみだしたりせず、どうどうと精せい霊れいとむきあいたいと思おもうのだけれど、やっぱり緊きん張ちょうして、心しん臓ぞうはバクバクしている。

　酒さか場ばにたむろするような度ど胸きょう自じ慢まんの男おとこは、コイン投なげ遊あそびから人ひと殺ごろしまで、なんでもおれにまかせてくれ、なんていってるけど、例れいにあげたふたつのあいだには幅はばがありすぎる。

　スクルージはそこまでじゃないけれど、やっぱりにたようなことを思おもっていた。こんどの精せい霊れいがどんな姿すがたで現あらわれようと、赤あかんぼうからサイまで、なんでもおれにまかせてくれってね。

　だけど、なんにも出でてこないとなると、また話はなしがちがってくる。一時じの鐘かねが鳴なってもなにもあらわれないと、いきなりガタガタふるえてきた。五分ふん、十分ぷん、十五分ふんとすぎても、やっぱりなにも出でてこない。そのあいだ変かわったことはというと、横よこになっているスクルージを赤あかみがかった光ひかりがぼうっと照てらしているだけ。一時じの鐘かねが鳴なってからずっとだ。そうなると、一ダースの精せい霊れいがいっぺんに出でてくるよりも、その光ひかりのほうがおそろしくなってくる。だって正しょう体たいがわからないんだから。ひょっとして、いまにベッドもろとも、ボッと燃もえあがるんじゃないかなんて、おそろしい考かんがえが次つぎ々つぎとうかんでくる。

　それからしばらくして、やっとまともな考かんがえがうかんできた。もっと早はやくにそう考かんがえてもいいのにって、見みているぼくらは思おもうけど、その場ばにいる本ほん人にんにはわからないんだね。スクルージはここではじめて、この光ひかりはもしかしたら、となりのへやからもれてきているんじゃないかと考かんがえた。目めでたどっていくと、やっぱりそうとしか思おもえない。それで、ゆっくり立たちあがり、スリッパをはいて、そっちのドアにとぼとぼとむかったんだ。

　手てがドアの鍵かぎにかかったとたん、スクルージのなまえがよばれた。なかに入はいるようにいわれ、そのとおりにする。

　入はいったとたんおどろいた。じぶんのへやであるのはまちがいないのに、そこはもう以い前ぜんとはがらりと変かわっていた。四し方ほうの壁かべも、天てん井じょうも、青あお々あおとした緑みどりの葉はにびっしりおおわれていて、まるで森もりのなかにいるみたいだった。ところどころから、ぬれたように輝かがやく赤あかい実みがのぞいていて、ヒイラギや、ヤドリギや、ツタのみずみずしい葉はっぱの一枚まい一枚まいが、小ちいさな鏡かがみを無む数すうにばらまいたみたいに、光ひかりを反はん射しゃしてきらきら輝かがやいている。

　暖だん炉ろには、火ひが盛せい大だいに燃もえていて、煙えん突とつをごうごうといわせていた。スクルージのくらしている現げん在ざいも、マーレイがくらしていた時じ代だいも、いやもっとずっとむかしにさかのぼっても、このさみしい暖だん炉ろで、これだけ豪ごう勢せいに火ひがたかれたことは一いち度どもなかった。

　床ゆかの上うえには、王おう様さまのすわるきらびやかな玉ぎょく座ざのように、豪ごう華かな料りょう理りが山やまのように積つまれている。七しち面めん鳥ちょう、ガチョウ、野や鳥ちょう、ニワトリ、ハム、大おおきな骨ほねつき肉にく、子こ豚ぶたの丸まる焼やき、つながったままの長ながいソーセージを輪わにしたもの、ミンスパイ、干ほしブドウを入いれて蒸むしたクリスマス・プディング、桶おけに山やま盛もりにした牡か蛎き、あつあつの焼やきグリ、さくらんぼ色いろのほっぺを光ひからせるリンゴ、みずみずしいオレンジ、見みるからにおいしそうな洋ようナシ、どこかにひとつ金きん貨かが入はいっている巨きょ大だいな十じゅう二に夜やケーキ。あつあつのワインをくだものの上うえからそそいでつくるパンチは、もうもうと湯ゆ気げをあげていて、そのせいでへやのなかがぼんやりかすんでいる。

　それらをまえにしてすわっているのが、にこにこ顔がおの大おお男おとこ。ひときわまぶしく輝かがやいているのは、明あかるい火ひのついたたいまつを手てにしているからだった。豊ほう穣じょうの女め神がみが豊ゆたかさをふりまいたといわれる角つのそっくりのたいまつで、巨きょ人じんはいまそれを高たか々だかとかかげて、ドアのかげからのぞくスクルージの顔かおに光ひかりの雨あめをふらせた。

「入はいっておいで」精せい霊れいが大おおきな声こえでいう。「なかよくしようじゃないか」

　スクルージはおずおずと入はいっていき、精せい霊れいのまえでうなだれた。以い前ぜんのスクルージみたいに、顔かおなんか見みたくないと意い地じをはっているんじゃない。精せい霊れいの目めは明あかるくすんでいて、やさしそうなのに、スクルージはどうしても目めを合あわせられなかった。

「わたしは〈現げん在ざいのクリスマス〉の精せい霊れいだよ。ほら、顔かおをあげてごらん」

　スクルージはうやうやしく顔かおをあげた。精せい霊れいは緑みどり色いろのすっきりしたローブを着きている。白しろい毛け皮がわがへりをとりまいているだけの、まるでケープみたいにあっさりしたもので、まえをはだけてゆったり着きているので、広ひろい胸むねがむきだしになっている。かくしたり、ごてごてかざったりするのはきらいなようで、ローブのゆるやかなひだのあいだからのぞく足あしも裸足はだしだった。頭あたまにはヒイラギを編あんだかんむりをつけていて、ところどころにつららが光ひかっている。

　長ながいチョコレート色いろの巻まき毛げをたっぷりたらし、愛あい想そのいい笑えみをあふれるばかりにうかべて、目めに豊ゆたかな光ひかりをたたえている。ひらいてみせた手ても、陽よう気きな声こえも、なにもかもがのびのびしていた。胴どうに古ふるい鞘さやをさげているけれど、剣けんは入はいっていない。その鞘さやもずいぶんむかしのものらしく、さびだらけだった。
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「ひょっとして、わたしのような精せい霊れいに会あうのははじめてかな？」

「ええ、はじめてです」

「うちの若わか手て──といってもわたしが末すえっ子こだから、みんなわたしより年とし上うえなのだが──と、出で歩あるいたことはないのかな」

「ええ、残ざん念ねんながら。精せい霊れいさまにはご兄きょう弟だいがたくさんいらっしゃるのですか？」

「少すくなくとも千八百人にんはいるな」

「そんなにおおぜいの家か族ぞくを食たべさせていくのは大たい変へんだ」スクルージはそっとつぶやいた。

〈現げん在ざいのクリスマス〉の精せい霊れいは立たちあがった。

「精せい霊れいさま」スクルージはすなおにじぶんの気き持もちをいう。「わたしにお供ともをさせてください。ゆうべはむりやり連つれていかれましたが、それでも大だい事じなことを学まなびました。今こん夜やもどうか、ためになることを教おしえてください」

「わたしのローブに手てを」

　スクルージはいわれたとおり、精せい霊れいのローブをしっかりつかんだ。

　すると、ヒイラギ、ヤドリギ、赤あかい実み、ツタ、七しち面めん鳥ちょう、ガチョウ、野や鳥ちょう、ニワトリ、ハム、肉にく、ソーセージ、牡か蛎き、パイ、プディング、くだもの、パンチが一いっ瞬しゅんのうちに消きえた。へやも、暖だん炉ろの火ひも、赤あかみがかった光ひかりも、夜よるじたいが丸まるごと消きえて、ふたりはクリスマスの朝あさをむかえた一本ぽんの通とおりに立たっていた。きびしいさむさのなか、人ひと々びとは雪ゆきかきをしていて、荒あらっぽいけれど耳みみに心ここ地ちよい歌うたを陽よう気きに口くちずさみながら、家いえのまえの通とおりや屋や根ねの上うえから雪ゆきをどかしている。屋や根ねの上うえから雪ゆきがドスンと落おちてくるのが、子こどもたちにはたまらなくおもしろいらしく、小ちいさな雪ゆき嵐あらしさながらに、その下したをくぐりぬけて大おおはしゃぎだった。

　もともときれいとはいえない家いえの正しょう面めんや窓まどが、屋や根ねの上うえになめらかに積つもった白しろい雪ゆきのせいで、ますます黒くろずんで見みえる。通とおりに積つもった雪ゆきは車しゃ輪りんにほりかえされて汚よごれ、畑はたけのうねのようになっている。大おお通どおりが枝えだ分わかれする分ぶん岐き点てんでは、重おもたい荷にを積つんだ荷に車ぐるまや荷に馬ば車しゃが、積つもった雪ゆきの上うえにふかい溝みぞを幾いく重えにもきざんでいて、こおりそうにつめたい水みずが、複ふく雑ざつな溝みぞのなかで行いき場ばをうしなって、黄き色いろいどろにまみれていた。

　空そらはどこまでもどんよりしている。とりわけ袋ふくろ小こう路じには、すすけた霧きりがたちこめて、半はん分ぶんこおったように、わだかまっている。霧きりがすすけているのは、文も字じ通どおり、すすの粒りゅう子しがぎっしりまじっているからで、イギリスじゅうの煙えん突とつという煙えん突とつがしめしあわせてどっと火ひを噴ふき、胸むねにたまったすすをいっせいに吐はきだしたのかもしれなかった。

　そんなふうに、天てん気きも、街まちなみも、どんより暗くらいばかりなのに、そこらじゅうにウキウキ気き分ぶんが広ひろがっているのはどうしてだろう。夏なつのすみきった空くう気きでも、まばゆいばかりの日ひざしでも、このあたりに、ここまで晴はれやかな気き分ぶんを広ひろめることはできないだろう。

　屋や根ねの上うえでシャベルをつかって雪ゆきおろしをしている人ひとたちはみなほがらかで、うれしくてたまらないという顔かおだ。屋や根ねのへりから声こえをかけあい、ふざけて雪ゆき玉だまを投なげつけたりしている。ひやかしの言こと葉ばより、雪ゆき玉だまを投なげあうほうがよっぽど気き分ぶんがせいせいするようで、当あたれば大おお笑わらいするし、はずれても笑わらう。

　鳥とり肉にく屋やさんはまだ半はん分ぶん店みせをあけていて、くだもの屋やさんは店みせ全ぜん体たいが明あかるく輝かがやいている。大おおきな丸まるいかごに、ぎっしり山やま積づみになったクリは、ひとつひとつよく見みると、おなかのでっぷりした陽よう気きな老ろう紳しん士しがチョッキを着きているみたいだ。店みせ先さきでくつろいでいるように見みえたのに、あまりのぎゅうぎゅうづめに頭あたまがのぼせてしまい、いきなり通とおりへ転ころがり出でていくものもある。

　たなに収おさまった、胴どうまわりの大おおきな茶ちゃ色いろのスペインタマネギは、スペインの修しゅう道どう士しのように太ふとるだけ太ふとって、赤あから顔がおをてらてら輝かがやかせながら、通とおりをいく娘むすめたちに色いろ目めをつかっている。上うえからたれさがるヤドリギに、ときどきとりすました目めをむけるのは、だって今日きょうはクリスマス、ヤドリギの下したで会あった男だん女じょはキスをするものだと、そういいたいらしい。

　ナシやリンゴはみごとなピラミッドのように高たか々だかと積つみあげられ、気き前まえのいい店てん主しゅが目めだつ場ば所しょにずらりとつりさげたブドウを見みて、通とおりかかる人ひとたちの口くちには自し然ぜんにつばがわいてくる。こっくり茶ちゃ色いろい肌はだを見みせるヘーゼルナッツはからにコケがついていて、その香かおりをかいだだけで、子こどものころに森もりのなかを散さん策さくした記き憶おくがよみがえってきて、枯かれ葉はのなかに足あし首くびまで埋うまって、さくさく歩あるいた日ひを思おもいだす。

　オレンジやレモンのあざやかな黄き色いろのなかにあって、ひときわ目めだっているのが、ずんぐりして黒くろっぽいノーフォーク産さんのリンゴ。その実みのなかにぎっしりつまった果か汁じゅうがいまにも外そとにしみだしてきそうで、さあいますぐ紙かみ袋ぶくろに入いれて持もってかえってくれ、ディナーのデザートに最さい高こうだよといっている。

　そういった選えらびぬかれたくだものといっしょに、赤あかや白しろの金きん魚ぎょまでが鉢はちに入いれられて店みせ先さきに出だされていた。ふだんは、とりたてておもしろくもなさそうに、たんたんと泳およいでいる彼かれらも、いつもとちがうまわりのようすに、なんとなく心こころひかれているようだ。口くちをパクパクやりながら、せまい世せ界かいをぐるぐる泳およぎまわり、さてなにがはじまるんだろうとワクワクしている。

　おっと、食しょく料りょう品ひん店てんをわすれちゃいけない。もうしまりかけていて、二枚まいほど雨あま戸どがおりているけれど、すきまからなかのようすはのぞけるんだ。カウンターの上うえで、がっちゃん、がっちゃんと、はかりが陽よう気きな音おとをたてているかと思おもえば、丸まるわくがガラガラと勢いきおいよくまわって包ほう装そう用ようのひもがするするほどけていく。ふたつきのいろんな缶かんが、たなとカウンターの上うえをめまぐるしく行いき来きして、なかに入はいった食しょく品ひんがせわしく音おとをたてている。

　紅こう茶ちゃとコーヒーのまじりあった、なんともいえない、いい香かおり。レーズンがあんな高たかい山やまに積つまれているのなんて、こういうときにしか見みられない。アーモンド・パウダーは雪ゆきのように真まっ白しろだし、シナモン・スティックは長ながくてまっすぐだし、ほかにもたくさんの香こう辛しん料りょうがおいしそうな香かおりをふりまいている。砂さ糖とう煮にのくだものは、とかした砂さ糖とうをたっぷりかけてあって、ひえてかたまったシロップがびっしりこびりついている。どんなに無む関かん心しんなお客きゃくさんも、これには目めが釘くぎづけになって、あまりに甘あまそうなんで胸むね焼やけをおぼえるかもしれない。

　イチジクの実みはみずみずしくて果か汁じゅうがしみだしているし、上じょう品ひんな酸さん味みのフランス・スモモは、きれいな箱はこにつめられて頰ほおをぽっとそめている。クリスマスのよそおいで、なにもかもがおいしそうに見みえるなか、お客きゃくさんたちはとてもいそがしく、楽たのしい夜よるへの期き待たいに気きもそぞろになっているのか、ドアのところで衝しょう突とつしたり、籐とうのかごをよその人ひとに思おもいっきりぶつけてしまったり、買かったものをカウンターの上うえにおきわすれて走はしってもどったりと、失しっ敗ぱいばかりしている。それでもおこっているような人ひとはいなかった。お店みせの人ひとたちも、今日きょうはとりわけ愛あい想そがいい。せなかでエプロンをとめるハート型がたのかざりをわざわざ外そとに見みえるようにつけているのは、だれにでも心こころをひらきますよという意い味みかもしれない。この日ひばかりは、カラスにだってつついてもらってもかまわないみたいだ。

　まもなくすると、あちこちにある教きょう会かいの尖せん塔とうが鐘かねを鳴ならし、人ひと々びとを礼れい拝はいへと追おいたてる。みんなよそいきの服ふくを着きて、どの顔かおもウキウキしている。それと同どう時じに、裏うら道みちや路ろ地じ、名なもない小ちいさな通とおりには、今こん夜やの夕ゆう食しょくの材ざい料りょうを運はこぶ人ひとがあふれだす。家いえにかまどのない人ひとたちが、この日ひはパン屋やさんのかまどをつかわせてもらえるんだ。

　こういったまずしい人ひと々びとも今日きょうはもちろんウキウキしている。精せい霊れいはとりわけこの人ひとたちに関かん心しんがあるみたいで、パン屋やさんの店みせ先さきにスクルージといっしょに立たちながら、夕ゆう食しょくの材ざい料りょうを持もった人ひとが通とおりかかるたびに、そのおおいをあけて、たいまつからいい香かおりの粉こなをぱらぱらとふりかけている。このたいまつがまたずいぶんとふしぎで、先さきを争あらそう人ひと々びとがいがみあっているところへ、炎ほのおから飛とびちる透とう明めいなしずくを、ぱっぱっとふりかけると、みんなたちまちおだやかになって、クリスマスにけんかをするなんてはずかしいよなと、いいあっている。たしかにそのとおりだった。神かみさまもきっとよろこんでいるだろう。

　鐘かねが鳴なりやむと、パン屋やさんはいちおう店みせをしめるけれど、かまどのおいてあるあたりの屋や根ねで雪ゆきがとけているのを見みると、夕ゆう食しょくの材ざい料りょうを持もちこむ人ひとはまだたくさんいて、料りょう理りは進しん行こう中ちゅうなのだろう。けむりが道みちにまであふれてくるから、舗ほ道どうの石いしの上うえでもなにか焼やいているのかと思おもってしまう。

「たいまつからふりかけていらっしゃる、その粉こなはなにかいい味あじがするのでしょうか？」

「ああ。クリスマス風ふう味みだ」

「今日きょうみんなが食たべる夕ゆう食しょくには、その粉こなをかけてもらえるんですか？」

「ああ、だれにでもかけてやるよ。まずしい者ものが最さい優ゆう先せんだがね」

「どうしてです？」

「いちばん必ひつ要ようとしているからだよ」

「精せい霊れいさま」スクルージは少すこし考かんがえてからいった。「そこまでおっしゃるのに、どうして精せい霊れいさまは、わたしたち人にん間げんから食たべる楽たのしみをうばうのでしょう」

「えっ、わたしがかね？」精せい霊れいはびっくりしていう。

「毎まい週しゅう日にち曜よう日びは安あん息そく日にちだから、店みせもしめなさいとおっしゃる。みんなそろってテーブルにつけるのは日にち曜よう日びぐらいなもんです。それなのにかまどのない家いえではパン屋やがしまっていて、温あたたかい料りょう理りが口くちにできない」

「わたしはそんなつもりはない」

「まちがっていたら、すみません。でもみんな思おもっていますよ。そうしないと、精せい霊れいさまをはじめ、そのご兄きょう弟だいからバチが当あたるって」

「まいったもんだ。神かみさまだ、精せい霊れいさまだといってまつりあげ、なんでもこちらのせいにするのは人にん間げんの悪わるいくせだ。そればかりじゃない。他た人にんに悪わるさをするのも、憎にくむのも、ねたむのも、かってをするのも、あのときはほんとうのじぶんじゃなかった、なにかにとりつかれていたせいだなんて、いいわけする。はっきりいうが、わたしの家か族ぞくにも親しん類るいにも、そんなふうに人にん間げんにとりつく者ものはひとりもいないぞ。ようくおぼえておいて、責せき任にんのがれはやめるんだな」

　スクルージはそうしますと約やく束そくし、ふたりはまえと同おなじように、だれにすがたを見みられることもなく、町まちの郊こう外がいへと入はいっていった。それにしても精せい霊れいというのはなんとふしぎな力ちからを持もっているのだろう。ばかでかいなりをしていながら、どんなにせまい場ば所しょにもすっと収おさまってしまう。パン屋やさんの店みせ先さきでも、低ひくい軒のき下したに立たちながら、壮そう大だいな広ひろ間まにいるのと同おなじように、人にん間げんにはまねのできない優ゆう雅がさで、すっくと立たっていたのをスクルージはおぼえている。

　精せい霊れいは、つぎの場ば所しょでも、そういうじぶんのふしぎな力ちからを見みせつけようと思おもったのかもしれない。そうでなかったら、もともと思おもいやりのある精せい霊れいで、自し然ぜんとまずしい人ひとたちに心こころをよせて、手てをさしのべる性せい格かくなのかもしれない。なぜって、つぎに精せい霊れいがまっすぐスクルージを連つれていったのは、スクルージがやとっているまずしい事じ務む員いん、ボブ・クラチェットの家いえだったから。精せい霊れいのローブをつかんでいたスクルージは、気きがつくと、ボブの家いえの低ひくい軒のき下したに立たっていたんだ。







　　　　クラチェット一いっ家か







　精せい霊れいはにっこり笑わらってその家いえに祝しゅく福ふくし、たいまつから粉こなをふりかけた。考かんがえてもみてほしい。ボブの給きゅう料りょうは一週しゅう間かんにたった十五ボブ＊。毎まい週しゅう土ど曜よう日びに、じぶんのなまえと同おなじ硬こう貨かが、十五枚まいポケットに入はいるだけだ。それでもクリスマスの精せい霊れいは、ボブのまずしい家いえに、ちゃんと祝しゅく福ふくをしてやったんだ。




　ボブの奥おくさん、ミセス・クラチェットが立たちあがった。今日きょうのために着きかざっているといいたいところだけど、着きているのはもう二度ども布ぬの地じを裏うらがえして縫ぬいなおした服ふく。それでもあちこちにリボンを縫ぬいつけて、精せいいっぱい華はなやかにしている。安やす物もののリボンだけれど、これがなかなか気きがきいているんだ。

　ミセス・クラチェットは次じ女じょのベリンダ・クラチェットの手てを借かりて、テーブルクロスを広ひろげた。ベリンダの服ふくにもリボンが縫ぬいつけてある。長ちょう男なんのピーター・クラチェットも、一いっ家かの跡あと継つぎとして、この日ひのために、お父とうさんのボブからさずかった、ばかでかい襟えりをシャツにつけていた。汚よごれないよう襟えり先さきを口くちにくわえて、片かた手て鍋なべでジャガイモを煮にている。ときどきフォークをさして煮にえぐあいをたしかめながら、じぶんのりっぱなかっこうにふと目めがいくと、なんともほこらしくなり、おしゃれな人ひとたちが集つどう公こう園えんにでも行いって、見みせびらかしたい気き分ぶんだった。

　そこへ幼おさない弟おとうとと妹いもうとがとびこんできた。パン屋やさんの店みせ先さきでガチョウの焼やけるにおいがしたよ、あれはぜったいうちのだよと、大おおさわぎしている。なかにつまったセージやタマネギのことを思おもって、ふたりともうっとりし、テーブルのまわりで飛とびはねながら、お兄にいちゃん、すっごくかっこいいよとほめそやした。

　それでもピーターはうぬぼれることなく、つけ襟えりにのどをしめつけられながら、ふうふう息いきを吹ふきかけて火ひをおこしている。そのかいあって鍋なべはぐつぐつ煮にえたって、早はやくここから出だして皮かわをむいてくれとでもいうように、ジャガイモがふたにやかましく当あたっている。

「お父とうさん、どうしちゃったのかしらね」

　ミセス・クラチェットがいった。

「それに、ティムぼうやも。マーサはまさか、去きょ年ねんのクリスマスみたいに三十分ぷんも遅おくれてきたりはしないでしょうね」

「ただいま、母かあさん」いっているそばからマーサが帰かえってきた。

「母かあさん、マーサが帰かえってきたよ！」幼おさない子こたちが大おお声ごえで教おしえる。「ねえマーサ、今こ年としのガチョウはね、ほんとにすごいんだよ」

「ああよかった。ずいぶん遅おそいから心しん配ぱいしたのよ」

　ミセス・クラチェットはそういうと、娘むすめにキスの雨あめをふらせ、かいがいしくショールやボンネット帽ぼうをはずしてやった。

「それがね、ゆうべのうちに注ちゅう文もんが入はいって、今朝けさまでに仕し上あげなきゃいけなかったの」

　マーサがこたえた。

「かわいそうに。まあでも、こうして来こられたんだからなによりよ。火ひのそばにすわって、あたたまりなさいな」

　すると幼おさないふたりがいった。

「待まって、待まって。父とうさんが帰かえってくるから」

「かくれてよ、マーサ、ほら早はやく」

　なぜかこのふたりは、気きがつくとどこにでもいる。

　マーサがかくれたところで、ちょうど父ちち親おやのボブが帰かえってきた。房ふさかざりをはずしても、たっぷり一メートルはありそうな毛け糸いとのマフラーをまえにたらし、今日きょうのために、すりきれた服ふくをきちんとつくろってブラシをかけていた。肩かたにのったティムぼうやは、かわいそうに、小ちいさな松まつ葉ばづえを手てに持もって、両りょう脚あしに鉄てつの装そう具ぐをはめている。
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「おや、マーサはどこだい？」ボブがいって、きょろきょろする。

「来こられないの」とミセス・クラチェット。

「来こられない」

　ボブがふいにしゅんとなった。さっきまでティムを肩かたにのせて、競きょう走そう馬ばさながらに、教きょう会かいから意い気き揚よう々ようと走はしってきたのに。

「クリスマスだっていうのに、来こられないのか」

　マーサはしゅんとしている父ちち親おやを見みていられなかった──ほんのいたずらではあっても胸むねが痛いたんだ。それで物もの置おきのドアのかげから早はやくも出でてきてしまい、ボブの腕うでのなかにとびこんだ。そのあいだに、幼おさないふたりがティムぼうやをさらって、洗あらい場ばのほうへ連つれていく。銅どうの大おお鍋なべで蒸むしているプディングが、ゆかいな音おとをたてるのをきかせようと思おもったんだろう。

　心こころゆくまで娘むすめを抱だきしめているボブを、あなたはすぐだまされるんだからと、ミセス・クラチェットがからかった。

「で、ティムぼうやは、お行ぎょう儀ぎよくしてましたか？」

「ああ、もういうことなしだ。なにか考かんがえこむようすで、ひとりじっとすわっていた。で、なにを考かんがえているのかと思おもえば、これがまったく妙みょうでね。家いえに帰かえってくる道みちすがら、こういうんだ。教きょう会かいで、みんながちゃんとぼくを見みてくれていたらいいな。だってぼくは足あしが不ふ自じ由ゆうでしょ。それを見みて、思おもいだしてくれたらいい。クリスマスにはキリストが、足あしの不ふ自じ由ゆうな物ものごいを歩あるけるようにしたし、目めが見みえない人ひとも見みえるようにしたってね」

　そう話はなすボブの声こえはふるえていて、さらに声こえを激はげしくふるわせて、「ティムぼうやはほんとうにたくましく、元げん気きに成せい長ちょうしているよ」といった。

　床ゆかをコツコツとたたくつえの音おとがひびくと、みんなは口くちをとざした。まもなくティムぼうやが幼おさないふたりをしたがえてやってきて、暖だん炉ろのまえの丸まるいすに腰こしをおろした。

　それを合あい図ずにボブは、すでによれよれのそでをまくりあげてしわくちゃにし、温あたたかい飲のみ物ものの準じゅん備びにかかった。ジョッキのなかにジンとレモンを入いれて、ぐるぐるかきまわしたあと、炉ろだなにのせて、ふつふつと煮にたたせる。ピーターと、どこにでもあらわれる幼おさないふたりはガチョウをとりに行いき、まもなく興こう奮ふんした顔かおで一列れつになってもどってきた。

　これほどの大おおさわぎがつづくと、ガチョウってそんなにめずらしいもの？　とふしぎに思おもうかもしれない。もちろんそんなことはないのだけれど、この家いえのなかでは、黒くろい白はく鳥ちょうよりも、めずらしい鳥とりであるのはまちがいなかった。

　ミセス・クラチェットは前まえもって小こ鍋なべにつくってあったグレイビーソースをあたためなおし、ピーターはポテトをしゃかりきになってつぶし、ベリンダはアップルソースに甘あまみをつけ、マーサはお湯ゆにつけてあたためておいた皿さらをふいている。ボブがティムぼうやといっしょにテーブルの隅すみっこのこぢんまりした席せきにすわっているあいだ、幼おさないふたりが全ぜん員いんぶんのいすをならべ、じぶんたちのぶんもわすれずにおくと、口くちにスプーンをつっこんで見み張はりに立たった。そうでもしないと、ガチョウをとりわける番ばんがじぶんにまわってこないうちに、「早はやくちょうだい！」とさけびだしてしまうからだ。
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　ようやく皿さらがならび、お祈いのりの言こと葉ばが唱となえられた。みんなが息いきをつめて見みまもるなか、ミセス・クラチェットが大おおきな肉にく切きりナイフの刃はにゆっくり目めを走はしらせて、ガチョウの胸むねの部ぶ分ぶんにナイフを入いれる心こころづもりをする。いざナイフが入はいり、予よ想そうどおりにつめ物ものがわっとあふれだすと、テーブルからそろって歓かん声せいがあがった。ティムぼうやも興こう奮ふんし、幼おさないふたりのまねをして、じぶんのナイフの持もち手て部ぶ分ぶんでテーブルをたたき、やったぁ、と弱よわ々よわしい声こえでいった。

　これほどのガチョウがこの家いえの食しょく卓たくにのぼったのははじめてだった。ボブは信しんじられないといった。こんなにやわらかくて、おいしくて、大おおきなガチョウが、こんなに安やすく買かえるなんてと、みんな口くち々ぐちにいってほめそやした。アップルソースとマッシュポテトで量りょうをふやしたので、これだけで家か族ぞく全ぜん員いんのディナーに十じゅう分ぶんだった。

　ミセス・クラチェットは皿さらの上うえにぽつんとのった小ちいさな骨ほねを見みて、まだ残のこっているわよと、満まん足ぞくげにいった。それでもみんなはもうおなかいっぱいで、とりわけ幼おさないふたりは、セージとタマネギのつめ物ものを、じぶんのまゆ毛げの高たかさまでつめこむほどに、食たべに食たべた。

　けれどもそれで終おわりではなく、ベリンダがみんなの皿さらを取とりかえているあいだに、ミセス・クラチェットがプディングをとりにひとりでへやを出でていった。ガチガチに緊きん張ちょうしていて、だれにもついてきてほしくなかった。

　ひょっとしたら、なかまで火ひが通とおっていないかもしれない。蒸むしているあいだにひっくりかえって割われてしまったかもしれない。家か族ぞくがガチョウに夢む中ちゅうになっているあいだに、だれかが裏うら庭にわの塀へいを乗のりこえて盗ぬすんでいったかもしれない──この最さい後ごの心しん配ぱいは、あらかじめ家か族ぞくがいるまえで口くちにしていて、幼おさないふたりはこれをきいてかんかんにおこっていた。そんなふうに心しん配ぱいのタネはいくらでもあった。

　ふたをあけたとたん、ミセス・クラチェットは歓かん声せいをあげた。ふだんは洗せん濯たく物ものを煮にて消しょう毒どくするのにつかっている大おおきな銅どうの鍋なべから、大たい量りょうの湯ゆ気げがもうもうとあがっている。プディングを取とりだすとき、洗せん濯たくの日ひのにおいがした。蒸むし布ぬののにおいだ。食しょく堂どうと、焼やき菓が子し屋やさんと、洗せん濯たく屋やさんが三軒げんともならんでいて、そのまえをさーっと駆かけぬけたら、きっとこんなにおいがする。できたてのプディングっていうのは、そういうにおいなんだ。

　三十秒びょう後ご、ミセス・クラチェットがもどってきた。顔かおを真まっ赤かにしながらも、ほこらしげに微ほほ笑えんで、まだら模も様ようの砲ほう弾だんのようなプディングを捧ささげ持もっている。みっしりと重じゅう量りょうがありそうで、上うえからちょろっとふりかけたブランデーに火ひがついてゆらゆら燃もえ、てっぺんにヒイラギの枝えだがかざられている。

[image: ]

　まったくすばらしいプディングだった。ボブはおどろき、「結けっ婚こんしてから何なん度どもつくってもらったけれど、今日きょうがいちばんだ」とおごそかにいった。

「ようやく肩かたの荷にがおりたから白はく状じょうするけど、ほんとうは小こ麦むぎ粉この量りょうを失しっ敗ぱいしたかしらと、気きをもんでいたのよ」とミセス・クラチェット。

　できあがりについては、みなそれぞれにいいたいことがあったけれど、大おお人にん数ずうの家か族ぞくにしては小ちいさすぎるなんてことは、だれひとりいわなかった。だってミセス・クラチェットが一いっ生しょう懸けん命めいつくったのを知しっているからね。小ちいさいよ、なんて薄はく情じょうなことは、この家いえの家か族ぞくなら口くちがさけたっていえやしない。

　とうとうディナーが終おわった。テーブルクロスを取とりはらい、暖だん炉ろのまえを掃そう除じして火ひをおこす。ジョッキにつくっておいた温あたたかい飲のみ物ものの味あじ見みをしたら、これがもうバツグンにおいしかったものだから、あとはテーブルにリンゴやオレンジを出だし、シャベルにクリを山やま盛もりにして暖だん炉ろで焼やいた。そこまで終おわると、家か族ぞく全ぜん員いんが暖だん炉ろのまわりに集あつまった。丸まるくなって、とボブ・クラチェットはいったけれど、じっさいには半はん円えんだ。ボブのかたわらには、タンブラーふたつと、取とっ手てのとれてしまったデザート用ようカップがひとつ。この家いえにある唯ゆい一いつのガラス食しょっ器きで、こういうとっておきの場ば面めんに出だしてきて、金きんのゴブレットと同おなじように、たいせつにあつかうんだ。ボブがにこにこ顔がおでジョッキから飲のみ物ものをつぎわけていくと、ちょうど暖だん炉ろのクリがパチパチいって、大おおきな音おとではぜだした。まずはボブが立たちあがって、乾かん杯ぱいの音おん頭どをとる。

「クリスマス、おめでとう。わたしたち家か族ぞく全ぜん員いんに、神かみさまの祝しゅく福ふくがありますように」

　それから家か族ぞくがみな同おなじ言こと葉ばをくりかえす。

「わたしたちみんなに、神かみさまの祝しゅく福ふくがありますように」最さい後ごにティムぼうやもいった。

　ティムはじぶん専せん用ようの小ちいさな丸まるいすに腰こしかけ、となりにいるお父とうさんにぴったりくっついていた。その小ちいさく弱よわ々よわしい手てをボブはいつくしむようににぎり、ずっとこの子このそばにいられますようにと願ねがっている。いつの日ひか、ティムがじぶんのもとからいなくなる、それを考かんがえたら、もうたまらなかった。

「精せい霊れいさま」

　スクルージがいった。これまで気きにもとめなかったことが、急きゅうに気きになりだしたらしい。

「ティムぼうやは、生いきのびることができるのでしょうか？」

「わたしの目めには、からっぽの丸まるいすが見みえるよ」と精せい霊れい。「みすぼらしい炉ろばたに、持もち主ぬしをうしなった松まつ葉ばづえが大だい事じにおかれている。未み来らいの精せい霊れいがなにも手てを下くださず、この映えい像ぞうがそのままになるなら、あの子こは死しぬよ」

「いやです、いやです」スクルージがいった。「ああ、心こころやさしい精せい霊れいさま。どうかあの子こを助たすけてやってください」

「そればっかりは未み来らいの精せい霊れいがなんとかしないかぎり、どうしようもない。わたしら現げん在ざいの精せい霊れいが未み来らいに行いっても、あの子こを見みつけられないのだから。どうせ死しぬのならほうっておけばいいじゃないか。よけいな人じん口こうがへる」

　じぶんが以い前ぜんに口くちにした言こと葉ばを投なげかえされて、スクルージはうなだれた。ばかなことをいってしまったと気きづき、悲かなしみで胸むねがいっぱいになった。

「もっと他た人にんのことを思おもいやり、人ひとの意い見けんにも耳みみを貸かして、ああいうなまいきなことを口くちにしなければ、おまえにだって、わかったはずだ。どこでどうやって生いきている人にん間げんがよけいなのか。いやそれにしたって、おまえごときに、人ひとの生いき死しにを決きめる権けん利りがあるものかね？　天てんにくらすわれわれには、ひとめ見みただけでわかるぞ。おまえなんかより、あのまずしい男おとこのもとに生うまれた子こどものほうが、何なん百びゃく万まん倍ばいも生いきる価か値ちがあるとね。

　おやおや、木この葉はの上うえで虫むしがうったえてるぞ。飢うえながら土つちにかえったじぶんの兄きょう弟だいたちにくらべて、おまえはまったくむだに、長なが生いきのしすぎだと」

　スクルージは精せい霊れいの言こと葉ばにますますうなだれ、びくびくふるえてきた目めを地じ面めんに落おとした。ところが、そこでとつぜんじぶんのなまえがよばれたので、はっとして顔かおをあげた。

「スクルージさん」ボブがいった。「こうしてお祝いわいができるのも、あなたのおかげです」

　するとミセス・クラチェットが顔かおを真まっ赤かにしてどなった。

「あなたのおかげとは、よくいったもんだわ。いまこの場ばにいたら、わたしがはっきりいってやる。〝あなたのおかげ〟で、うちがどれだけ大たい変へんな思おもいをしているか、耳みみの穴あなをかっぽじって、よくききなさいって」

「おい、おまえ。子こどもたちのまえだぞ。それに今日きょうはクリスマスじゃないか」

「わかってるわ。こういうおめでたい日ひには、ケチでしみったれで、他た人にんのことなんてまったく考かんがえない、血ちもなみだもないミスター・スクルージのような人ひとにも、健けん康こうを祝いわって乾かん杯ぱいしなきゃいけないのよね。あの人ひとのことは、あなたがいちばんよくわかっているはずよ。かわいそうに。まったく大たい変へんな人ひととかかわることになったものね」

「まあそういわず、今日きょうはクリスマスなんだから」ボブがおだやかになだめる。

「あなたがそういうんだし、クリスマスでもあるわけだし、乾かん杯ぱいぐらいはしてやるわ。でも断だんじて、あの人ひとのためじゃありませんからね──どうぞ長なが生いきを、クリスマスおめでとう、新しん年ねんおめでとう。スクルージさん、きっとあんたなら、悩なやみひとつなく、楽たのしくやっていけるでしょうよ」

　母はは親おやにつづいて子こどもたちも乾かん杯ぱいをしたけれど、これほど気きの入はいらない乾かん杯ぱいもない。大おおもりあがりのゆかいな一日にちが、ここにきて急きゅうにもりさがってしまった。ティムぼうやの番ばんは最さい後ごになったけれど、もっと早はやく乾かん杯ぱいしたいなんてこれっぽっちも思おもわない。つまりスクルージは、この家か族ぞくから鬼おにのようにきらわれていたんだ。名な前まえが出でただけで、せっかくのパーティに暗くらいかげがさし、まるまる五分ふんのあいだ、みんなは口くちをへの字じに曲まげていた。

　ようやくかげが消きえると、家いえのなかは以い前ぜんの十倍ばいも明あかるくなり、これでもう大だいきらいなスクルージのことは考かんがえなくていいと、みんながほっとした。

　それからボブ・クラチェットは、ピーターのこれからについて話はなしをはじめた。週しゅうにまるまる五ポンドと六ペンスがもらえる仕し事ごとがあるという。ピーターが仕し事ごとにつくなんてと、幼おさないふたりはゲラゲラ笑わらい、ピーター自じ身しんは大おおきな襟えりのあいだから火ひをじっと見みつめて、なにか考かんがえこんでいる。そんな大たい金きんが手てに入はいったら、いったいなににつかおうかと思おもいをめぐらせているのだろう。

　婦ふ人じん帽ぼう子し店てんに弟で子し入いりして、安やすい給きゅう金きんしかもらえないマーサも、じぶんの仕し事ごとについてみんなに話はなしてきかせた。まったく休やすみなしで、朝あさから晩ばんまで働はたらきどおし。だから休やすみの明日あしたは、好すきなだけ朝あさ寝ねを楽たのしむつもりだという。さらにマーサは数すう日じつまえに見みかけた伯はく爵しゃく夫ふ人じんと、その息むす子こさんの話はなしもし、息むす子こさんはちょうどピーターと同おなじぐらいの背せ丈たけだった、なんていったものだから、ピーターは得とく意いになって、襟えりを高たか々だかと持もちあげてみせた。

　そうしているあいだにも、焼やけたクリやジョッキに入はいった温あたたかい飲のみ物ものが家か族ぞくのあいだを何なん度どもめぐっていき、しまいには歌うたまで飛とびだした。ティムぼうやがもの悲がなしい声こえでそっとうたう──その、雪ゆきのなかでまいごになった子こどもがさすらう歌うたは、本ほん当とうにすばらしかった。

　この家か族ぞくには、とりたてて自じ慢まんできるものはない。べつに美び男なん美び女じょがそろっているわけでもないし、ぜんぜん裕ゆう福ふくでもない。みんな質しっ素そなみなりで、雨あめがふれば靴くつに水みずが入はいる。だいたい服ふくなんて数かぞえるほどしか持もってなくて、きっと長ちょう男なんのピーターは、質しち屋やさんでもおなじみだろう。それでもみんなが幸しあわせで、わきあいあいとして、このひとときを心こころから楽たのしんでいた。

　お別わかれに、精せい霊れいがたいまつからまばゆい光ひかりの粉こなをぱらぱらとふりかけると、一いっ家かはますます幸しあわせそうに見みえた。そんなクラチェット家けの人ひと々びとを、スクルージは食くい入いるように見みつめていて、とりわけティムぼうやからは最さい後ごの最さい後ごまで目めがはなせなかった。

　そのころにはもうあたりは暗くらくなりはじめて、雪ゆきがかなり激はげしくふっていた。通とおりを進すすんでいくスクルージと精せい霊れいの目めには、台だい所どころや客きゃく間まをはじめ、さまざまなへやで勢いきおいよく燃もえる火ひがやけに目めにまぶしく、美うつくしく感かんじられた。すぐそこの窓まどで、ちらちらゆれる光ひかりのなかに人ひと影かげがうかびあがり、心こころづくしのディナーの準じゅん備びをしているのがわかる。暖だん炉ろのまえで皿さらを何なん度どもひっくりかえしてあたため、いつでもさむさと闇やみをしめだせるよう、濃こい赤あかのカーテンがしめられるようになっている。

　家いえのなかから子こどもたちがいっせいに飛とびだしてきた。結けっ婚こんして遠とおくでくらす姉あねや兄あに、いとこやおじさんやおばさんを、われ先さきに出で迎むかえようというんだろう。あそこの窓まどでも、ブラインドに、集あつまった人ひと々びとのかげが映うつっている。

　すらりとした若わかい娘むすめの集しゅう団だんがやってきた。ぼうしやショールでみんな頭あたまをすっぽりおおい、毛け皮がわのついたブーツをはいている。おしゃべりをしながら、軽かるい足あしどりでご近きん所じょの家いえにむかうところらしい。さみしい独どく身しんの男おとこが顔かおを赤あかくして、彼かの女じょたちが家いえに入はいっていくのを、ながめている。見みられているほうも、じつはちゃんとわかっているんだろう。

　こんなにおおぜいの人ひとたちが、こぞって友ゆう人じんや親しん戚せきの集あつまりに出でかけていくのを見みていると、ひょっとして、むかえるほうの家いえも、人ひとが出ではらっているんじゃないかと心しん配ぱいになる。だけどもちろん、そんなことはなくて、どこの家いえでもちゃんとお客きゃくさんをむかえる準じゅん備びをしていて、暖だん炉ろなんか、煙えん突とつのなかばまで火ひがとどきそうなほど、ばんばん燃もやしていた。

　そういう家いえに祝しゅく福ふくするときの精せい霊れいは、もううれしくてたまらないようだった。幅はばの広ひろい胸むねをむきだしにして、ばかでかい手てをバッとひらいて、宙ちゅうにふわふわうかびながら祝しゅく福ふくする。手てのとどくところにある、ありとあらゆるものから邪じゃ気きをはらい、陽よう気きな気き分ぶんをふりまいていくものだから、あたりはまぶしいばかりだった。

　街がい灯とうに点てん火かしてまわる作さ業ぎょう員いんも、今こん夜やは出でかける用よう事じがあるのか、ずいぶんとめかしこんでいる。目めのまえを走はしりながら、うす暗ぐらい通とおりに点てん々てんとあかりをともしていき、精せい霊れいの横よこをすぎるときには、大おお声ごえで笑わらっていた。じぶんがいま、クリスマスそのものとすれちがったなんてことは、もちろんわかっていない。






＊ボブ…お金かねの単たん位い。〝シリング〟の別べつ名めい。











　　　　どこにでもクリスマスはやってくる







　そしていま、精せい霊れいはなんのまえぶれもなしに、スクルージをさみしい荒あれ地ちに連つれてきた。ばかでかい石いしがごろごろと、そこらじゅうに散ちらばっていて、まるで巨きょ人じんの墓はか場ばのようだった。どの石いしにも水みずがかかっていてガチガチにこおっている。生はえているものはコケとハリエニシダぐらいで、あとは草くさがぼうぼうに茂しげっているばかりだ。

　西にしの空そらでは、しずむ夕ゆう陽ひが火ひのように真まっ赤かなすじを地ち平へい線せんに残のこしていた。まるでふきげんな顔かおがうす目めをあけているようで、その目めは、荒あれはてた光こう景けいを一いっ瞬しゅんギラリとにらみつけたかと思おもうと、みるみる細ほそまって、暗くらい夜よるの、ぶあつい闇やみの奥おくに消きえてしまった。

「いったいここは」スクルージは精せい霊れいにきいた。

「地ち底ていの奥おくふかく、鉱こう山ざんで働はたらく人ひと々びとがくらしている場ば所しょだ。この者ものたちも、ちゃんとわたしのことを知しっている。ごらん」

　ひとつの小こ屋やから光ひかりがもれていて、ふたりは足あし早ばやにそちらへむかった。土つちや石いしでできた塀へいをすぎていくと、あかあかと燃もえる火ひをかこむ陽よう気きな集しゅう団だんに出でくわした。年とし老おいたおじいさん、おばあさんからはじまって、その子こどもたち、まごたち、ひまごたちと、何なん代だいにもわたる家か族ぞくが、きょうの日ひのために精せいいっぱい着きかざって集あつまっていた。

　荒こう野やを吹ふきすさぶ風かぜの音おとに、いまにもかき消けされそうな声こえで、おじいさんは、みんなにクリスマスの歌うたをうたってきかせている。おじいさんが子こどものときにおぼえたらしい、ずいぶんと古ふるい歌うたで、時とき折おりみんなが声こえをそろえてうたう。みんなの声こえが大おおきく力ちから強づよくなると、おじいさんもまたはりきって元げん気きにうたい、みんなの声こえがぴたりとやむと、おじいさんの歌うた声ごえもしゅんとなった。

　精せい霊れいはここには長ながくとどまらず、ローブにつかまっているようにとスクルージにいうが早はやいか、荒こう野やの上うえを飛とんでいった。どこへ行いくのかわからないが、ずいぶんと速はやい。まさか海うみではないだろう。いや海うみだ。スクルージがぎょっとしたことに、ふりかえると陸りく地ちの終おわりが見みえ、おそろしげな岩いわのつらなりがみるみる遠とおざかっていくのと同どう時じに、すさまじい音おとが耳みみにひびいてきた。ドッブーン、ザザーン。自みずからがくりぬいた、いくつもの大だい洞どう窟くつのあいだで波なみが暴あばれまわり、猛もう烈れつな勢いきおいで陸りく地ちを浸しん食しょくしようとしている。

　陸りく地ちから数すうリーグ（一リーグは約やく４・８キロ）ほどはなれたところに、岩いわがしずんでできた、ものさびしい岩がん礁しょうがあり、その上うえに灯とう台だいがぽつんと建たっている。長なが年ねんにわたって波なみを打うちつけられ、海かい水すいに浸しん食しょくされてきたのだろう。土ど台だいにはおびただしい海かい草そうがびっしりからみつき、そのまわりをウミツバメが、高たかくなり、低ひくくなりして飛とんでいる。海かい上じょうをかすめ飛とぶうちに波なみの動うごきをおぼえたのだろう。そんな光こう景けいを見みていると、海かい草そうが海うみから生うまれたように、あの鳥とりは風かぜから生うまれたのかもしれないと思おもえてくる。

　こんなところでも、灯とう台だい守もりのふたりが火ひをたいていて、ぶあつい石いしの壁かべにあいた小こ穴あなから光ひかりがもれて、荒あれた海うみにまぶしい光ひかりの帯おびを落おとしていた。ざらざらしたテーブルにむかいあってすわったふたりは、節ふしくれだった手てをにぎりあい、ジョッキに入いれた強つよい酒さけで、クリスマスの乾かん杯ぱいをしていた。そうしてここでも歌うたがはじまった。うたっているのは年ねん配ぱいのほうだ。古ふるい船ふねの船せん首しゅ像ぞうのように、長なが年ねん風かぜや波なみにさらされて、皮ひ膚ふはざらざらで傷きずもあったけれど、歌うた声ごえは吹ふきすさぶ風かぜのように力ちから強づよい。

　それからまた精せい霊れいがスピードをあげて、大おおきくうねる黒くろい海かい上じょうをどこまでも進すすんでいった。岸きしから遠とおくはなれたところにいくんだと、こんどは精せい霊れいもスクルージに教おしえ、やがてふたりは一隻せきの船ふねの上うえにおりたった。すぐとなりには、船ふねを操そう縦じゅうする操そう舵だ手しゅがいて、へさきには当とう直ちょくの高こう級きゅう船せん員いんたちが見み張はりに立たっている。みんなクリスマスの歌うたを口くちずさんでいるか、何なにかしらクリスマスのことを考かんがえていて、同どう僚りょうにむかって思おもい出でぶかいクリスマスの話はなしを小こ声ごえで語かたりながら、故こ郷きょうに帰かえる日ひのことを思おもっている者ものもいる。

　起おきている者ものも、夢ゆめのなかにいる者ものも、心こころやさしい者ものも、ひねくれ者ものも、船ふねにのっている者ものはひとりのこらず、いつになく、やさしい言こと葉ばで語かたりあい、今日きょうという特とく別べつな日ひにあって、それぞれが心こころのはずみを感かんじていた。遠とおくにいるたいせつな人ひとのことを思おもいながら、きっと相あい手てもじぶんのことをなつかしく思おもいだしてくれていると信しんじているようだ。

　スクルージのほうは、風かぜのうなりに耳みみをかたむけながら、神しん妙みょうな気き持もちになっていた。死しと同おなじように秘ひ密みつめいて底そこ知しれない深しん海かいに身みをうかべ、さみしい闇やみのなかをしゅくしゅくと進すすんでいく、船ふねの気き持もちはいかばかりだろうか……。と、そこへとつぜん、豪ごう快かいな笑わらい声ごえがきこえてきて、スクルージはぎょっとした。おまけにその笑わらい声ごえは、じぶんの甥おいっ子このもので、気きがつけば目めのまえに水みずは一滴てきもなく、さっぱりかわいた、まばゆいへやに立たっていた。







　　　　甥おいっ子こたちのクリスマス







　スクルージのとなりには、精せい霊れいがにこにこ笑わらって立たっていて、なんともいい若わか者ものじゃないかという顔かおで、スクルージの甥おいっ子こを見みていた。

「わーっ、はっはっ！」スクルージの甥おいっ子こは笑わらっている。

　これ以い上じょうに楽たのしそうに笑わらう人ひとを知しっていたら、ぜひ教おしえてほしい。紹しょう介かいしてもらってなかよくなりたいよ。

　病びょう気きや悲かなしみが伝でん染せんするのはつらいけど、世よのなかはうまくできたもので、笑わらいやゆかいな気き持もち、なんていうのも伝でん染せんする。それも、ものすごい威い力りょくでね。スクルージの甥おいっ子この笑わらい方かたときたら、これがまったく豪ごう快かいで、ゆれるおなかを両りょう手てでおさえ、顔かおなんかもうくしゃくしゃにして、あけっぴろげに笑わらうんだ。甥おいっ子この奥おくさん、つまりスクルージにとっては義ぎ理りの姪めいにあたる人ひとも、同おなじように大おお笑わらいしているし、この家いえに集あつまった人ひとたちもふたりに負まけず、おなかの底そこから笑わらっていた。

「はあっ、はあっ、おかしすぎて、もうだめだ」

「クリスマスなんてばからしい、きっぱりそういったんだよ」スクルージの甥おいっ子こが声こえをはりあげた。「本ほん気きでそう思おもいこんでるんだ」

「ちょっとフレッド、あの人ひとは恥はじを知しるべきよ！」フレッドの奥おくさんがぷんぷんおこった。こういうときは、女おんなの人ひとのほうがたのもしい。いうべきことはきちんというからね。

　それにこの人ひとはすごくかわいらしいんだ。美うつくしい顔かおだちに、いつもびっくりした表ひょう情じょうをうかべてて、かたほうのほっぺにはえくぼがあって、赤あかくふっくらしたくちびるは、キスをするためにあるみたいで……いや、ほんとだよ。あごには、しみやそばかすがポチポチあるんだけど、笑わらったとたん、それらが溶とけあって、目めなんか、とびっきりかわいい小しょう動どう物ぶつのようにつぶらで、きらきらしていて。どうしたって、この人ひとのほうに目めを吸すいよせられる。でもそれがぜんぜんいやじゃない。

「いや、これはむしろ、こっけいな話はなしだよ」フレッドがいった。「根ねは悪わるくないのに、ついつい人ひとにつらくあたってしまう。でもって、めぐりめぐって損そんをするのはじぶんだ。だからぼくは、悪わるくいいたくないんだ」

「あの人ひと、ものすごいお金かね持もちなのよね、フレッド」奥おくさんがいった。「だって、あなたいつもそういってるじゃない」

「それがどうしたっていうのさ？　いくら金かねをたくさん持もっていたって、つかわないんだから意い味みがない。ぜいたくをしようという気きもないんだよ。その金かねをぼくらのためにつかおうなんて気きも、もちろん、さらさらない──いや、そんな気きがあるなら、それこそ大おお笑わらいだ」

「わたしはいやよ、あの人ひとにはがまんならない」奥おくさんはそういった。それを皮かわ切きりに、奥おくさんの姉し妹まいからはじまって、へやじゅうの女おんなの人ひとたちが、そうよ、そうよと、声こえをあげた。

「ぼくはちがう」フレッドがいった。「なんだかかわいそうで、おこるにおこれない。ああいう性せい格かくで苦くるしむのは、いつもじぶんなんだから。ぼくらをきらいだときめこんだ手てまえ、うちに足あしをむけられず、食しょく事じもともにできない。まあ、たいしたごちそうが出だせるわけでもないんだけどね」

「なにいってるの。こんなすばらしいディナーをのがすなんて、残ざん念ねんにきまってるじゃないの」奥おくさんが口くちをはさむと、ほかのみんなも同おなじことをいった。食たべ終おわった本ほん人にんたちが口くちをそろえていっているのだから、それはほんとうなんだろう。いまみんなは、デザートの皿さらをテーブルに残のこして、暖だん炉ろのまわりにランプの火ひをともして集あつまっていた。

「いわれてみればそのとおりだ」とフレッド。「近ちかごろの若わかい主しゅ婦ふは、ここまできちんとはできないよ、そう思おもわないかい？　トッパー？」

　するとトッパーは、じぶんみたいな独ひとり者ものには、そういう問もん題だいについて意い見けんをいう資し格かくがない、社しゃ会かいのはみ出だし者ものだからねと、悪わるぶっていった。じつはこの人ひと、フレッドの奥おくさんの妹いもうとに恋こいをしているようなんだ。胸むなもとにバラの刺し繡しゅうがある人ひとと、レースでかざっている人ひと、妹いもうとはふたりいるんだけれど、トッパーが好すきなのはレースで胸むなもとをかざっている、ふっくらしたほうで、この人ひとがトッパーの言こと葉ばをきいて顔かおをぽっと赤あかくそめた。

「なによフレッド、人ひとに話わ題だいをふらないで、じぶんでいいなさいよ。いつもこうなんだから、おかしな人ひとだわ」奥おくさんがいった。

　するとフレッドはまたひとしきり大おお笑わらいし、例れいによってまわりの人にん間げんを笑わらいの渦うずに巻まきこんだ。トッパーお目め当あての、ふっくらした妹いもうとなんか、つんとする嗅かぎ薬ぐすりを鼻はなにあてて笑わらいをこらえようとするのだけれど、やっぱりみんなといっしょに笑わらいころげてしまった。

「つまり、こういうことだよ」フレッドがまたしゃべりだした。「おじさんは、ぼくらをきらうことにして、いっしょにうかれさわぐこともしないと決きめた。その結けっ果か、楽たのしいひとときをのがしてしまったのに、本ほん人にんは痛いたくもかゆくもない。だけど、おじさんがその気きになりさえすれば、かび臭くさい事じ務む所しょでも、ほこりっぽい自じ宅たくのへやでも、いっしょに楽たのしいひとときをすごせる仲なか間まはいるにちがいないんだ。だから、なにをいわれようと、毎まい年としおじさんに声こえをかけるだけはするつもりだよ。だってかわいそうじゃないか。クリスマスなんてばからしいって、きっと死しぬまでいってるだろうけど、それはもうおじさんの性せい格かくだからどうしようもない。それでもぼくはへこたれず、毎まい年としにこやかにあいさつに行いく。スクルージおじさん、元げん気きでやってますかって。それでちょっとおじさんの気き分ぶんがよくなって、あのかわいそうな事じ務む員いんに五十ポンドのこづかいでもやったなら、それだけでもバンバンザイだ。じつはきのう、ガツンといってやったんだ」

　あのスクルージにガツンといってやった。それをきいて、こんどはまわりが大おお笑わらいをした。フレッドは根ねっから心こころのやさしい人にん間げんで、おじさんのことを笑わらわれるのは気き持もちのいいものじゃなかった。それでもせっかくの楽たのしいふんいきをこわさないようにと、じぶんもいっしょに笑わらって、みんなに酒さけの入はいったビンをまわした。

　お茶ちゃのあとは、音おん楽がくの時じ間かんだった。音おん楽がく好ずきの一いっ家かだったから、人ひとがおおぜい集あつまったときには合がっ唱しょうや輪りん唱しょうがいちばんだとわかっていて、みんなでうたった。とりわけトッパーはうまかった。額ひたいに青あお筋すじがうかぶでもなく、顔かおが赤あかくなるでもなく、低てい音おんをひびかせて朗ろう々ろうとうたった。

　フレッドの奥おくさんは、ハープが得とく意いで、数かずある曲きょくのなかから短みじかく簡かん単たんなもの（二分ふんも練れん習しゅうすれば口くち笛ぶえで吹ふけるような単たん純じゅんな曲きょく）を選えらんで弾ひいた。じつはその曲きょくこそ、スクルージを寄き宿しゅく学がっ校こうへむかえに行いった妹いもうとが大だい好すきな曲きょくだった。その旋せん律りつがひびきわたると、スクルージはクリスマスの精せい霊れいが見みせてくれたさまざまな場ば面めんを思おもいだし、気き持もちがどんどんやさしくなっていった。こういう曲きょくをずっとまえから、しょっちゅうきいていたら、スクルージはじぶんの手てで人じん生せいを耕たがやして、思おもいやりの芽めをはぐくみ、いまごろは幸しあわせな毎まい日にちを送おくっていたことだろう。マーレイを埋うめるのにつかった鋤すきを借かりる必ひつ要ようもない。

　その晩ばんは、音おん楽がくだけでは終おわらず、しばらくすると、罰ばっ金きんゲームをやろうということになった。子こどもの遊あそびだというかもしれないけれど、ときに子こどもにかえるのもいいもので、それにはキリストが子こどもだった、きょうのこの日ひがぴったりだった。おっと、そのまえに目めかくし鬼おにがはじまった。そうそう、これをわすれちゃいけなかった。

　それにしてもトッパーはどうなっているんだろう。顔かおに目めかくしをしているというのに、まるでブーツに目めがついているかのように、なにもかもお見み通とおしで、フレッドの奥おくさんの、お目め当あての妹いもうとをどこへでもしつこく追おいかけていく。

　きっとあれは、トッパーとスクルージの甥おいっ子このあいだであらかじめ話はなしがついていて、そのことを〈現げん在ざいのクリスマス〉の精せい霊れいも知しっているにちがいない。トッパーは火ひばしや火ひかき棒ぼうといった暖だん炉ろの道どう具ぐをたおし、いすをひっくりかえし、ピアノにぶつかり、カーテンにからまりながら、その人ひとのあとをどこまでも追おいかけていく。ほかの人ひとをつかまえようというつもりはさらさらなく、もしだれかがわざとぶつかってきたら（じっさいぶつかっていった人ひとがいた）、いちおうつかまえるふりはしながらも、さっとからだを横よこにずらし、またふっくらした妹いもうとのほうへ一いち目もく散さんに走はしっていく。これじゃあ鬼おににさけられた人ひとは、ばかにするなと、腹はらの虫むしがおさまらないだろう。

　ふっくらした妹いもうとは、こんなのずるいわと何なん度ども声こえをはりあげ、じっさいそのとおりだった。絹きぬのスカートをさらさらいわせながら、あわてふためいてトッパーの横よこを何なん度どもすりぬけたものの、とうとうつかまってしまった。トッパーはもうどこへも逃にげられないへやのすみに娘むすめを追おいこんだ。

　そのあとがまた、えげつないとしかいいようがなかった。トッパーときたら、つかまえた相あい手てがだれなのかわからないふりをして、妹いもうとの頭あたまかざりをさわるやら、指ゆび輪わを押おしてみるやら、ネックレスをいじくるやらで、あまりのわざとらしさに見みちゃいられない。

　鬼おにがべつの人ひとに変かわったところで、きっと彼かの女じょはトッパーにもんくをいったにちがいない。ふたりっきりでカーテンのかげにかくれたときにね。

　フレッドの奥おくさんは目めかくし鬼おににはくわわらずに、へやの片かた隅すみにおいた大おおきないすにすわり、足あし台だいの上うえに足あしをのせてくつろいでいた。そのすぐうしろに精せい霊れいとスクルージがいる。奥おくさんは罰ばっ金きんゲームにくわわって、すいすいこなし、アルファベットを組くみ合あわせて言こと葉ばをつくるゲームにも夢む中ちゅうになって、立たてつづけにうまい言こと葉ばをつくった。同おなじように〝いつ、どこで、どうやって〟のゲームでもさえまくっていて、ふたりの妹いもうとをこてんぱんに負まかして、フレッドは内ない心しん大おおよろこびだった。トッパーにいわせれば、妹いもうとたちだって、そうとう頭あたまは切きれたんだけどね。

　そこには二十人にんほどの人ひとがいて、若わかい人ひとも年ねん配ぱいの人ひとも、みんなが遊あそんでいるので、気きがつくとスクルージも立たち場ばをわすれて、いっしょになって遊あそんでいた。なにをいおうとスクルージの声こえはみんなにはきこえないのだけど、声こえに出だしてこたえをいうこともあって、それがまた次つぎ々つぎと当あたる。鋭するどいことで有ゆう名めいなホワイトチャペル社しゃ製せいの針はりだって、このときのスクルージの鋭するどさには勝かてないだろう。スクルージ本ほん人にんはじぶんは鈍にぶいと思おもっているんだけどね。

　こういうスクルージを見みて、精せい霊れいは心こころからよろこび、温あたたかい目めで見みまもったので、スクルージは精せい霊れいに、どうか客きゃくが帰かえってしまうまでここに居いさせてほしいと熱ねっ心しんにたのんだ。しかしそれはむりだと、精せい霊れいにいわれてしまった。

「ほら、新あたらしいゲームがはじまった。あと三十分ぷんだけ、どうかお願ねがいします」

　新あたらしくはじまったのは、〝イエス・ノー〟ゲーム。フレッドが頭あたまのなかに思おもいうかべたものをみんながいろんな質しつ問もんをしていって当あてる。フレッドはどんな質しつ問もんをされても、イエスかノーかでこたえないといけない。

　さっそく質しつ問もん攻こう撃げきがはじまって、フレッドが頭あたまに思おもいうかべたものがしだいに明あきらかになっていく──それはまず生いきた動どう物ぶつで、なかなか人ひとのいうことをきかず、性せい格かくは残ざん忍にんで、おこったり、うなったり、しゃべったりもして、ロンドンでくらしていて、通とおりを歩あるきまわるけれど、人ひとに綱つなをつけられてひっぱられることはなく、見み世せ物ものにされることもなく、動どう物ぶつ園えんにもいなくて、市いち場ばで食しょく用ようにされることもなく、馬うまでもなく、ラバでもなく、雌め牛うしでもなく、雄お牛うしでもなく、トラでもなく、犬いぬでもなく、ブタでもなく、ネコでもなく、クマでもない。

　新あらたな質しつ問もんをぶつけられるたびに、フレッドははじけたように笑わらいだし、からだまでくすぐったいような気き持もちになって思おもわずソファから立たちあがって、足あしをふみならした。ついには奥おくさんのふっくらした妹いもうとまでが同おなじ状じょう態たいになり、大おおきな声こえでいった。

「わかったわ。あなたが思おもいうかべているもの、もうわかったわよ」

「じゃあ、いってごらん」とフレッド。

「それは、あなたのおじさん、スクルージ」

　大だい正せい解かい。すごいすごいと、みんなはそろって感かん心しんしたが、なかには、もんくをいう人ひともいた。だったら、「それはクマベアー＊ですか？」ときかれたときは、「イエス」とこたえなきゃいけない、そうしたら、じぶんだって当あてられたのにと。

「いやはや、おじさんのおかげで、たっぷり楽たのしませてもらったね」とフレッド。「これで乾かん杯ぱいをしなかったら、申もうしわけない。ほら、ちょうど手てもとに食しょく後ごの甘あまいワインがある、これでおじさんの健けん康こうを祝しゅくして乾かん杯ぱいしよう。じゃあいうよ、スクルージおじさんに──」

「乾かん杯ぱい！」みんながいってグラスを合あわせた。
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「クリスマスおめでとう。どこでどうしているか知しらないけれど、とにかく新あたらしい年としが、おじさんにとってすばらしい一年ねんになりますように」フレッドがいった。「おじさんはぼくがそういってもすなおに受うけとらないだろうけど、いうだけはいっておくよ、スクルージおじさん」

　スクルージはいまではずいぶん陽よう気きになって、心こころも軽かるかったので、精せい霊れいが時じ間かんさえくれていたら、相あい手てが気きづかなくとも、おかえしに乾かん杯ぱいをし、感かん謝しゃの言こと葉ばをのべていただろう。けれどもフレッドが最さい後ごの言こと葉ばを口くちにしてすぐ、スクルージも精せい霊れいも、ふたたび旅たびの空そらに舞まいあがっていた。

　それからふたりは遠とおくまで行いき、行いく先さき々ざきで多おおくの家いえを訪たずねたのだけど、どこに行いっても幸しあわせな結けつ末まつが待まっていた。

　精せい霊れいがまくらもとに立たつと、病びょう人にんはとたんに元げん気きになり、苦くるしいことに耐たえている人ひと々びとのそばに立たつと、彼かれらはまた新あらたな希き望ぼうを胸むねに、さらにがんばろうとする。まずしい人ひとのそばに立たてば、とたんに裕ゆう福ふくになり、異い国こくの地ちでさみしい思おもいをしている人ひとのそばに立たてば、そこはいつのまにか故こ郷きょうに近ちかい場ば所しょになっている。救きゅう貧ひん院いん、病びょう院いん、刑けい務む所しょ、哀あわれな人ひと々びとを収しゅう容ようするさまざまな避ひ難なん所じょに足あしをむけ、つかのまの権けん威いをかさに着きた管かん理り者しゃが門もんをとざしさえしなければ、精せい霊れいはどこへでも入はいっていって祝しゅく福ふくし、スクルージにだいじなことを教おしえた。

　それにしても一夜やにしては、あまりに長ながい。スクルージにはとても一夜やのこととは思おもえなかった。数かず多おおくのクリスマスが、じぶんたちのたどってきた時じ間かんのなかにぎゅっと凝ぎょう縮しゅくされている気きがしていた。

　妙みょうなのはそればかりじゃなかった。スクルージの外がい見けんはまったく変かわらないのに、精せい霊れいのほうはどんどん年としをとり、見みるからに弱よわってきていた。スクルージはずいぶんまえからそれに気きづいていたけれど、なにも口くちにはしなかった。ところが、子こどもたちの十じゅう二に夜や祭まつりのパーティの場ばをあとにして、ひらけた場ば所しょに出でてくると、いっしょに立たっている精せい霊れいの髪かみがしらがになっている。それでスクルージはとうとうきいてみた。

「精せい霊れいの寿じゅ命みょうというのは、短みじかいのでしょうか？」

「この世よでは、わずかな時じ間かんしか生いきられない。今こん夜やじゅうに尽つきる」

「今こん夜やじゅう──ですか」スクルージはおどろいた。

「真ま夜よ中なかの十二時じに。ほらきこえてきた、まもなくおしまいだ」

　十一時じ四十五分ふんを知しらせる鐘かねが鳴なった。

「こんなことをおききして、気きを悪わるくされたら申もうしわけないんですが──」

　精せい霊れいの着きているローブを食くい入いるように見みて、スクルージがいった。

「そこから妙みょうなものが、精せい霊れいさまのおからだとはちがうものが、ローブのすそから飛とびだしているんです。なにかの足あしか、それとも爪つめでしょうか？」

「爪つめだろう。ほとんど肉にくはついていないはずだ」

　精せい霊れいは悲かなしげにこたえた。

「じゃあ、見みせてあげよう」

　ローブのひだのあいだから、ふたりの子こどもがすがたをあらわした。ぞっとするほどやつれ、脅おびえきった目めをして精せい霊れいの足あしもとにひざまずき、ローブにしがみついている。

「どうだ？　そら、よく見みてごらん」

　精せい霊れいが声こえをはりあげた。

　片かた方ほうは女おんなの子こで、もう片かた方ほうは男おとこの子こだった。黄きばんだ肌はだはあかだらけで、着きているものはぼろぼろ。飢うえがそうさせるのか、目めをぎゅっとしかめて、オオカミのように険けわしい表ひょう情じょうだ。いまにも飛とびかかってきそうに見みえて、そのじつ、おそれいって精せい霊れいの足あしもとにひれ伏ふしている。

　心こころある若わかい絵え描かきが子こどもを描えがけば、はちきれんばかりにふくらんだ頰ほおに、健けん康こうそのものの色いろつやをそえるだろう。それなのにこの子こたちは、いじわるい老ろう人じんのしなびた手てで、あちこちつねられ、ねじ曲まげられたあげくに、ぼろ布ぬののなかに押おしこまれたという感かんじだった。天てん使しの支し配はいする世せ界かいに入はいりこんで、うらみつらみのこもった目めであたりをねめつける悪あく魔まの子こといってもいい。

　人にん間げんというのは完かん全ぜんではないから、長ながい歴れき史しのあいだには、まちがったこともすれば、ひどいこともする。しかし、それにしたって、ここまでみじめで、おそろしげな子こどもを社しゃ会かいに生うみだしてしまった、その罪つみのふかさにくらべれば、どんな悪あく事じも罪つみは軽かるい。

　スクルージはぎょっとして、あとずさった。わざわざ見みせられたのだから、なんとかわいいお子こさんでしょうというべきだろう。けれども、そんな大おおうそをつくのはごめんだねというように、言こと葉ばがのどにつまって外そとへ出でていかなかった。

「精せい霊れいさまの子こどもですか」

　それだけいうのがやっとだった。

「人にん間げんの子こどもだ」

　精せい霊れいがいって、ふたりの子こを見みおろした。

「この子こたちの父ちち親おやから、どうにかしてやってくれと泣なく泣なくたのまれて、いまはこうしてわたしにしがみついている。男おとこの子この名なは〝シランプリ〟、女おんなの子この名なは〝ヨクバリ〟。

　この子こたちが日ひ々びどれだけ大おおきくなっていくか、気きをつけなくちゃいかん。とりわけ男おとこの子こには要よう注ちゅう意いだ。ほら、その額ひたいに、〝どうせ死しぬ〟と書かいていないか？　書かいてないとはいわせない」

　精せい霊れいは声こえをはりあげたあとで、街まちのほうを手てでしめした。

「おまえたち人にん間げんが書かいたんだ。じぶんたちにつごうがいいように、みんなでしめしあわせたつもりだろうが、とんでもない。最さい後ごに泣なきを見みるのはおまえたちだ」

「この子こたちには家いえもなく、食たべ物ものももらっていないんですね？」

　スクルージがなげくようにいった。

「他た人にんを苦くるしめる人にん間げんを入いれる監かん獄ごくは？」精せい霊れいはこれで最さい後ごとばかりに、スクルージの言こと葉ばを投なげかえしてやった。「救きゅう貧ひん院いんはなくなったのかね？」

　十二時じの鐘かねが鳴なった。

　スクルージは精せい霊れいをさがしてきょろきょろしたが、どこにもいなかった。最さい後ごの鐘かねの音おとがひびき、やがてその余よ韻いんだけが残のこると、スクルージはマーレイの予よ言げんを思おもいだした。目めをあげると、全ぜん身しんを布ぬのですっぽりおおい、頭あたまも頭ず巾きんでかくした、なにやら深しん刻こくそうな精せい霊れいがあらわれ、霧きりが地じ面めんをすべっていくように、こちらへすうっと近ちかづいてきた。






＊ベアー…動どう物ぶつの「クマ」の他ほかに、「いじわる」という意い味みもある。
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　　　　〈未み来らいのクリスマス〉の精せい霊れい







　精せい霊れいは威い厳げんをただよわせながら、しずしずとやってくる。そばまでくると、スクルージはがくんとかたほうのひざをついた。どうやらこの精せい霊れいは歩あるきながら、あたりに闇やみと、えたいの知しれない重おもたい気きをばらまいているようだった。

　全ぜん身しんを漆しっ黒こくの布ぬのでおおっていて、頭あたまも顔かおもかくし、体たい形けいもわからない。ただひとつ見みせているのは、外そとにむかってすっとのばした一本ぽんの腕うでだけだった。それがなかったら、夜よるのなかにまぎれて、あたりの闇やみとまったく区く別べつがつかなかっただろう。

　すぐそばまで来くると、思おもった以い上じょうに背せが高たかく、どうどうとした感かんじがあった。実じっ体たいがわからないために、なんともいえないおそろしさが胸むねにじわじわとたまってくる。とにかく相あい手てはしゃべらず、なんのしぐさも見みせないので、スクルージにはそれ以い上じょうなにもわからなかった。
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「〈未み来らいのクリスマス〉の精せい霊れいさまですね」スクルージはいった。

　精せい霊れいはなにもこたえず、ただ片かた手てで前ぜん方ぽうをさししめす。

「まだ起おきてはいないけれど、この先さきの未み来らいで起おきることを見みせてくださろうというのでしょう」スクルージはしつこくせまる。「そうですよね、精せい霊れいさま」

　全ぜん体たいをおおった黒くろ布ぬのの、上うえのほうがクシュッとちぢまったところを見みると、どうやら相あい手てはうなずいたらしく、これが唯ゆい一いつのこたえだった。

　これまでふたりの精せい霊れいとつきあってきたから、むやみやたらに恐おそれなくていいとはわかっていたけれど、この物ものいわぬ、謎なぞめいた精せい霊れいはとにかくおそろしく、あとをついていこうにも足あしがぶるぶるふるえて、立たっているのもおぼつかない。

　精せい霊れいはそんなスクルージのようすがわかったようで、しばらく足あしをとめて回かい復ふくを待まっている。

　ところがそれは逆ぎゃく効こう果かで、スクルージはますますおそろしくなってしまった。黒くろい布ぬのをかぶっていながらも、精せい霊れいの目めはちゃんとこちらを見みているのだとわかって、背せ筋すじがふるえた。スクルージもまた黒こく衣いの奥おくを透すかし見みようと、精せいいっぱい目めをこらすのだけれど、ぼうっとうかびあがる手てと、ぬっとそびえる黒くろい山やまのようなかげしか見みえなかった。

「未み来らいの精せい霊れいさま」強つよい調ちょう子しでスクルージがいう。「これまでお会あいしたどの精せい霊れいさまより、わたしはあなたがおそろしいです。でもわたしのためを思おもって来きてくださったのですよね。わたしは心こころをあらためて、人じん生せいをやりなおしたい。だから、どこへでも、ありがたくついていきますよ。わたしと話はなしはしてくださらなくても」

　こういってもなにもこたえず、精せい霊れいは前ぜん方ぽうをまっすぐ指ゆびさした。

「わかりました、先さきを急いそぎましょう」とスクルージ。「夜よるはあっというまに明あけてしまいます。一いっ刻こく一いっ刻こくが貴き重ちょうなことは、わたしにもわかっています。さあ、精せい霊れいさま、どうぞ先さきへ」

　精せい霊れいは近ちかづいてきたときと同おなじように、スクルージからはなれていった。スクルージは精せい霊れいの黒こく衣いのすそを踏ふみそうになるぐらい、あとにぴったりくっついていった。そうすれば、いつしか目もく的てきの場ば所しょにつくだろうと思おもって。







　　　　クリスマスの葬そう式しき







　街まちに入はいったというより、いきなり街まちが立たちあがって、ふたりを包つつんだという感かんじだった。かといって屋おく外がいではなく、取とり引ひき所じょのどまんなかにふたりは立たっていた。ポケットに入いれた小こ銭ぜにをチャラチャラいわせて、商しょう人にんたちがあわただしく行いき来きし、ところどころでかたまって話はなしをしたり、腕うで時ど計けいをちらちら見みたり、りっぱな金きんのはんこをいじくりながら、なにか考かんがえこんだりしていた。どれもスクルージがよく見みかける顔かおだった。

　精せい霊れいは、数すう人にんの男おとこたちがかたまっているそばまで行いって足あしをとめた。精せい霊れいの手てが男おとこたちを指ゆびさしているのを見みて、スクルージはなにを話はなしているのかきこうと、近ちかづいていった。

「ちがうよ」でっぷり太ふとってあごの大おおきな男おとこがいった。「いずれにしろ、わたしはよく知しらない。死しんだってこと以い外がいはね」

「いつ死しんだんだい？」べつの男おとこがきいた。

「ゆうべらしい」

「いったい、なにが悪わるかったんだろう」三人にん目めがきき、かぎタバコの入はいったばかでかい箱はこから、大たい量りょうのタバコを取とりだした。「殺ころしても死しなないと思おもっていたのに」

「わからないもんだよな」最さい初しょの男おとこがいって、あくびをした。

「金かねはどうなったんだろう」赤あから顔がおの紳しん士しがいった。この人ひとは鼻はなの先さきにこぶがくっついていて、雄おすの七しち面めん鳥ちょうの肉にく垂だれみたいにゆれている。

「さあ、それはきかなかった」あごの大おおきな男おとこがいって、またあくびをした。「たぶん、会かい社しゃに残のこしたんじゃないかな。わたしには残のこしていない。それだけはたしかだよ」

　この軽かる口くちには、みんながそろって笑わらった。

「葬そう儀ぎだって、金かねをケチりそうだ」また最さい初しょの男おとこがいう。「まあまちがいなく、葬そう儀ぎに行いこうなんてやつはいないだろうがね。人ひと助だすけだと思おもって、わたしらで行いってやろうか」

「昼ちゅう食しょく付つきなら、行いってやってもいい」鼻はなにこぶのある紳しん士しがいった。「だがそうじゃないなら、行いかない」

　また笑わらいが起おきた。

「そうか、じゃあ、まったく欲よくがないのは、わたしだけか。葬そう儀ぎに出でるともらえる黒くろ手て袋ぶくろもほしくないし、昼ちゅう食しょくもいらない。だが、だれかほかに行いくというなら、行いってもいいかな。考かんがえてみれば、まったくかかわりがなかったわけでもないんだ。顔かおを合あわせれば、よく立たちどまって話はなしをした。まあ、あいさつに毛けが生はえた程てい度どだけどね」

　それからみんなぶらぶらと歩あるいていって、めいめいべつの集しゅう団だんにくわわった。スクルージはこの三人にんを知しっていたけれど、いまの会かい話わから、いったいなにが学まなべるのかわからない。教おしえてもらおうと精せい霊れいに顔かおをむけた。

　すると精せい霊れいは一本ぽんの通とおりにすべり出でて、そこで話はなしをしているふたりを指ゆびさした。なるほど、あのふたりの話はなしをきけばわかるのかと、スクルージはまた耳みみをかたむけた。
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　このふたりもスクルージは知しっていた。いや、知しるも知しらないもなく、実じつ業ぎょう界かいでは有ゆう名めいな人じん物ぶつだった。非ひ常じょうに裕ゆう福ふくで、大おおきな影えい響きょう力りょくを持もっている。この人ひとたちのまえでは、少すこしでもじぶんをよく見みせようと、スクルージはいつも心こころをくだいていた。もちろん、完かん全ぜんに仕し事ごとのためで、そうでなかったら見みむきもしないだろう。

「やあ、やあ」ひとりがいった。

「どうも、どうも」もうひとりも言こと葉ばをかえした。

「欲よくのかたまりのようなあの男おとこも、とうとう寿じゅ命みょうが尽つきましたな」

「そうですってね。しかしさむい」

「クリスマスの時じ季きはこんなもんですよ。おたくはスケートはやらないんでしたっけ？」

「ええ、いろいろといそがしくて。じゃあ、また」

　それで終おわり。せっかく会あったのに、ろくに話はなしもせず、はい、さようなら。

　こんなそっけない会かい話わになんの意い味みがあるのかと、最さい初しょスクルージはおどろいた。それでもきっとなにかかくれた意い味みがあるのだろう、その意い味みをさぐってやろうと心こころをきめた。

　彼かれらの話はなしていた葬そう儀ぎというのは、マーレイのものだろうか……。でもそれは過か去このことであって、この精せい霊れいは未み来らいを見みせてくれるはずだった。いま見みてきた人ひとたちは、じぶんと深ふかいかかわりはなく、彼かれらからなにか教きょう訓くんを学まなべるとも思おもえなかった。それでも、すぐにはわからない意い味みがきっとあって、それさえわかれば、じぶんは人にん間げんとして成せい長ちょうできるのだという思おもいはしていた。

　とにかく、耳みみにした言こと葉ばのひとつひとつをふかく胸むねにきざんで、そのうちじぶんが登とう場じょうしたら、いったいどんな人にん間げんになっているか、しっかり見み届とどけよう。精せい霊れいに導みちびかれて、こんな旅たびをしているのはなぜか。未み来らいのじぶんを見みれば、その謎なぞもあっさりとけるものとスクルージは期き待たいしていた。

　スクルージはじぶんのすがたがないか、目めをきょろきょろさせた。しかし、いつもじぶんがいる片かた隅すみには、べつの男おとこが立たっている。時と計けいを見みれば、たしかにこの時じ間かん、スクルージはこの取とり引ひき所じょにいるはずなのだが、玄げん関かんポーチから流ながれこんでくる、おびただしい数かずの群ぐん衆しゅうのなかをいくらさがしても、じぶんに似にた人にん間げんはいなかった。それでもスクルージはあまりおどろかなかった。なぜって、スクルージの頭あたまのなかでは、早はやくも生いき方かたが変かわりはじめていて、その結けっ果か、じぶんは別べつ人じんのように変かわって、以い前ぜんとはちがう場ば所しょにいるのだろうと思おもったからだ。

　ひっそりと暗くらいなか、気きがつけばスクルージのすぐとなりに精せい霊れいが腕うでをのばして立たっていた。その手ての角かく度どや、じぶんとの位い置ち関かん係けいからすると、精せい霊れいは黒くろ布ぬのの奥おくからじっとじぶんを見みすかしていたとしか思おもえない。スクルージの背せ筋すじがふるえ、ぞくぞくとさむくなった。

　そのあとふたりは、にぎわう一いっ角かくをあとにして、人ひと目めにつかない街まちの奥おくまった部ぶ分ぶんへと入はいっていった。スクルージは一いち度ども足あしを踏ふみいれたことはなかったが、どういうところかは知しっていて、悪わるいうわさもきいていた。

　通とおりは狭せま苦くるしく不ふ潔けつで、居いならぶ家いえも店みせもみすぼらしいことこのうえなく、住じゅう人にんは半はん裸らだったり、よっぱらっていたりと、だらしなく、見み苦ぐるしいばかりだった。どこの路ろ地じもアーチ道みちも、集しゅう結けつした汚お水すいだめさながらに、悪あく臭しゅう、糞ふん尿にょう、下げ水すいなど、ありとあらゆる不ふ快かいなものを、でたらめにのびる通とおりへとたれ流ながしている。そのあたり一いっ帯たいは犯はん罪ざいが多た発はつし、落おちるところまで落おちた人ひと々びとが貧ひん苦くのなかでくらしていた。

　この悪あく名めい高たかい街まちの奥おくの、かたむいたひさしの下したに、見みるからにあやしげな古ふる物もの屋やがあって、鉄てつ、古ふる布ぬの、ビン、骨ほね、くず肉にくなどを買かい取とっていた。さびた鍵かぎ、釘くぎ、いす、ちょうつがい、やすり、はかり、おもり、鉄てつくずなど、さまざまなものが店みせ先さきに山やま積づみになっている。けばけばしいぼろ布ぬのの山やま、くさりかけた脂あぶら身みのかたまり、墓はかでもないのに積つまれた骨ほねなどなど。どこをどう流ながれてここへたどりついたのか、考かんがえただけでぞっとして、そんな事じ情じょうは知しらずにいたいと思おもうようなものばかりだった。

　そういった商しょう品ひんのなかに埋うもれるようにして、しらが頭あたまの老ろう人じんが、古ふるれんがでつくった木もく炭たんストーブのかたわらにすわっている。七十に手てがとどこうかという年とし格かっ好こうで、ひとくせもふたくせもありそうな顔かおをしている。店みせ先さきに渡わたした一本ぽんのひもに、さまざまなぼろ布ぬのがつるしてあって、それがカーテンがわりとなって寒かん風ぷうを防ふせぐなか、老ろう人じんはご隠いん居きょさんの気き楽らくさで、のんびりパイプを吹ふかしている。

　スクルージと精せい霊れいがこの店みせのまえにやってきたとき、ちょうど重おもたそうな荷に物もつを持もった女おんながひとり、こそこそとやってきた。その女おんなが店みせに入はいりきらないうちに、またべつの女おんなが同おなじように荷に物もつをかかえてやってきて、そのすぐうしろに色いろあせた黒くろい服ふくの男おとこが、同おなじようにこそこそつづいた。ばったり鉢はち合あわせたことに、店てん主しゅもまじえて四人にんともびっくりし、しばらく口くちをとざしていたけれど、みんな同おなじ目もく的てきでここにやってきたのに気きづくと、三人にんがそろって笑わらい声ごえをあげた。

「そいじゃまあ、どんな仕し事ごとも引ひき受うける、なんでも屋やのあたしから、入はいらせてもらうとするよ」最さい初しょにやってきた女おんなが声こえをはりあげた。「洗せん濯たく屋やさん、あんたは二番ばん目め。葬そう儀ぎ屋やさんは三番ばん目めと、ひとりずつ用ようをすませようじゃないか。ごらんよ、ジョーのだんな、すごい偶ぐう然ぜんがあったもんだ。しめしあわせたわけじゃないんだよ」

「願ねがってもない場ば所しょで出で会あったじゃないか」パイプを口くちからぬいてジョーがいった。「まあ、客きゃく間まにあがってくれ。あんたはもうずいぶんむかしから、かってに出で入いりしているだろ。ほかのふたりだって、まったくはじめてってわけじゃない。いま戸とをしめてくるから、待まっといで。うへっ、こりゃまた、いやにきしむな。ここまでさびついたちょうつがいは、この店みせにだっておいちゃいない。わしの骨ほねぐらい古ふるびた骨ほねもおいちゃいないがね。わっはっは。どっちが古ふるいか、いい勝しょう負ぶだ。どっちも古ふる物もの屋やになるために生うまれてきたようなもんだ。さあさ、みんな客きゃく間まへお入はいり、えんりょはいらんよ」

　客きゃく間まというのは、ぼろ布ぬのの幕まくで仕し切きられたひとすみだった。老ろう人じんは階かい段だんのじゅうたんをおさえる金きん属ぞく棒ぼうの古ふるくなったもので火ひをかきたて、夜よるだったので、すすけたランプの芯しんのすすをパイプの柄えでこそげおとしてから、またパイプを口くちにくわえた。

　そうしているあいだに、いいたいことをいった女おんなは荷に物もつをどんっと床ゆかにおき、これみよがしの慣なれた態たい度どで丸まるいすに腰こしをおろした。ひざの上うえで腕うでを組くみ、たまたまかちあった、ほかのふたりを挑ちょう戦せん的てきな目めでにらみつけている。

「びくびくしなくたっていいんだよ、ディルバーのおかみさん」女おんながいった。「だれだって、食くっていくには手てを汚よごさなきゃいけないんだよ。その点てん、ジョーのだんなはたいしたもんさ」

「そのとおりだね」洗せん濯たくを仕し事ごとにしているディルバーのおかみさんがいった。「たいしたもんよ」

「じゃあ、なんだってじろじろ見みてんだよ。こわいものでも見みるみたいにさ。うぶな女おんなじゃあるまいし、みんなたたけばほこりの出でる身みだ。あらさがしはやめようじゃないか」

「わかった」ディルバーのおかみさんと葬そう儀ぎ屋やの男おとこも賛さん成せいした。「まったくそのとおりだ」

「そうこなくっちゃ」女おんなが大おお声ごえでいった。「こまごまとしたもんをちょこっと失しっ敬けいしたからって、だれがこまるっていうんだい？　死し人にんにはもう用よう無なしだろうが？」

「それもそうだね」ディルバーのおかみさんがいってゲラゲラ笑わらった。

「死しんだあともとっときたいっていうんなら、生いきてるときに、もう少すこしすなおになりゃよかったんだ。そうすりゃあ、死しに神がみさんにとりつかれたときだって、だれかが面めん倒どうを見みてくれて、ひとりさみしく最さい後ごの息いきをひきとることもなかった」

「なるほど、それをきいたら、胸むねのつかえがすうっとおりた。天てん罰ばつが下くだったって思おもえばいいんだね」

「その罰ばつがもう少すこし重おもければよかったと思おもってさ」女おんながいった。「それであたしが、やつのものをいくらか失しっ敬けいしてきてやったと、そういうわけさ。ねえ、ジョーのだんな、その包つつみをあけとくれよ。でもって、どのぐらいの値ねがつくか知しりたいんだ。ざっくばらんにいってくれて、けっこう。というわけで、あたしがいちばん乗のりでお願ねがいするよ。ふん、見みられたってかまうもんか。だれだって、なんとかして食くいつないでいかなきゃしょうがないんだ。そんなことは、ここへ足あしをむけるまえから、みんないやっていうほどわかってるさ。悪わるいことなんか、ひとっつもない。さあ、ジョーのだんな、やっとくれ」

　しかし、そういわれてすなおにひきさがったら、男おとこがすたると思おもったのか、色いろあせた黒くろい服ふくを着きた男おとこが進すすみでて、じぶんが先さきに品しな物ものの値ね踏ぶみをしてもらおうといいだし、盗ぬすんできたものを広ひろげてみせた。

　たいしたものはなかった。はんこがひとつ、ふたつ。筆ふで箱ばこがひとつ、カフスボタンがひと組くみに、安やすっぽいブローチがひとつ。それでぜんぶだった。ジョーはひとつひとつ、とっくりと観かん察さつして値ね段だんをつけ、金きん額がくを壁かべにチョークで書かきつけていった。すべての品しな物ものに値ね段だんがつくと、それを合ごう計けいする。

「これで、ぜんぶ買かい取とろう」ジョーがいう。「これに六ペンス上うわ乗のせしてくれなんていって、わしをおこらせなければの話はなしだが。つぎはだれだ？」

　ディルバーのおかみさんが進すすみでて、荷に物もつを広ひろげた。シーツやタオルが数すう枚まいずつ、ちょっとくたびれた服ふく、古ふるびた銀ぎんの茶ちゃさじ、それにブーツが数すう足そく。これらについても、先さきほどと同おなじように値ね段だんがつけられ、金きん額がくが壁かべに記しるされた。

「わしゃ、ご婦ふ人じんには甘あまくてね。そのせいで、身みをほろぼしたわけなんだが」ジョーはいう。「さあ、この金きん額がくでひきとろう。あともう少すこしなんて、面めん倒どうなことをいうようなら、太ふとっ腹ぱらな値ね段だんはひっこめて、半はんクラウン引ひいちまうぞ」

「じゃあ、ジョーのだんな、あたしの包つつみをあけとくれよ」最さい初しょの女おんながいった。

　ジョーは仕し事ごとがしやすいように床ゆかにひざをついて、包つつみをあけにかかった。たくさんの結むすび目めをひとつひとつほどいたところで、黒くろっぽい布ぬのをロール状じょうに丸まるめたものをひっぱりだした。

「こりゃなんだい」とジョー。「ベッドのカーテンかな」

「当あたり」女おんなはゲラゲラ笑わらって、腕うでを組くんだまま身みをのりだした。「ベッド・カーテン」

「まさか、死し人にんの横よこたわっているベッドから、金かな具ぐもひっくるめて、ぜんぶはずしたっていうのかい？」

「そうだよ。とうぜんだろう」女おんながこたえた。

「たいしたもんだ。将しょう来らい大おお金がね持もちになるうつわだよ」

「あんなやつのこと、気きにすることはないじゃないか。手てをのばせば、なんでもじぶんのものになるってときに、手てを出ださないやつがあるかい」女おんなは冷ひややかにいった。「おっと、ジョーのだんな、毛もう布ふに油あぶらのしみをつけないでおくれよ」

「これもやつの毛もう布ふか？」

「ほかにだれがいるんだい？　べつにこれがなきゃ、風邪かぜをひくってこともない」

「ひょっとして、伝でん染せん病びょうかなんかで、死しんだんじゃないだろうね？」ジョーははっと手てをとめて、顔かおをあげた。

「だいじょうぶだって。もしそんなんだったら、毛もう布ふなんかほしがって、そばをうろつきゃしないよ。ああ、それから、そのシャツはいくらしゃかりきになってさがしても、穴あなひとつあいちゃいないし、すりきれてるところもないよ。やつが持もってるなかで、とっておきの上じょう物ものだ。あたしがいなかったら、むだになるところだった」

「むだになるとは、どういうことだ？」ジョーがきいた。

「きっと着きせたまま、土つちに葬ほうむったろうからさ」女おんなは笑わらいながらいった。「そういうもったいないことをするやつがいるんだよ。だからあたしがぬがして、かわりにキャラコ＊を巻まいといてやった。そういうときこそ、ああいう布ぬのの出で番ばんだよ。死し体たいにはぴったりだ。悪あく人にんづらがいっそう引ひき立たつというもんだよ」

　こういう会かい話わをスクルージはぎょっとしてきいていた。盗とう品ひんをかこんで集あつまった人にん間げんが、うす暗ぐらいランプに照てらされてうかびあがる、その光こう景けいを、おぞましさに胸むねをむかつかせながら見みていた。悪あく魔またちが死し体たいそのものを売ばい買ばいしている場ば面めんに居い合あわせても、ここまでぞっとはしないだろう。

「笑わらいがとまらないよ」同おなじ女おんなが声こえをあげて笑わらった。ジョーはやわらかなフランネルの巾きん着ちゃくから金かねを出だして床ゆかにならべながら、それぞれに渡わたす金かねを数かぞえている。「だってそうじゃないか。生いきているときには、いつもおっかない顔かおして、他た人にんをよせつけなかったのに、死しんだとたんに、あたしたちに恵めぐんでくれるとはね。あはははは」

「精せい霊れいさま」スクルージが全ぜん身しんぶるぶるふるえながらいった。「もうよくわかりました。不ふ幸こうなまま死しんだ男おとこ。一いっ歩ぽまちがえれば、わたしもああなっていたかもしれない。うわっ、こりゃなんだ」

　スクルージはぎょっとして、あとずさった。いきなりあたりの様よう子すが変かわって、目めのまえの、手てがふれそうなところにベッドがある。カーテンのない、むきだしのベッド。ぼろぼろのシーツの下したに、布ぬのでまかれたものが横よこたわっている。口くちはきけないが、そうやって物ものいわぬまま横よこたわっていることで、じぶんは死しんでいると主しゅ張ちょうしているようだった。

　へやはとても暗くらく、ものをはっきり見み分わけることはできない。それでもスクルージはやむにやまれぬ思おもいで、あたりをみまわし、そこがどういう場ば所しょなのか、たしかめようとする。ほのかな光ひかりが外そとからさしこんで、ベッドにまっすぐ落おちていた。ベッドの上うえには、身みぐるみはがれ、だれひとり見みむきもせず、泣なく者ものも、世せ話わする者ものもない、死し体たいがひとつ。

　スクルージは精せい霊れいにちらりと目めをむけた。精せい霊れいの手ては死し体たいの頭あたまをさしている。顔かおにはぞんざいに布ぬのがかかっていて、わずかでもそれが頭あたまをあげたら、あるいはスクルージが指ゆびでそっとふれれば、それだけでするりと落おちそうだった。顔かおを見みるのは簡かん単たんだとスクルージは思おもい、じっさい、見みたくてたまらない。それなのに、はずせない。じぶんの脇わきから精せい霊れいを追おいやれないのと同おなじに。

　ああ、血ちもなみだもない死しに神がみよ。死しの儀ぎ式しきをはじめるがよい。死し者しゃのあつかいはそなたにまかされているゆえ、いかに残ざん虐ぎゃくなことをしようと、はたからもんくをいわれるすじあいはない。しかし、生いきているあいだに人ひとから愛あいされ、あがめられ、気け高だかき行おこないをした死し者しゃは、その髪かみ一本ぽんたりとも、おろそかにあつかうことはゆるされぬ。いまでこそ、その手ては力ちから無なくたれさがり、心しんの臓ぞうもとまっている。だが、かつてその手ては、弱よわき者ものの力ちからになろうと、いつでもさしのべられ、熱あつい血ち潮しおの流ながれる心しん臓ぞうは、他た人にんの苦くるしみをわがことのように感かんじて脈みゃく打うっていたのだ。死しに神がみよ、好すきなだけ死し者しゃを打うてばいい、打うって打うって打うちまくれ。そうして破やぶれた傷きず口ぐちを見みるがいい。そこからしみだすものこそ、その者ものが生せい前ぜんになした心こころやさしき行おこない。それだけはけっして死しぬことなく、思おもいやりの種たねとなり、未み来らい永えい劫ごうこの世よをめぐりつづけるのだ。

　しゃべっている者ものなど、どこにもいない。それなのに、ベッドの上うえに見み入いっているスクルージの耳みみには、たしかにそういう言こと葉ばがきこえてきた。

　もしこの男おとこがいま起おきあがったら、最さい初しょになにを思おもうだろう。貸かした金かねはどうなった？　あの野や郎ろう、とことんしぼりとってやる。金かねのことが心しん配ぱいでおちおち寝ねちゃあいられない。

　そんなことばかり思おもって生いきてきた、その結けっ果かがこれだ。

　その男おとこはたったひとりで、がらんとしたへやに寝ねていた。男おとこでも、女おんなでも、子こどもでもいて、このおじさんから、こんなやさしい言こと葉ばをかけてもらったことがあるんだよ、だからぼくも人ひとにやさしくしようと思おもうんだ、などとまくらもとで話はなすこともない。

　ネコが一匹ぴき、ドアをガリガリやっていて、暖だん炉ろの灰はい受うけ石いしの下したでネズミがぐちゃぐちゃものをかんでいる。ネコもネズミも、死し者しゃの家いえに、いったいなんの用ようがあるのか。なにがしたくてそんなにうずうずしているのか。スクルージはおそろしくて考かんがえたくなかった。

「精せい霊れいさま。ここはおそろしいところでございます。学まなんだことはけっしてわすれませんから、どうぞつぎの場ば所しょへ、お願ねがいします」

　それでも精せい霊れいの指ゆびは死し体たいの頭あたまをさしたまま動うごかない。

「おっしゃりたいことはわかります」スクルージはいった。「できることなら、やりますよ。でもできないんです。その力ちからがない」

　ここでもまた、精せい霊れいがじぶんをじっと見みているような気きがした。

「人ひとひとりが死しんだっていうのに、これじゃあ、あんまりだ。この男おとこの死しによって胸むねがいっぱいになる人にん間げんがきっといる。そういう人ひとのところへ連つれていってください。お願ねがいです、精せい霊れいさま」

　精せい霊れいの黒こく衣いがまるで翼つばさを広ひろげるように、一いっ瞬しゅんぱっとひらき、それからまたとじられた。そのとたん、日ひざしのさしこむへやがあらわれた。なかに、母はは親おやと子こどもたちがいる。

　母はは親おやはそわそわしながら、だれかの帰かえりを待まちわびているようすで、へやのなかを行いったり来きたりしながら、ちょっとした物もの音おとにもはっとし、ちょこちょこ窓まどの外そとをのぞきに行いったり、掛かけ時ど計けいにちらちら目めをやったりしている。これじゃいけないと、針はり仕し事ごとに専せん念ねんしようとするものの、それができず、遊あそんでいる子こどもたちの声こえにも神しん経けいがきりきりしてしまう。

　そしてとうとう、ノックの音おとがした。妻つまは急いそいで玄げん関かんに駆かけていって、夫おっとを出で迎むかえた。心しん労ろうが重かさなってすっかりやつれているが、夫おっとはまだ若わかい。その顔かおにいま、なんともいえない表ひょう情じょうがうかんでいる。すなおにうれしい。だがそう感かんじるじぶんがはずかしく、よろこんでいると思おもわれないよう、必ひっ死しにおさえている顔かおだった。

　夫おっとがテーブルについた。帰かえってすぐ食たべられるよう、食しょく事じは暖だん炉ろのそばであたためてあった。長ながい沈ちん黙もくのあと、「どうだったの？」と妻つまがきいた。夫おっとはどうこたえていいものか、とまどっているようだった。

「いいか、悪わるいか、でこたえたら？」妻つまが助たすけ船ぶねを出だした。

「悪わるい」夫おっとがこたえた。

「じゃあ、うちはもうおしまいね」

「いいや。絶ぜつ望ぼうすることはないんだよ、キャロライン」

「あの人ひとがもう少すこし待まつといったなら、でしょ？」妻つまがおどろいた。「そんな奇き跡せきが起おきるなら、だれだって絶ぜつ望ぼうなんかしないわ」

「もう少すこし待まつことはできない。あの人ひとは死しんだんだ」

　妻つまはわきまえのある人ひとだったから、顔かおをぱっと輝かがやかせるようなことはしない。それでも心こころのなかでは、これで助たすかったと思おもい、じっさい両りょう手てを組くみ合あわせてそう口くちにし、そのあとですぐ、どうかおゆるしをと祈いのった。人にん間げんとしてはずかしいことを口くちにして後こう悔かいしたけれども、はずむ心こころはどうしようもなかった。

「半はん分ぶんよっぱらったような女おんなが応おう対たいに出でたって、きのうの夜よる、きみに話はなしただろう。あと一週しゅう間かん待まってもらおうと、あの人ひとに会あいに行いったところ、いまはぐあいが悪わるくてむりだといわれた。てっきり、門もん前ぜんばらいを食くわせる口こう実じつだと思おもっていたけど、ほんとうだったんだ。ぐあいが悪わるいどころか、あのときにはもう死しにかけていたんだ」

「わたしたちの借しゃっ金きんはだれが取とり立たてることになるのかしら？」

「わからない。だけど、新あらたな人にん間げんが取とり立たてに来くるころには、こっちだって用よう意いがととのうさ。そうでなくたって、だいじょうぶ。まさかこんどの人ひとも、あの男おとこみたいに血ちもなみだもない人にん間げんだとしたら、ぼくらはよっぽど運うんが悪わるいってことだ。心こころも軽かるくなったことだし、きっと今こん夜やは安あん心しんして眠ねむれるよ、キャロライン」

　そのとおりだった。夫ふう婦ふの心こころが軽かるくなったばかりか、わけがわからないなりにも親おやのもとに集あつまって、しゅんとしていた子こどもたちの顔かおまで、ぐっと明あかるくなった。あの男おとこが死しんだおかげで、一いっ家かは幸しあわせになったのだ。たしかにみんなの胸むねはいっぱいになった。大おおきなよろこびで。

「精せい霊れいさま、どうか人ひとの死しを悲かなしむ場ば面めんを見みせてください。でないと、あの暗くらい一いっ室しつがわたしの心こころから永えい遠えんに消きえません」

　精せい霊れいはスクルージにもなじみの通とおりを進すすんでいく。スクルージはあちらこちらに目めを走はしらせて、じぶんらしい人にん間げんのすがたがないかさがすものの、どこにも見みえなかった。ふたりは以い前ぜんにも訪たずねたボブ・クラチェットの家いえに入はいっていった──こんどはそこに母はは親おやと子こどもたちが火ひをかこんですわっていた。

　しんと静しずまっている。このあいだはさわがしかった幼おさない子こたちがへやのひとすみに置おき物もののようにじっとしていて、本ほんを読よみきかせているピーターの顔かおを見みあげていた。母はは親おやと娘むすめたちはせっせと針はり仕し事ごとをしている。こちらもまた、しんと押おしだまっている。

「それからイエスは、ひとりの子こどもを連つれて来きて、彼かれらのまんなかに立たたせ──」

　いまの言こと葉ばはどこからきこえてきたのか。空そら耳みみではない。きっとピーターが本ほんを読よんでいる声こえだと思おもいながら、精せい霊れいといっしょにスクルージは家いえのなかへ入はいっていく。ところが、いつまでたってもピーターがその先さきを読よまないのはどうしてだろう。

　母はは親おやがテーブルの上うえに針はりと布ぬのをおき、片かた手てで目めをこする。

「黒くろい布ぬのは、目めがつかれるわね」

　色いろは黒くろ。ああ、かわいそうにティムぼうやは亡なくなったんだ。

「ああ、少すこしよくなったわ」母はは親おやがいった。「ろうそくのうす暗ぐらいあかりだと、よけいに目めがしょぼしょぼするんだわ。帰かえってきたお父とうさんに、しょぼしょぼした目めなんかぜったい見みせられない。そろそろ帰かえってくる時じ間かんだわ」

「いや、もうとっくに帰かえってきていい時じ間かんだよ」ピーターがいって本ほんをパタンととじた。

「いつもとちがって、足あしどりも重おもいんじゃないかな。ここ数すう晩ばんは」

　ふたたびみんなが押おしだまった。ようやく母はは親おやが口くちをひらき、精せいいっぱい陽よう気きな声こえでしゃべりだしたが、とちゅう一度どだけ言こと葉ばがとぎれてしまった。

「お父とうさん、よくさっそうと歩あるいていたわよね、ほら……。ほら、ティムぼうやを肩かたにのせて、ほとんど走はしっていた」

「うん、そうだったね。いっつもそうだった」ピーターがいった。

　そうだよ、そうだよと、家いえじゅうのみんながいった。

「だけど、あの子こはとっても軽かるかったから」母はは親おやはふたたび針はり仕し事ごとに集しゅう中ちゅうする。「それにお父とうさん、すごくかわいがっていたから。だから走はしったってへっちゃらだったのよ。ほら、そんなことをいっているうちに、帰かえってきたわよ」

　妻つまは夫おっとを出で迎むかえに急いそいで玄げん関かんに出でていった。小こ柄がらなボブがマフラー──かわいそうに、こんなときにもまだ同おなじものを巻まいている──をたらして帰かえってきた。ボブ用ように、お茶ちゃが炉ろだなであたたまっていて、みんながわれ先さきに、お父とうさんに持もっていこうとする。それから幼おさないふたりの子こがひざをついて、お父とうさんの顔かおにほっぺをくっつけた。お父とうさん、心しん配ぱいないよ、もう悲かなしまないでというように。

　家か族ぞくのまえでボブは陽よう気きな顔かおをくずさず、みんなに愛あい想そよく話はなしかけた。テーブルの上うえにある縫ぬい物ものを見みて、もうここまでできたのか、すばらしいじゃないかと、奥おくさんと娘むすめたちをほめた。このぶんだと日にち曜よう日びよりずっとまえにできあがるだろうとボブはいった。

「日にち曜よう日び。それじゃあ、今日きょう見みてきてくださったのね」

「ああ、そうだ。おまえもいっしょに行いけばよかった。緑みどりの豊ゆたかなところでね。これからちょくちょく見みることになる。あの子こに約やく束そくしたんだ、毎まい週しゅう日にち曜よう日びにそこを散さん歩ぽするってね。かわいい、かわいいあの子ことね」ボブがとつぜん泣なきだした。

　どうにもがまんができなかった。ここでがまんができるようなら、父ちち親おやじゃない。

　ボブはみんなのいるへやを出でて二階かいにあがった。そこのへやは明あかるく火ひがともっていて、クリスマスの飾かざり付つけがしてあった。ティムの横よこたわっているすぐそばにいすがおいてあって、ついさっきまでそこにだれかがすわっていたらしい。かわいそうに、ボブはそこにすわり、ちょっと考かんがえて気き持もちをしゃんとさせてから、小ちいさな顔かおにキスをした。どうしようもないことなんだと、じぶんの気き持もちに折おり合あいをつけてから、ふたたび陽よう気きな顔かおをつくって下したにおりていった。

　家か族ぞくは火ひのそばに集あつまって話はなしをしたが、そのときも母ははと娘むすめは縫ぬい物ものを手てからはなさなかった。ボブはそこでスクルージの甥おいっ子こに会あった話はなしをする。

「ふだんはめったに会あわないんだけれど、あの日ひ、通とおりで顔かおを合あわせて、こちらがちょっと落おちこんでいるのを見みて、なにがあったのかきいてきた。で、事じ情じょうを話はなしたんだ。だってすごく感かんじのいい人ひとだからね。そうしたら、『ご愁しゅう傷しょうさまでした、クラチェットさん。あのよくできた奥おくさんにも、心こころからおくやみを申もうしあげます』といってくださってね。どうして知しっているんだろうね」

「知しっているってなにが？」

「奥おくさんがよくできてるって」ボブがこたえた。

「みんな知しってるさ」とピーター。

「いいことをいう、さすがわが息むす子こだ」ボブがいった。「きっとピーターのいうとおりだ。で、『よくできた奥おくさんにも、心こころからおくやみを申もうしあげます』といってくれて、それから名めい刺しをさしだした。『ぼくはここに住すんでいるんです。なにか力ちからになれることがあったら、どうかいつでもいらしてください』とそういってくれた。もちろん、こうなっては力ちからになれることなんてないんだが、それでもそんなふうにやさしい言こと葉ばをかけてくれるだけでも、たまらなくうれしいじゃないか。まるでじっさいにティムぼうやのことを知しっているみたいに、わたしらといっしょになって悲かなしんでくれた」

「きっといい人ひとにちがいないわ」とミセス・クラチェット。

「ああ、もちろんだ。実じっ際さいに会あって話はなしてみたら、ますますそう思おもうはずだよ。だからね、ひょっとしたら、あの人ひとはうちのピーターにいい仕し事ごとを紹しょう介かいしてくれるかもしれない」

「まあ、ピーター、よかったわね」ミセス・クラチェットがいった。

「きっとそうなったら、だれかいい人ひとを見みつけて、この家いえを出でて、新あたらしい生せい活かつをはじめるのよ」娘むすめのひとりが茶ちゃ化かした。

「そうそう、姉ねえさんと同おなじようにね」ピーターがいいかえして、ニヤニヤ笑わらった。

「それもあるだろう」とボブ。「いつかその日ひがやってくる。まあそれまでにはまだたっぷり時じ間かんがあるだろう。だが、家か族ぞくがばらばらになる日ひがやってきても、かわいそうなティムぼうやのことは、だれひとりわすれない──とうぜんだ──家か族ぞくのなかから、最さい初しょに飛とびたったあの子このことは」
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「うん、ぜったいにわすれないよ、父とうさん」みんなが大おおきな声こえでいった。

「それからな、あの子こがあんなに小ちいさい、まだほんの子こどもだというのに、どれだけがまんづよく、おだやかだったかを思おもいだせば、そう簡かん単たんにけんかなどできない。そんなことをすれば、かわいそうなティムぼうやのことをわすれたことになるからな」

「うん、ぜったいにそんなことはしない」またみんなが大おおきな声こえでいった。

「わたしは幸しあわせ者ものだ」ボブがいった。「まったく恵めぐまれている」

　ミセス・クラチェットが夫おっとにキスをし、娘むすめたちも父ちち親おやにキスをする。幼おさないふたりもキスをしたあと、ピーターだけはキスではなく父ちちと握あく手しゅをした。けっきょくのところ、ティムぼうやはこの家か族ぞくにとって、神かみさまからのすばらしい贈おくり物ものだった。

「精せい霊れいさま」スクルージはいった。「そろそろお別わかれの時じ間かんがせまってきたのが、なんとなくわかります。どういうかたちでお別わかれするのか、そこまではわかりませんが。ですからどうぞ教おしえてください。あそこに横よこたわっていた死し者しゃは、いったいだれなのですか？」

〈未み来らいのクリスマス〉の精せい霊れいも、これまでに会あったほかの精せい霊れいと同おなじように、スクルージにさまざまな場ば面めんを見みせてくれた。けれども、ほかの精せい霊れいとちがって、〈未み来らいのクリスマス〉の精せい霊れいが見みせてくれた場ば面めんは未み来らいではあるものの、順じゅん番ばんはばらばらで、それぞれがどうつながっているのか、あと先さきがわからなかった──実じつ業ぎょう家かの集あつまる取とり引ひき所じょに連つれていかれても、そこにじぶんのすがたはなかった。とにかく精せい霊れいは、なにかを待まってとどまるようなことはなく、見みせるだけ見みせて、どんどん先さきへ進すすんでいった。だから、そろそろ終おわりが近ちかいと気きづいたスクルージは、このあたりでじっくり腰こしをすえて見みてみたいと思おもった。

「このへんですよ」スクルージがいった。「急いそぎ足あしで行いき過すぎようとしていますが、ここにわたしの事じ務む所しょがあるんです。ずいぶんむかしからあそこに事じ務む所しょをひらいて、もうかなりになります。ほら見みえてきた。未み来らいのじぶんがどうなっているか、見みてみないと」

　精せい霊れいは足あしをとめた。けれど、手てはべつの方ほう角がくをさししめしている。

「そっちじゃありませんよ」とスクルージ。「どうしてよその方ほう角がくをさしているんですか？」

　それでも精せい霊れいの指ゆびは、同おなじ方ほう角がくをじっとさしている。

　スクルージはじぶんの事じ務む所しょの窓まどに駆かけよってなかをのぞいた。たしかに会かい計けい事じ務む所しょではあったけれど、もうそこはじぶんの事じ務む所しょではなくなっていた。おいてある家か具ぐがちがうし、いつもじぶんがすわるあたりにはべつの男おとこがすわっている。精せい霊れいのほうを見みると、相あい変かわらずよその方ほう角がくを指ゆびさしていた。

　スクルージは精せい霊れいのもとへもどっていきながら、なぜじぶんはあそこにいないのか、いったいどこへ行いったのかと首くびをひねっている。精せい霊れいについて歩あるいていくと、鉄てつの門もんのまえに出でてきた。スクルージはなかに入はいるまえに、まずきょろきょろなかをのぞいてみる。

　教きょう会かいの墓ぼ地ち。そうか、あの男おとこは土つちに埋うめられたのか。これでついになまえがわかるというものだ。ならばけっこう。入はいってみる価か値ちはある。四し方ほうを家いえ々いえにかこまれた場ば所しょに、さまざまな草くさがぼうぼうに生おい茂しげっているのは、強つよい生せい命めい力りょくを持もつからではなく、下したにぎっしり埋うまっている死し体たいのおかげだった。栄えい養ようたっぷりで、植しょく物ぶつのほうも、もうけっこうという感かんじだ。

　精せい霊れいはならんだ墓はかのなかに立たって、そのひとつを指ゆびさしていた。スクルージはふるえながら精せい霊れいに近ちかづいていく。精せい霊れいのようすにまったく変かわりはなかったけれど、その陰いん気きなすがたかたちが、なにかをうったえているように思おもえてきて、スクルージはぞっとした。

「あなたが指ゆびさす墓はか石いしに近ちかづいていくまえに、ひとつだけ、わたしに教おしえてください。これまで見みてきた場ば面めんは、必かならずそうなるときまっている未み来らいなのですか？　それとも、そうなるかもしれないという、単たんなる予よ測そくですか？」

　相あい変かわらず精せい霊れいはじぶんのそばにある墓はか石いしを指ゆびでしめしている。

「人ひとが生いきてきた道みち筋すじをたどっていけば、おのずと行いき着つく先さきもわかるでしょう。その先さきも変かわらず同おなじ道みちを進すすんでいくのだとすれば」スクルージがいう。「しかし、もしその道みちがとちゅうで方ほう向こうを変かえたなら、行いき着つく先さきも変かわってくるんじゃありませんか？　だからこそ、あなたがたは、わたしにいろんな場ば面めんを見みせてくれたのではないんですか？」

　精せい霊れいは相あい変かわらず、なにも反はん応のうしなかった。

　スクルージはびくびくしながら少すこし精せい霊れいに近ちかづいていって、その指ゆびがさししめすものをたどっていく。ほったらかしにされた墓はか石いしの上うえにきざまれていたのは──、

　エビニーザー・スクルージ。

　じぶんのなまえだった。

「あのベッドに横よこたわっていたのは、じぶんだった」

　スクルージはさけんで、地じ面めんにひざをついた。

　墓はか石いしをさしていた指ゆびがスクルージに移うつり、それからまた墓はか石いしに移うつった。

「やめてください、精せい霊れいさま。いやです、いやです」

　指ゆびはまだ墓はか石いしをさしている。

「精せい霊れいさま」スクルージは声こえをはりあげ、精せい霊れいのローブをぎゅっとにぎった。

「きいてください。わたしは過か去このじぶんとは決けつ別べつします。こうして精せい霊れいさまとともにすごした時じ間かんだけはとっておき、それ以い外がいはすべて捨すてます。もうなにをしてもだめだというなら、どうしてわたしにこういう場ば面めんを見みせるんですか」

　ここにきてはじめて精せい霊れいの手てがふるえているように見みえた。

「おやさしい精せい霊れいさま」スクルージはしつこく食くい下さがり、目めのまえの地じ面めんにひれ伏ふした。「あなたはわたしをかわいそうに思おもい、なんとかしてやろうとお考かんがえになった。これからの生いき方かたを変かえることによって、じぶんの未み来らいは変かえられるのだと、どうかそう、おっしゃってください」

　心こころやさしい手てがふるえた。

「わたしはクリスマスの教おしえをこれからもずっと胸むねにたいせつにしまっておき、一いち年ねんじゅう、ことあるごとに思おもいだすようにします。過か去こを反はん省せいし、現げん在ざいを生いきなおすことで、新あたらしい未み来らいをつくっていく。三人にんの精せい霊れいさまは、つねにわたしの胸むねで生いきつづけることでしょう。教おしえていただいたことはけっして、わすれません。そうすれば、この石いしにきざまれたなまえはスポンジでぬぐうように消きえると、どうかそうおっしゃってください」

　スクルージは苦くるしまぎれに精せい霊れいの手てをつかんだ。精せい霊れいはふりはらおうとするが、とにかくスクルージのほうは必ひっ死しで、そうはさせない。それでも精せい霊れいのほうが力ちからが強つよく、けっきょくスクルージははねつけられた。

　最さい後ごのお願ねがいとばかりにスクルージは両りょう手てをあげ、どうか運うん命めいを逆ぎゃく転てんさせてくださいとたのんでいると、精せい霊れいの黒こく衣いに変へん化かがあらわれた。

　みるみるしぼんでちぢみ、やせほそったかと思おもうと、ベッドの支し柱ちゅうに変かわった。






＊キャラコ…うすくて目めのこまかい平ひら織おりの綿めん布ぷ。
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　そうだ！　このベッドの支し柱ちゅうはじぶんのだ。じぶんのベッドに、じぶんのへや。けれどもなによりもうれしく、ありがたいのは、目めのまえにじぶんが自じ由ゆうにできる時じ間かんがあり、これまでのつぐないができることだった！

「過か去こを反はん省せいし、現げん在ざいを生いきなおすことで、新あたらしい未み来らいをつくっていく。三人にんの精せい霊れいさまは、つねにわたしの胸むねで生いきつづけることでしょう。ああ、ジェイコブ・マーレイ。精せい霊れいも、クリスマスも、やっぱりすばらしい。ああマーレイ、わたしはひざまずいて、そういうよ」

　スクルージはもう大だい興こう奮ふんで、あれもやろうこれもやろうと、目めを輝かがやかせているのだけれど、声こえのほうがついていかない。精せい霊れいともみあったときに泣なきじゃくったせいで、まだ声こえはふるえて、顔かおはなみだにぬれていた。

「ちゃあんとあった！」スクルージは声こえをはりあげて、ベッドのカーテンを腕うでに抱だきしめる。「金かな具ぐもふくめて、ぜんぶはずされるなんてことはなかった。カーテンばかりか、じぶんだって、ちゃんとここにいる──あそこで見みた未み来らいの場ば面めんはきっと消きえてなくなったんだろう。これからぜんぶ消きえる。いや消けしてやる」

　スクルージはこのあいだずっと着きがえにいそがしく、ズボンは裏うらがえしに、シャツは上じょう下げ逆さかさまに着きて、靴くつ下したを首くびにかけたかと思おもうと、どこかがビリッと破やぶれ……これならどんなキテレツな仮か装そうパーティにでも参さん加かできるだろう。

「ああ、どうしよう！　どうしよう！」スクルージはさけびながら、笑わらっては泣なき、泣ないては笑わらいして、気きがつくとウミヘビに巻まきつかれたラオコーンさながらに、長なが靴くつ下したを全ぜん身しんに巻まきつけていた。

「なんだかふわふわういていて羽は根ねになったみたいだ。天てん使しはいつもこんなふうに幸しあわせな気き分ぶんなのかな、まるで学がく生せいにもどったみたいにうかれてる。おっとっとっと、こりゃまるでよっぱらっているみたいじゃないか。みなさん、クリスマスおめでとう！　世せ界かいじゅうのみなさん、どうかすばらしい新しん年ねんをおむかえください！　うっひょー！　わおっ！」
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　スクルージは大おおはしゃぎで居い間まにとびこんでいき、はあはあ息いきを切きらしながらまわりに目めをやった。

「片かた手て鍋なべにはおかゆ！」確かく認にんするとすぐそこをはなれ、暖だん炉ろをまわりこんだ。

「このドア！　ここからマーレイが入はいってきた。あのすみ！　あそこに〈現げん在ざいのクリスマス〉の精せい霊れいさまがすわられた。この窓まど！　ここから空そらをさまよう、たくさんのたましいを見みた。どれもこれも、夢ゆめじゃなく、ちゃんとこの目めで見みて、経けい験けんしたんだ。わっはっは！」

　長ながいこと笑わらっていない人にん間げんにしては、すばらしい笑わらいで、全ぜん身しんからうれしさがにじみでるようだった。

「今日きょうは何なん日にちだったかな」とスクルージ。「精せい霊れいがたと、どのくらいいっしょにいたんだろう。とにかく、なあんにもわからない。まるで赤あかんぼうだ。でも、ぜんぜんかまわない。赤あかんぼうのどこが悪わるい。赤あかんぼうバンザイ！　やっほー！」

　そこへ鐘かねの音おとがきこえてきたので、スクルージはようやく興こう奮ふんからさめた。キーン、コーン、カーン。ディン、ドン、ディン、ドン。ああ、なんといい音おとだろう。鐘かねの音おとというのは、これほど心ここ地ちいいものだったかと、スクルージはうっとりする。

　窓まどべに駆かけよって窓まどをあけ、外そとに顔かおを出だしてみる──霧きりも湿しっ気けもない、すみきった空そらを見みただけで、気き分ぶんがワクワクしてきた。さむいけれど、そのさむさにも血ちがさわいでおどりだしたくなる。金きん色いろの日ひざしをたたえる美うつくしい空そらと、新しん鮮せんでかぐわしい空くう気き。そこに陽よう気きな鐘かねが鳴なり響ひびく。ああすばらしい、まったくすばらしい。

「今日きょうは、何なん日にちだい？」下したにむかって声こえをかけた。ちょうどそのあたりを、よそいきの服ふくを着きた男おとこの子こがぶらついて、きょろきょろしていた。

「えっ？」男おとこの子こはびっくりしている。

「ああぼっちゃん、今日きょうは何なん日にちかなと思おもってさ」スクルージがいった。

「知しってるでしょ、今日きょうはクリスマス」男おとこの子こがこたえた。

「クリスマス」スクルージはひとりごとをいった。じゃあ、のがしたわけじゃなかったんだ。精せい霊れいたちが一夜やのうちに、あれだけのものを見みせてくれた。そんなことができるんだ。さすが精せい霊れいだ。

「それはよかった」

「はあ」男おとこの子こがいった。

「ぼっちゃんは、鳥とり肉にく屋やさんを知しってるかな。一本ぽん先さきの通とおりにある、角かどっこの店みせ」スクルージがきいた。

「もちろん、知しってるよ」

「さすがだな、ぼっちゃん。なんでもよく知しってるらしい。で、その店みせ先さきにつりさがっていたいちばん大おおきな七しち面めん鳥ちょうはもう売うれてしまったかな──小ちいさいやつじゃないよ、こう、どーんと大おおきなやつ」

「ぼくの背せ丈たけぐらいあるやつでしょ」

「そうやって、はきはきとこたえがかえってくる。なんて気き持もちのいいぼっちゃんだ」

「まだかかってるよ」

「じゃあ、ちょっと行いって買かってきてくれないか」

「まさか本ほん気きじゃないよね」男おとこの子こはびっくり。

「本ほん気きも本ほん気き。行いって買かってきてくれないかな。お店みせの人ひとには、うちに来くるようにって、そうしたら届とどけ先さきを教おしえるから。ぼっちゃんもいっしょにもどってきたら、おだちんに一シリングあげるよ。五分ふん以い内ないにふたりそろってもどってきたら、半はんクラウンやろう」

　男おとこの子こは鉄てっ砲ぽう玉だまのように飛とびだした。いつでも撃うてるよう、銃じゅうの引ひき金がねに指ゆびをかけておいたとしても、あの子こより早はやく飛とびだせる鉄てっ砲ぽう玉だまはないだろう。

「ボブ・クラチェットに贈おくってやるんだ」スクルージは小こ声ごえでいって両りょう手てをすりあわせると爆ばく笑しょうした。「だれが贈おくったかは秘ひ密みつにしてやろう。ティムぼうやの二倍ばいの大おおきさだ。ボブのところにそんなもんがとどく、こんなおもしろいことは前ぜん代だい未み聞もんだろう」

　住じゅう所しょを書かく手てがふるえたが、なんとか書かきあげて下したにおりていき、玄げん関かんのドアをあけておいて、鳥とり肉にく屋やさんの店てん員いんが来くるのを待まち構かまえる。と、そこでふとドアのノッカーに目めがとまった。

「このノッカーは生しょう涯がい大だい事じにするぞ」ノッカーの持もち手てを愛いとしげにたたきながら、スクルージがいった。「以い前ぜんは目めもくれなかったが、こうしてよく見みると、誠せい実じつな顔かおつきをしていて、じつに味あじわいがある──おっと、七しち面めん鳥ちょうの到とう着ちゃくだ。やあやあ、よく来きてくれた。クリスマスおめでとう！」

　たしかに七しち面めん鳥ちょうだった。これだけの巨きょ体たいじゃあ、自じ力りきじゃ立たっていられないだろう。一分ぷんもしないうちに脚あしがぽきんと折おれてしまうにちがいない。

「こりゃ、カムデン・タウンまで歩あるいて持もっていくのはむりだな」とスクルージ。「馬ば車しゃにのってとどけておくれ」

　そういってくすくす笑わらう。七しち面めん鳥ちょうの代だい金きんをはらうときもくすくす、馬ば車しゃの代だい金きんを渡わたすときもくすくす、男おとこの子こにおだちんをやるときもくすくす。ひたすら笑わらっていたが、じぶんのいすに息いきを切きらして腰こしをおろすと、もうくすくす笑わらいではすまなくなって、なみだまで流ながして大おお笑わらいした。

　手てが相あい変かわらず、ぶるぶるふるえているので、ひげをそるのは難むずかしい──なにしろ注ちゅう意いがいる。ダンスをしながらそる、なんて場ば合あいじゃなくてもね。でもいまのスクルージなら、鼻はなを切きりおとしたところで、ばんそうこうをはりつけるだけで満まん足ぞくしただろう。

　とっておきの服ふくに着きがえ終おわり、いよいよ通とおりに出でていった。〈現げん在ざいのクリスマス〉の精せい霊れいといっしょに見みてきた場ば面めんと同おなじに、通とおりにはおおぜいの人ひとがあふれている。スクルージは腰こしのうしろで手てを組くんで歩あるいていきながら、だれに対たいしても、にこにこと笑え顔がおをむけた。これがもうほんとうにすてきな笑えみで、気きのいい人ひとたちが三、四人にん、声こえをかけてきた。


「おはようございます。よいクリスマスを！」



　その言こと葉ばがスクルージの耳みみにどれだけ心ここ地ちよくひびいたことか。こんなに美うつくしくひびく言こと葉ばはこれまできいたことはなかったと、あとになってスクルージはよくいった。

　それほど歩あるかないうちに、どうどうとした紳しん士しがこちらへむかって歩あるいてくるのが目めに入はいった。前ぜん日じつに、「こちらはスクルージとマーレイの会かい計けい事じ務む所しょですね？」といって、スクルージの事じ務む所しょにやってきたひとりだ。ここで顔かおを合あわせたら、相あい手てはどう思おもうだろうと、スクルージの胸むねが一いっ瞬しゅん痛いたんだが、じぶんの進すすむべき道みちがわかっているスクルージは、その紳しん士しにまっすぐむかっていった。

「やあ、こんにちは」スクルージは足あしを速はやめて紳しん士しに近ちかづいていって、相あい手ての両りょう手てをとった。「とつぜんすみません。きのうはあれから、寄き付ふはうまく集あつまりましたか？　あなたがたは、ほんとうに心こころがやさしくていらっしゃる。クリスマス、おめでとうございます」

「スクルージさん」

「はいそうです。そのなまえを口くちにして、ご気き分ぶんを悪わるくされたことでしょう。いやはや、ゆるしてください。だからというわけじゃないんですが──」

　スクルージは紳しん士しの耳みみもとでなにやらささやいた。

「なんとまあ」紳しん士しが声こえをあげた。まるで息いきがとまったかというようなおどろきようだ。「スクルージさん、それは本ほん気きですか？」

「ええ、本ほん気きです。ファージング銅どう貨か＊一枚まいだって、さっぴきはしません。ずいぶん遅おくれてしまったことですし、そのぶん、たっぷりはずませていただきますよ。というわけで、また事じ務む所しょにいらしてくださいますな？」

「ああ、スクルージさん」相あい手てはスクルージの手てをにぎって握あく手しゅをした。

「こんな寛かん大だいな申もうし出でをしてくださって、なんと感かん謝しゃを申もうしあげてよいのやら」

「どうか、なにもおっしゃらないでください」スクルージがいいかえした。「とにかく、会あいに来きてください。いらしてくださいますよね？」

「必かならずまいります」紳しん士しはいった。その口く調ちょうには本ほん気きが感かんじられた。

「ありがとうございます。助たすかりました。心こころより感かん謝しゃを申もうしあげます。あなたに神かみの祝しゅく福ふくがありますように」

　スクルージは教きょう会かいに行いき、それから通とおりをぶらついて、急いそぎ足あしでいきかう人ひと々びとをながめ、子こどもたちの頭あたまを親したしげにたたいてやり、物ものごいにも声こえをかけてやった。家いえ々いえの半はん地ち下かにある台だい所どころに目めを落おとし、窓まどに目めをあげ、なにを見みてもうれしくてたまらない。散さん歩ぽが──いやなにをやっても──これほどの幸しあわせを与あたえてくれるとは思おもいもしなかった。午ご後ごには、甥おいっ子この家いえに足あしをむけた。

　十回かい以い上じょう、玄げん関かんのまえを行いったりきたりしたあとで、ようやく勇ゆう気きをふるいおこし、さっと走はしっていった勢いきおいで、そのままドアをノックした。

「おじょうさん、この家いえの主しゅ人じんは在ざい宅たくかな」スクルージがメイドの女おんなの子こにきいた。とても感かんじのいい子こだった。

「はい、おります」

「どこだか、教おしえてもらえるかな」

「食しょく堂どうに、奥おく様さまといっしょに。よろしければ二階かいにご案あん内ないいたします」

「ありがとう。しかし知しった家いえなのでね」いいながら、すでに食しょく堂どうのドアノブに手てをかけている。「ここから入はいらせてもらうよ」

　ドアノブをそっとまわして、ドアのへりから顔かおを出だした。みんなはテーブルの上うえを見みていた（料りょう理りがずらりとならんでいる）。こういうとき、若わかい主しゅ婦ふはいつも緊きん張ちょうするもので、なにもかもきちんとそろっているか目めを配くばっている。

「フレッド」スクルージがいった。

　フレッドの奥おくさんがびっくりぎょうてんした。へやのすみにすわって、足あし台だいに足あしをのせていたのに、スクルージは気きづかなかった。気きづいていたら、そんなふうにいきなり顔かおを出だしたりしなかった。

「こいつはおどろいた」フレッドが大おお声ごえをあげた。「だれかと思おもったら」

「わたしだよ。おまえの伯お父じのスクルージがディナーをいただきにやってきた。入いれてくれるかね、フレッド？」

　もちろんフレッドは招まねき入いれ、スクルージの手てをにぎって、腕うでがもげそうになるぐらい、大おおきく上じょう下げして握あく手しゅをした。五分ふんもするとスクルージはもうすっかりくつろいだ。これほど温あたたかいもてなしはなかった。フレッドの奥おくさんは、あの夜よる精せい霊れいといっしょにのぞいたときと変かわらない。トッパーもやってきて、やっぱり同おなじ。だれも彼かれもがやってきて、あのときと同おなじように、パーティがはじまり、みんながみんなゆかいなゲームに参さん加かして、わきあいあいと楽たのしんだ。

　しかしスクルージは明日あすの朝あさ早はやくに事じ務む所しょに行いくつもりだった。じぶんが先さきについていて、遅おくれてやってきたボブをつかまえないといけない。これだけはなんとしてでもやりとげないとと、スクルージは心こころをきめていた。

　そうして予よ定ていどおり、事じ務む所しょにいちばん乗のり。時と計けいが九時じを知しらせた。まだボブは来こない。十五分ふんが経けい過か。まだ来こない。さあ、もう十八分ぷん三十秒びょうの遅ち刻こくだ。スクルージはドアを大おおきくあけてすわり、ボブが水すいそうのようなへやに入はいっていくところを見み届とどけるつもりだった。

　ボブがやってきた。ぼうしをぬぎ、マフラーをはずしてから、ドアをあけて入はいり、急いそいでじぶんのいすに腰こしをおろすなり、ものすごい速はやさでペンを走はしらせ、九時じぴったりに出しゅっ勤きんしたのと同おなじ量りょうの仕し事ごとを終おわらせようという勢いきおいだ。

「やっと来きたな」いつもと変かわらないだみ声ごえを出だしてスクルージがいった。「こんな時じ間かんにやってきて、いったいどういうつもりだ？」

「ほんとうに申もうしわけありません。遅ち刻こくです」

「ああ遅ち刻こくだ。まちがいなく遅ち刻こくだ。ちょっとこっちへきたまえ」

「一年ねんに一回かいのことです。同おなじことは二に度どとくりかえさないと肝きもに銘めいじます」ボブが水すいそうから外そとに出でてきた。「きのうはちょっとはしゃぎすぎてしまって」

「なるほど、じゃあ、わたしからいいことを教おしえてやろう」スクルージがいった。「こういうことばっかりやられていたんじゃあ、こまるんだよ」そういって、丸まるいすから勢いきおいよく立たちあがると、ボブのチョッキを指ゆびでつっついて、ふたたび水すいそうのなかへ押おしもどした。「こうなったら、おまえの給きゅう料りょうをあげるしかない」

　ボブがぶるぶるふるえて、定じょう規ぎのほうへ少すこし近ちかづいた。一いっ瞬しゅんそれでスクルージを殴なぐっておさえつけ、通とおりに出でて助たすけをよび、おとなしくさせてもらおうかと考かんがえた。

「クリスマスおめでとう、ボブ」スクルージは心こころをこめてそういうと、ボブのせなかをぽんとたたいた。「クリスマスおめでとう、ボブ。いつもほんとうによくがんばってくれているのに、わたしはそれをないがしろにしてきた。これからはもっと給きゅう料りょうをあげるし、日ひ々び大たい変へんな思おもいをしているご家か族ぞくについても、支し援えんを惜おしまない。さっそく今日きょうの午ご後ご、湯ゆ気げをあげるクリスマスパンチでも飲のみながら、そのことを相そう談だんしようじゃないか。さあ、火ひをたこう。そうだ、石せき炭たんが底そこをつくまえに、バケツにもう一杯ぱい買かっておいで」

　スクルージはじぶんに約やく束そくしたこと以い上じょうのことをやってのけた。いったことはひとつのこらずやって、もっともっとと努ど力りょくを重かさねた。ティムぼうやは死しなず、スクルージはこの子この第だい二の父ちち親おやになった。友ゆう人じんとしても、雇やとい主ぬしとしてもすばらしく、とにかく人にん間げんができているというので、あちこちの町まちや市しや都と会かいでうわさになった。

　なかには、スクルージががらりと変かわったのを笑わらう人にん間げんもいた。けれども笑わらいたければ笑わらえばいいと、スクルージはまったく気きにしなかった。なにをやるにしたって、最さい初しょは人ひとから笑わらわれるものだってことを、スクルージはちゃんとわかっていた。笑わらう人にん間げんのほうこそ、物もの事ごとがわかっていなくて、それをごまかすために、ばかみたいにニヤニヤ笑わらっている。そう思おもって、心こころのなかで笑わらってやれば、それでスクルージは満まん足ぞくだった。

　もうクリスマスの精せい霊れいたちと会あうこともなかったけれど、クリスマスの正ただしいお祝いわいの仕し方かたを知しっている人ひとがいるとしたら、それこそスクルージだともっぱらの評ひょう判ばんだった。ぼくらもみんな、スクルージを見み習ならいたいものだね。では最さい後ごに、ティムぼうやの言こと葉ばを借かりよう。わたしたちみんなに、神かみさまの祝しゅく福ふくがありますように！






＊ファージング銅どう貨か…１／４ペニー。イギリス硬こう貨かで最さい小しょう単たん位い。
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　訳やく者しゃあとがき




　これを読よんでいるみなさんは、いまおいくつでしょうか？　小しょう学がく生せい？　中ちゅう学がく生せい？　大人おとなの方かたもいらっしゃるかもしれません。

　おいくつであっても、現げん在ざいを生いきているみなさんには、必かならず過か去こと未み来らいがある。それを見みせてくれると言いわれたら、見みたいですか？　いやですか？　若わかいみなさんにとって、過か去こはそんなに遠とおいものではなく、幼おさないころのことはすぐ思おもいだせる。その分ぶん、未み来らいは想そう像ぞうもつかないほど遠とおくにあるように思おもえるでしょう。十年ねん後ご、いや五十年ねん後ごの自じ分ぶんはどうなっている？　知しりたいようでもあり、知しるのは恐おそろしくもあり……。

　ある年としのクリスマス・イブに、ひょんなことから自じ分ぶんの過か去こ、現げん在ざい、未み来らいを、まるで映えい画がやお芝しば居いでも観みるように、すぐ目めの前まえで見みせてもらうことになった人ひとがいました。それがこの物もの語がたりの主しゅ人じん公こう、スクルージじいさんです。じいさんと言いうだけあって、もうずいぶん長ながいこと生いきてきましたから、過か去こに何なにがあったかなんて、とうに忘わすれています。いつも忙いそがしい忙いそがしいと言いっているので現げん在ざいのこともよく見みえておらず、自じ分ぶんに未み来らいがあることも忘わすれているかもしれません。でもそれで問もん題だいはありませんでした。会かい計けい事じ務む所しょの経けい営えい者しゃですから、お金かねにはこまりませんし、友ともだちがいなくてもさみしいとは思おもわない人ひとなのです。

　待まちに待まったクリスマスがやってきて、みんなが「クリスマスおめでとう」と言いい合あっているところへ、「クリスマスなんてばからしい」とそっぽをむいてしまうのですから、よほどのひねくれ者ものですよね。ケチでお金かねをためることだけに熱ねっ中ちゅうする人ひとを日に本ほんでは守しゅ銭せん奴どと言いいますが、スクルージはまさにそのような人ひとで、そのケチケチぶりが、物もの語がたりの冒ぼう頭とうからしつこいぐらいに描えがかれています。

　いったいどうしてこんな人にん間げんになってしまったのでしょう？　わたしたち読どく者しゃは、クリスマスの精せい霊れいが見みせてくれるスクルージの過か去こを通とおして、その理り由ゆうを知しることができます。

　そもそものはじまりは、七年ねん前まえに死しんだマーレイがクリスマス・イブに現あらわれたこと。かつてマーレイはスクルージといっしょに会かい計けい事じ務む所しょを経けい営えいしていて、やはりスクルージと同おなじように仕し事ごとのことしか考かんがえない人にん間げんだったようです。死しんでから自じ分ぶんの生いき方かたを後こう悔かいし、なんとかスクルージに生いき方かたを変かえて欲ほしいと思おもいました。そこでクリスマスの精せい霊れいに頼たのんで、スクルージがこれまですっかり忘わすれていた、過か去このクリスマスや、仕し事ごとにかまけて目めをむけずにいた現げん在ざいのクリスマスをじっくり見みせてもらいます。そして最さい後ごには未み来らいも見みせてもらうのですが……。

　物もの語がたりというのは、何なにかしらの事じ件けんを通とおして登とう場じょう人じん物ぶつたちが成せい長ちょうしていくものですが、この『クリスマス・キャロル』の主しゅ人じん公こうスクルージの変かわりようにはびっくりです。物もの語がたりの最さい初しょと最さい後ごでまったく別べつ人じんのようになるのですから。

　でもスクルージは別べつ人じんになったわけではありません。物ものの見み方かたや考かんがえ方かたが変かわっただけ。けれどそれが変かわったことで、世よの中なかがまるで違ちがう物ものに見みえてきて、「クリスマスなんてばからしい」と言いっていた人ひとが「クリスマスおめでとう」と言いいだすようになる。ひとりの人にん間げんが、たった一ひと晩ばんでがらりと変かわってしまった、これこそクリスマスの奇き跡せきでしょう。

　しかし、その気きになれば奇き跡せきを待またなくても、わたしたちはスクルージと似にた体たい験けんをすることができます。たとえば、この物もの語がたりを読よむ前まえと読よんだ後あとでは、世せ界かいが少すこし違ちがって見みえてきませんでしたか？　優すぐれた物もの語がたりは、ここに出でてくる精せい霊れいと似にたような力ちからを持もっているのです。自じ力りきでは行いけない世せ界かいにつれていってくれ、毎まい日にちの忙いそがしい生せい活かつに埋うもれて、ついつい目め先さきのことしか見みえなくなっているわたしたちに、もっといろんなところに目めをむけてごらんと教おしえてくれます。スクルージほど劇げき的てきな変へん化かではなくとも、優すぐれた物もの語がたりを読よむことで、わたしたちは確かく実じつに変かわるはずです。

　この物もの語がたりを書かいたのは一八一二年ねんにイギリスで生うまれたチャールズ・ディケンズという作さっ家かです。貧まずしい家か庭ていに育そだち、お金かねでは大たい変へん苦く労ろうしたようですが、子こどものころから物もの語がたりが大だい好すきで、図と書しょ館かんに通かよってコツコツ勉べん強きょうした末すえに、イギリスはもちろん、世せ界かい中じゅうの読どく者しゃに愛あいされる大たい作さっ家かになりました。この作さく品ひんが発はっ表ぴょうされたのは、一八四三年ねん。いまから百七十年ねんも前まえに、遠とおいイギリスで発はっ表ぴょうされた作さく品ひんを、現げん代だいの日に本ほんに暮くらすわたしたちがこれだけ楽たのしめるのですから、やはりディケンズという人ひとは大だい作さっ家かと呼よぶにふさわしく、その作さく品ひんはこれからもずっと読よみ継つがれていくことでしょう。

　みなさんは、この物もの語がたりのどんなところが気きに入いりましたか？　おいしそうな食しょく材ざいが所ところせましと並ならぶ食しょく料りょう品ひん店てんやくだもの屋やさんの店みせ先さきでしょうか？　アップルソースを添そえて食たべるクラチェット家けのガチョウの丸まる焼やきもおいしそうですよね。

　若わかい読どく者しゃのみなさんには、できれば毎まい年としクリスマスが近ちかづくたびに、この本ほんをひらいていただけたらと思おもいます。すると去きょ年ねんとはまた違ちがった部ぶ分ぶんに心こころを動うごかされている自じ分ぶんに気きづくことでしょう。力ちからのある物もの語がたりはそんなふうに、子こどもの心こころにも大人おとなの心こころにも響ひびくものなのです。ちなみに大人おとなのわたしが一いち番ばん心こころを動うごかされたのは、スクルージが死し者しゃを前まえにしたときに、どこからともなく聞きこえてきた声こえです。

「……しかし、生いきているあいだに人ひとから愛あいされ、あがめられ、気け高だかき行おこないをした死し者しゃは、その髪かみ一いっ本ぽんたりとも、おろそかにあつかうことはゆるされぬ。いまでこそ、その手ては力ちから無なくたれさがり、心しんの臓ぞうもとまっている。だが、かつてその手ては、弱よわき者ものの力ちからになろうと、いつでもさしのべられ……」

　この部ぶ分ぶんを訳やくしながら、すでにこの世よを旅たび立だった優やさしい人ひと々びとの顔かおが次つぎ々つぎと浮うかんできて、目め頭がしらが熱あつくなりました。




　じつはわたしもスクルージといっしょで、忙いそがしいからクリスマスなんて関かん係けいないという口くちでしたが、これを読よみ、訳やくした後あとでは、さすがにそんなことは言いえません。クリスマスのごちそうを用よう意いする余よ裕ゆうこそないけれど、今こ年としはスクルージの甥おいっ子こが言いうように、「どっちが上うえで、どっちが下したとか考かんがえないで、最さい後ごにはだれでも死しんでしまう、みな同おなじ生いき物もの」どうし、この世よに生せいを受うけた喜よろこびに感かん謝しゃを捧ささげ、こまっている人ひとに手てをさしのべることができればと思おもいます。
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